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本県には、先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの

埋蔵文化財aは、未来を展望し、香り高い地域文化を創造するための基礎となる

ものでありま

一方、県民生活を豊かにする開発事業の進展は、県民全体の要望でありま

す。埋蔵文化財aの保護と地域開発の調和は、今日の重要な課題となっており、

本教育委員会も鋭意この課題に取り組んでまいりました。

干のたび¥地方選ノ!、滝何イ二前回停車場線の改良事業に伴って路線の一部が

桂の沢遺跡を通過することになりました。工事に先立つて本教育委員会は、原

因者である秋田県土木部と協議の結果、道路工事対象範囲について遺跡の記

録保存を目的とする発掘調査を実施しヨたしました。

調査の結果、縄文時代早期から晩期の集落跡や、祭施、葬送に関わる多様な

遺構@遺物が大量に検出され、この地域の拠点的な遺跡のひとつであることが

分かりました。また、晩期の大型土偶は遮光器土偶としては国内最大級であり

ます。

本報告書は、これらの調査成果をまとめたものであります。本書が埋蔵文化

財の保護のために広く活尽きれ、郷土の廃史資料として役立てば幸いです。

最後になりましたが、本調査の実施並びに本報告書の刊行に当たりご援助、
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，-- 1劫ノj 乞い Jこにさましに↑~\出町会コ二〆小首位 ~-H.J 1;'\ 出ユ二小号対芳.T~)庁、交互q)乙宮本長百山アム

工事事務所、森吉町教育委員会をはじめ関係各位に対し、厚く御礼申し上げま

す。

平成6年 3丹

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信
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1.本報告書は、ノトj竜阿仁前田停車場組地方道改良事業に係る;位の沢遺跡の埋蔵文化財発掘調

る。

2 、第 2 1節と第 3章を藤岡光男が行い、谷地薫が補筆した。それ以外は

谷地薫が行 dった。

つ
J.  は(有) NRC 、配石遺構の残存脂肪分析は(株)ズコーシャ

に委託した 0

4.発掘調査および、遺物整理にあたって、下記の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感

謝の意を表する次第である。(敬称略、

(横浜市埋蔵え:iじ財センタ 和泉昭一(ニッ 小山iノゴ坦 ¥ U'11) 

岩手県埋蔵文化財センター) 小林達雄(園墜院大事) 福田裕二(南茅部町教育委員会)

三宅敦気(月夜野町教育委員会)

凡例

1.グリッド設定の原点 (MA50)は、秋田県土木部北秋田土木事務所の打設した路線中心杭

No.98で、座標値は、 X座標;3943.396、Y;-33734.400である。

2. 遺構実~NiJ図における方伎は国家座標第X系による座標北を示す。グリッド設定の原点 (M

A50)における座標北と磁北との偏角は西に8006'である。

3.本書で使用している遺構の略記号は以下のとおりである。

S 1 (竪穴住居跡) S K (土坑) S N (焼土遺構) S Q (配右遺構) S R (土器埋

設遺構) S D (溝状遺構)

4.遺構番号は検出}I債に連番としたが、精査段階で欠番となったものもある。

5.挿図中及び図版中の遺物実測閤・拓本・写真は、土器・土製品と石器類に分け、それぞ、れ

通し番号とした。芯器類の番号にはSを付した。

6.遺物図版のスケールは不同である。法量は一覧表で掲載した。

7.土層註記中の色調は、農林水産省農林水産技術会議監修 財団法人日本色彩研究所色票監

修『新版標準土色帖』に拠った。

8.土器・石器実測図に使用する 1点鎖線は、破断・折損面を表している。

9.使用した25.000分の l地形図は、『秋田県遺跡地図(県北版)J (199]年)である。

10.挿図中のスクリーン・トーンは、アスフアルト付着部分である。
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第 l章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

県道小滝Il可仁前回件:車場線は、北秋田郡森吉田Jノト滝から同町阿仁前[I!の国道105号に至る

13.5kmの道路で、ある。県道改良工事は森吉山ダム建設に関連する工事として行われ、昭和63年

平成5 る。

本道路改良工事の計画路線内には;埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、県土

木部北秋田土木事務所は、秋!王| 会に遺跡調査の依頼を行った。秋田 会は

これを受けて、平成2年度に遺跡分布調査を行い、路根内に係る周知1の遺跡を 1筒所確認した。

この遺跡分布調査の結果を受けて、平成 3年度には桂の沢遺跡の範囲確認調査を実施し、遺跡

の範囲内を計画路線が通ることが明らかになった。この遺跡の保存について、秋閏県教育委員

会は原因者と協議した結果、記録保存の措置をとることで合意し、平成4年 5月11日から10月

23日まで桂の沢遺跡の発揚調査を実施した。

第 2節調査の組織と構成

所 在 地 秋田県北秋田郡森吉町根森田字桂ノ沢19-2外

期間 平成 4年 5月11日~平成4年10月23日

調査面積 4，700m' 

調査主体者 秋田県教育委員会

読査担当 缶、よ包

柴田 陽一郎(

藤岡 光男

総務担当 皆)11 J官

佐々木亙

佐藤 広文

調査協力機関 秋田県土木部北秋田

建設省森吉山

森吉町教育委員

県埋蔵文化財センタ乍

" 
" 
!! 

!! 

" 

文化財主任、現調査課文化財主査)

非常勤職員、現盛岡市教育委員会文化財主事)

主査、現南教育事務所仙北出張所主査)

主任、現総務課主査)

総務課主事)



第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡周辺の地形@地質

桂の沢遺跡のある森吉町は、秋Hl県の北部中央やや西寄りに位置する(第 2図)。東は虎角市

と{Ul北郡田沢湖町、西は北秋田郡合)11町と上小阿仁村、南は北秋IJI郡阿仁町、北は北秋田郡上七

内町と鷹巣町に接している。南の阿仁町との町境は、町名の由来となった森吉L11(標高1454.2m) 

である。町域は奥羽脊梁山脈の支脈である森吉火LLJ地と、太平山山地に連なる標高500m以上の

山地地帯に立地し、南部の森吉山、北部の小繋ノ森(標高10l0.2m)、東部の柴倉岳(標高1178.0m)・

ヒパクラ岳(標高1326.0m)といった奥羽山系の比較的低い山々に図まれ、山地が町域総面積の

およそ70%を占める。

遺跡の東側を流れる小又川は、放射状を呈する細かな水脈が集う太平湖を るj原流とし、

源五郎岳山地、高畑山地、そして遺跡の所在する大久保山地を関析しつつ、町域をほぼ東西に

流れ、遺跡から北西に3.9km下った阿仁前田で阿仁川と合流する。阿仁川は、森吉町西域を北上

し、北端に立地する大野台丘陵地高西部を経て合)11町に歪り、米代)11と合流する。

桂の沢遺跡は蛇行して西流する小又川の左岸に形成された河岸段丘上に立地する(図版 1-

1 )。この段丘は、東側を小又)11が区切り、西側は小侵食谷によって南西から北東に斜めに開析

され、北西に向かつて張り出す舌状台地となっている。台地の規模は、北西-南東約200m、北

東一南西約130mである。地形区分によれば、遺跡の大部分は、大久保山を中心止する中起伏山

地(起伏量400-200m)の下位丘陵地(起伏量100m未満)に分類され、調査区の南東側のみ砂

喋段丘に属する。標高は99-100mで、ほぽ平坦で、ある。小又川の沖積段丘団に所在する巻糊集

とのよ乙高は約18-20mである。

遺跡の経緯度は北緯40
0

2'15ぺ東経140
0

26'16"である。ほぽ西方に大久保山(標高353.4m)、

南方に尽森(標高290.0m)、北東に遠く森吉山を臨む。

本遺跡の表層地質は、第凶紀更新世における低位段丘堆積物層に属し、基本的には砂・擦を

とした段丘構成層に鳥越軽石質火山灰}習が載っているものである。調査区中央部においても

表土面から浅い所で、約50cm程で探層に達する。

制片石器の原石として利用されている頁岩を含む地層は、遺跡周辺ではいずれも新第三紀

中新世の、①硬質頁岩(含珪藻質泥岩)を含む岩谷層、②硬質頁岩を含む小猿部川層、③頁岩

を含む柄内層の 3種が分布する(第 1図)。①の硬質頁岩は岩谷層の組成のほとんどを占めるi謂

結堆積物で、極めて良好に発達した層理を特徴とする。遺跡の西方約4kmの阿仁川!の対岸に

什
/
]



第 1節 遺跡周辺の地形・地質

ある Lr丘陵地とそれに

ともなう

らブd:fHlLi地/'"と

る折技丘陵地に広く

ある大久保111山地を

ら最も近距離に分脊し、

JZ〉η UJ 

し、七日市丘陵地か

.5km~ご

り地帯があって、 として入手しやすい環境にある。③の頁岩は基本的に

之山山まれており、:砂告や細探岩とともに、桐

る。大久保t1t山地、 i)j京五告LL!地にわずかに分布守る

j11 として入手できる可能性がある。 !瓦石採集遺跡の発見やそi よ

って、 らかにされることが期待される。

参考文献

秋出県農政部農地採備課『大野台開発計両地域 土地分類基本調査 米内沢oll 1978 (昭和53年)ヲ持

2節歴史的環境

桂の沢遺跡の発掘調査では、縄文時代早期~晩期中葉の遺構・遺物を検出した。ここでは各

時期毎に桂の沢遺跡が営まれた頃の米代)11流域の状況を概観する。

米代)11流域にあっては早期以前の遺跡は少ないが、草創期の爪形文土器が鹿角

から、:早期の貝殻文土器の良好な資料が大館市鳶ケ長根IV遺跡、山館上ノ山遺跡等で発掘調査

によって出土している。

前期の遺跡は多く知られており、遺跡の様相が発掘調査によって詳しく明らかにされている

{~U も多いのこの時期の遺跡は米代川中流域・上流域に発見例が多く、小坂町はりま館遺跡、大

山館上ノ山遺跡、池内遺跡、萩ノ台II遺跡、福館橋桁野遺跡、芋掘沢遺跡、団代町茂度下

岱遺跡、赤)11遺跡、鷹巣町藤株遺跡等が発掘調査されている。奥山j同氏は、大館市福館橋桁野

L とi ω 

式土器群j を した。その後この土器群に関する研究は進展しておらず独立した土器型式と

して認知されているとは

とされた

であり、一つの土器型式とし

はともかく「茂屋下岱式土器群」

Lっ し、他地域にも されること

るかどうかを円筒下溜 a

型式と共に再検討する必要がある。桂の沢遺跡の発掘調査では

.b式及び、それに先行する

をも含む

として用いられ、そのを検出し、

も

の土器が、

る。このように

ドドって した{列は十刀めてであり、 ならず、前期前葉の居住形態や

q
J
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る上でも

未代111流域では前期1y:l葉~

ある。

多く知られており、国指定史跡能代lli杉沢

阿仁町上岱 1遺跡、上小阿仁村不動羅遺跡、大館池

内遺跡、小坂町はりま館遺跡等では、長径が羽田をこえる大型住居跡も検出されている。

るこの時期の遺構 s 遺物はね~O)沢遺跡ではきわめて少な仁左大に桂の沢i立跡に人

したのは中期中葉の円筒上層b式郊である。この時}1Jjは前期をピークとする気{誌の品目乏

化に伴う、縄文海進とその後の寒冷化の時期jにあたり、杉沢台法跡の廃絶原因をこの気候変動

に起因する自然環境の変化にもとめる見解もある。中 I=IJ葉に内陸部の狭除な谷に立地する

の沢遺跡を再び人々が居住地として選択したのも、新たな自然環境に適応すべく移住を繰り返

す J=jJでの選択のひとつであったろう。

中期中葉以降も賠住地として桂の沢遺跡は継続する。円筒上層 c式、せ 大木9式、仁1Iの

平III式、大木10式並行の土器が出土し、各期の竪穴住居跡が検出された。米代)11中流域でl村

中葉以降継続して営まれた集落には二ツ井町烏野遺跡、森吉町狐岱遺跡、阿仁町上t;j1 遺跡等

がある。烏野遺跡は米代ハiに面した河岸段丘上に立地する。桂の沢遺跡、狐岱遺跡、上岱 I遺

跡は、米代)11の支流が形成した内陸部の河岸段丘上にある。烏野遺跡と狐岱遺跡では、長期間

にわたる居住に伴う廃棄物や、竪穴住居跡等の残土が幾層にも重なり合って盛りとがりこi二千状

になった部分が発見され、注目される。桂の沢遺跡は長期間居住地として利用されてはいるが、

一時期の住居数は多くなく、短い断絶を繰り返しており、このような拠点集落と呼ぶべき集落

とは異なっている。

中期後葉に特有の炉として複式炉がある。土器堤設部、石困部、掘り込み部を複数組み合わ

せた炉であるが、米代)11流域でも大木9~10式並行期の竪穴住居跡内から検出されることが多

い。その中で、土器埋設部と石間部を組み合わせた一形態は南東北から秋田県の中央部までは多

νリc)~， ぺ'-"'-'川{)!し岐に V d- '1歩~i古川7)‘7・ 1.1:'.、 '--:{しまし天国市 1'，号 i~J息側、、 P~1j 1一向J_j二LLt1 ).主主問、、一一ツブ十

町烏野遺跡で発見されていたにすぎなかった。桂の沢遺跡では複式炉をもっ竪穴住居跡が10軒

検出され、複式炉自体をみれば県南部のものとほとんど変わらない構造であった。各遺跡の位

孟を考慮すれば、米代川流域への複式炉の伝播経路は河口からうf:代川沿いにさかのぼるルート

の他に、大覚野峠を越える内陸部ルートも想定できるのではないだろうか。また、大木9式並

行期の長径10mを越える大型住居跡は、鹿角市天戸森遺跡で検出例があるが、複式炉が盛行す

る秋田市御所野台地の遺跡群にはない。;佳の沢例は稀少である。

後期前葉の遺跡では、鹿角市の国指定特別史跡大湯環状列石や、同様な構造の遺跡と考えら

れる高度館跡、自にアスブア/レトを埋め込んだ土偶が出土し

くの遺跡が分布する。これらの遺跡からは大湯式または「十腰内 I

-4 -

をはじめ、多

類似土器が出土してい
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るが、主I~の沢遺跡ではこの種の土器はほとんどない。桂の沢遺跡の後期物の主体は、後期中

比べて~， L ， 
_7'  0 

IJ>:I;反町の111ノト坂遺跡手がある。中小坂遺跡では

〉
」
りら

よって
...f-，. J.ノ
'_Y 'J_ ¥、

回行:

されている。

も多く出土したのは晩期 I~II葉の遺物である。後期末から晩期前葉の遺跡は

能代Iむの県指定史跡ネ11子所貝塚、

町矢石館遺跡、大館市家ノ後遺跡、鹿角市玉内遺跡等があり、

鷹巣町藤株遺跡、森古田JEl

集落跡が検出され、

な遺物が検出されて

台i也の利用か、i金i合えていたとさえ j思えるほどいる。今回の調査ではこの時期の遺物が少なく、

して、米代)11流域では例がないほどの大量の晩期中葉の遺物が出土した。である。

とは女子対照である。そ離で約6.7kmの近距離にあって晩期前葉の;遺物が大景に出土した白

して、工字文系の土器が皆無で、あったことは、調査区が晩期中葉で一度完全に廃絶した区域で

このように、米代川流域で、は晩期の拠点的な遺跡が時期によってあったことを物語っている。

移動していることが推測される。桂の沢遺跡はこれまで未発見であった晩期中葉の拠点的

跡の一つであると言える。

さて、森吉町には59箇所の遺跡があり(第 2図)、これまでに、大和久震平氏が仮称狐岱式を

提唱した弧岱遺跡をはじめ、塚の岱遺跡、長野岱 1j皐77、吉野 I遺跡吉野口一遺跡、山崎遺跡、

諏訪岱遺跡、 これらの発掘調査の多く白坂遺跡、桂の沢遺跡の 9遺跡が発掘調査されている。

i
 
l
 
i
 

した部分は既に消滅している。また、、桂の沢遺跡もは開発行為に伴う

した開発が望よる遺跡への影響も予想される。今後も;埋蔵文化財の保護に

まれる n

~l:・文;昨日;

(1) 秋田県教育委員会
ln口ウ合~ì
""丸n，一一f
(2) 秋111県教育委員会
(昭和56年)

(:3) 山 fl'~i上ノ山泣跡は合計 7 阪!の発J問調査が行われ、様々な遺跡名で報告されている。本書は最近の大館市教育一委員会に
よる詳細分布鵠査及び秋EEI県教育委員会作成の遺跡地図に拠った。
大館市教育委員会 『大館市山館「上ノ山i立一跡」発掘調査報奇書』大館IiJ-史編さん調奈資料第15集 1975 (昭和]50年)
秋田県教育委員会 『秋田県il'tfliA;地問"1976 (昭和51年)
大館市?と桶さん委l:s[会 『大館m-史』第一巻 1979 (昭和54年)
秋朗県教育委員会 rIT~1道103号大館南パイノ fス建設事業に係るだI~蔵文fじ財発抑制資報告書 1 -J二ノ LLI1遺跡・上ノ山II
i立跡 』秋田県:文=1じ財調~E報告千三:第 173集 1988 (昭和63)
秋同県教育委員会 『国道103号道路改良事:業に係る埋蔵文化財発掘調脊報台記i'H-Jニノ 111II j立跡第 2次調査一』秋IFI県
文化財調査報告二古:第 193M~ 1990 (平成 2年)
大館市教育委員会 F秋田県大館市遺跡詳細分布;y，~::ßt報告書 fj 1990 (平成 2年)
秋[l]県教育委員会 r国道103号道路改良工事に係る収蔵文fじ財発掘調査報告書IV-上ノ LLJ1 遺跡第2次調夜一』秋田県
文化財w~n主事託子子書第211集 199] (平成 3年1
秋田県教育委員会 γ秋山県遺跡地図(県北版)，1 1991 (平成 3年)
秋山県教育委員会 r味jJ{~内股免農道主長官m事業に係る tm蔵文化財発掘調査報告書一一干ffl ノ沢遺跡・横沢遺跡 』秋田県文

{じJ!守言均五三til 告す子~rnG9U~ 1988 (fl召手1]63午)
(4) 干大任i
(5) 秋 IH県教育委員会

1984 (fI召干11590'1三)

秋EH県教育委員会 '"土りま古'I~ì立跡発掘調究者iィ書一東北自動:r=fr.ì立小坂インターチェンジ建設工事に係る埋蔵文化財発

秋山県):::-{I~ 日:tfi周土台二~~I~ 令子宮:第 R9Jj三 1::1()ヌ (Hl_;「飛鳥王子遺跡 ú 東北縦 k~t 自動車道発品!調夜報手手書III Jj

1981 秋田県文f七J1~調査報告書第84築r国道103号線パイパヌ、工事関係遺跡発掘調査報告書J

(JJX屋下岱式二i二器群"' 1971 (昭和46年)
i) ~lÍí'ï i立!刈"東北縦貫 1:'1 動車道発掘調売げ三j:XJ 秋上111弔文化財調査報古台第109祭

5 
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1990 (平成 2{F-) 
「秋UIiJ;1.J:l!l蔵文化財ーセンタ 王子報1l(平成 4年度 1993(τF!JX;三年)

合 II遺跡 秋EJ]Y，~文化J!/I-JJ~:ri:

秋田県教育委員会

秋同県鷹巣町教育委員会

秋i賀県鷹巣町教育委員会発掘調究報告書II
(12) 秋凹県教育委員会 日持沢台・竹生遺跡発 1981 (昭手1156年)
(13) 八竜町教育委員会 B笠メIj沢氏塚 山本:trli八竜Ulj交刈沢氏;塚発扶l¥調盗報告占 19i9
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遺跡一』 秋田県文佑財調査報告書第231集 1993 (平成 S年)
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報告書第184集 1989 (平成元年)
(15) 上小阿仁村教育委員会 E上小阿仁村不動羅遺跡発掘調査概報 19i1 (昭和46年)
(16) 永瀬福努 「秋悶県における円筒土器文化J W考古風土記』 第 9号 1984 (昭和59年)
間 二ツ井町教育委員会 rェヒパチ長根紫跡・大)11口館跡・鳥野遺跡』 二二ツ井町出蔵文化財調査報告書第 1集 1990 
(平成2年)
秋田県山本郡二ツ井町教育一委員会 鳥野遺跡第 2・3次発揃調;進出先幸11 二ツ井町埋蔵文化財調査報告書第 2集 1992 
(平成4年〕

(18) 大和久震平 「北秋田郡森吉町米内沢狐岱遺跡調室長報告J [['昭和32年度調森研究報告書』 秋日11祭文化財保護協会
1958 (日召手口33壬ド)
大和久震平 「円筒上層式のお11分 J W秋田考古学』 第16号 秋111考合学協会 1960 (昭和35勾三)
秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書ー』 秋悶県文佑財調資報告書第201袋 1990 (平成 2年)
大野憲司 W:5Jll.岱遺跡について 1989年の範閉確認調査からー』 秋田県明蔵文化財センター研究紀要第 5号 1990 
(平成 2年)

(19) 19ii (昭和田年)
伽) 鹿角市教育委員会 1984 (昭和田年)

日天戸森の土器 天戸森遺跡出土縄文土器問鋭 鹿角干11文化財調奈資料41 1990 (王子成 2年)
似) 安田忠市 一縄文時代・仁1"期の住居跡一J Wよねしろ考合』 第 7号 よねしろ
考古学研究会 1991 (平成 3年)
秋田市教育委員会 『秋田市秋悶 11，ff;~~港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書』
和60年) [3 -HU-J 
秋田市教育委員会

1986 (昭和61年) -1992 (平成 4年) [5 [IO-J 
間文fじ財保護委員会 r大湯町環状亨1]石.11 1953 (昭和28年)
鹿角市教育委員会 r特別史跡大湯環状列石周辺遺跡発掴調査報告書 (1) - (9) 

. 31・32・33・35・38・42・43・45 1985-1993 
(23) 

1990 (平成 2年)

1983 (昭和田年) -1985 (昭

』 秋田県文化財守調査

制) 秋田県教育委員会 『塚のド遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書こ第61集 19i9 (昭和54年)
(25) 秋田県教育委員会 W 1:1"ノト坂遺跡発掘調査報子守番 高速交通関連道路2的資卒業に係る長R蔵文化財発捌調査一』 秋田
県文化財調査報告書第1ii集 1988 (昭和田年)
倒) 秋田県教育委員会、能代市教育委員会 『秋田県史跡能代市所在 柏子所貝塚発掘調査報告書こ1 秋田県文化t1:1調査
報告書こ第 8集 1966 (昭和41年)
間秋田県山本郡琴丘町教育委員会

秋問県山本郡琴丘町教育委員会 文fじ財調査報告書 I高石野J 1992 (平成 4
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(31) 秋問県教育委員会 r玉内遺跡発掘諮査報告書一国道282号改良工事に係る主出没文佑財発掘調資一』 秋田県文化財調
査報告書第1il集 1988 (昭和63年)
(32) 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県北版).11 1991 (平成 3年)
(33) 加賀利男 「塚/岱遺跡の発掘調査についてJ u'広報もりよし』 第131号森吉町1969(昭和44年)
似) 森吉町教育委員会 『長野岱 I遺跡.11196i (昭和42i!三)
側 秋出県教育委長会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋出県文fじ財調査報告書第201築 1990 (平成 2年)
(36) 森::g=r教育委員会 u'_堤沢)11流路潜工事に係る発掘調査報告~ 諏訪岱遺跡.11 1992 (平成 4:tf三)

参考文献

秋I:H県教育委員会 『秋i士I!果遺跡地図.11 19i6 (昭和51年)
秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(仁1:1央版) 1990 (平成 2年)
秋岡県教育委員会 『秋田県の中世;域館』秋凶県文 1981 (11召手口56王手)
大館市史編さん委員会 『大館市史』第一巻 19i9 
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っ、リ の概要

1 

北秋田郡と 1111北部を結

ら太平均方向へ小又}II

を し、 Ll!県立自 り口か

を系守2.7kmJ1tむと、)11向かいに 見えてくる。!!!

をi度り巻湖集落から上手にある堺、出集落へと登る途中の、右側にある

る。標高99-100mの平:j:8な段iモJ立北西一南東約200田、北東 南 i出約lJU問、国税はおよそ26ha

である。

図版 1-1)。

利用している休耕日と水問。生111地。 った(第 3図、

一関山一つJV
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第 3主主 発掘調査の概要

をしたのは、こ る。遺跡の範囲は台地全体と考え

ために削平と盛土を繰り返しており、られるが、

より南東側は遺構、遺物がほとん っていないこと RJJしている。したが

っし研墨付 q る遺跡のほぼ中央部を発掘調査したことになる。

遺物の状況から、調査区内を便宜的に次のように 4区分する(第 4図)

L区(調査区南東部) : L Fラインから西側、 Ll'v145グリッド杭と LQ41グリソド杭を

より東側の区域。多量の遺物が集中して出土した区域であるの

矢部) L IvI45グリッド杭と L吉弘グリッド杭を結ぶ総より西iftU， L S 54 

-IvIA54-MA50-MF50の各グリッド杭を結ぶ線より東側の区

域。多数の土坑、柱穴群を検出した。

M区(調査区北西部) : L S54-MA54-1VIA50 rvlF50の各グリッド杭を結ぶ線より西

側の区域。配石遺構・複式炉を伴う竪穴住居跡 a ゴ二坑群金大型の

して密集する o

k区(取付け道路部分) : L Fラインから東側の区域。晩期の遺物包含層があった。

このうち、中央区は重機により地山上国まで部平されており、当該層に含まれる大擦とそこ

に掘込まれた土坑プランが露出していた状況であった。その他の区域は、表土が遺構、遺物を

ており、遺構の保存は比較的良好で、あった。調査区とその周辺は以前から遺物が多く

される場所であったという。

第2節調査の方法

調査はグリッド法で、行った(第 3図)。対象範囲全域にグリッドを設定するため、まず原因者

した路続中心杭のNo.98を原点とする、国家座標第X系の南北方向に南北基準線Y軸を

設定した。この基準線と直交して原点の基準杭を通る線を東西基準線X軸とし、これらx.y

両軸に 4mX4m方形メッシュを割り付けた。原点をMA50とし、東西方向には、 X軸上を西

に4m進む毎にMB.MC 'MD ...と正JI慎に、 4m進む毎にLT.LS.LR...と逆

JI債に各々 A~T までの 2 文字のアルファベットの組み合わせを付した。南北方向には、 Y軸を

北に 4田進む毎に51. 52 . 53畠園置と増加し南に向かう毎に0 ・48.47・@・と減少する 2桁の

アラビア数字を付した。各グリッドの呼称は、南東隅を通るx軸と Y軸の組み合わせで、lVIA
50・JVlB 51 . IvI C 52・@時のように自子ぷ、こととした。

を略号で付し、検出}I匿に連番で遺構番号を付けた。原出として半設また

断面競察用のベルトを残して、 2または 4 よる
。
た

口一ノ

ω
1
1
 



第2節調査の方法

グ1);;J ド単位に取り jてげ¥出土した層位、グリッド名または法構名、年月日を記入し

た耐水性荷札を添付した。なお、遺構によっては埋土で一括して取ワ上げたり、微小なチソプ

片や炭化物等が締認きれた場合は、理士に箭をかけ選別を行うためにサンプリングを実施した。

なお、 SQ547配石遺構の下部のJ-坑からは、残存脂肪分析用の土壌サンプlレを採取した。

平面図及び断面図は、原則として1/20、細部状況を表すために適宜1/10の縮尺で作成し、そ

れぞれにレべんを記入した。作間にあたっては、グリッド杭を利用した簡易遣り方測量によっ

たの断面図にはこヒ色・堅さーしまり・土佐・混入物を注記している。必要に応じてはエレベー

ション図も作成した。その也、ラジコンヘリコプターに搭載したカメラによる写真測量と、 1)

フテイングケーブル上のリモートコントロールカメラによる写真測量を随時併用した。

発掘調査における 、遺跡や遺構・遺物を対象とする地上撮影と、 捨て場の膨

大な遺物や配石遺構、土坑群を写真実測によって図化する目的の空中撮影とを行った。

モノク口、カラーリバーサノレ(スライド用)、カラープリントの3種類があり、各々35mm判を用

し)t._こ。

土器・土製品及び石器類は、基本的に1/1で実測図を作成し、報告書に掲載するにあたって適

宜縮尺してトレースした。実測図にはスケールを入れて示しである。

関面記録は、現場で笑測した図を第 I原図とし、これを基に平面図と断面図を組み合わせた

留を第 2原図とした。

第 3節調査の経過

発掘調査は平成4年5月11日から10月23Bまで行った。初日の機材搬入に続き翌日からは南

東部東側から調査を開始した0

6月3目、客土層の除去を終了し、南西側から第II層を掘り下げ開始。 8月4・5日、原医

者に依頼して南東部と中央部とを画する農道の表土除去を重機により行った。 6月14日中央部

のわずかに残った表土の除去作業を開始した。土取り跡の窪みを利用し、当面の排土器場とし

た。 17日、 リフテイングケーブル使用の撮影を捨て場を中心に始めた。 29日から中央部を調査

開始した。表土はほとんどなく、確認された順に土坑の半裁を行った。

7月13日、 を中心とする遺構はほぼ精査完了した。お吾、北西部の表土除去を

開始した。訪日、調査区北端の沢から、地元では「アオシシ」と呼ぶ大型の雌カモシカが出現。

を横切り怒々と山の中に戻って行った。 22Bより夏休み期間中、地元高校生アルバイト

で遺物の洗浄を行った。 28日で北西部の表土除去を終了した。

8月3日、カナダのブリティシュコロンピ 日より約

13 



第.'3'奈発掘調査の概要

1筒月間現場研修のため調査に参加した(図版7 8)0 17日、記詩的な猛暑のijlを取付け道路

部に着手した。 24日、 LJ 43グリッドから取り付け道路の路椋に沿ってトレンチを設定したが、

遺構、遺物は検出されなかった。 26日、国型院大事の小林達雄教授からご教示をいただしミた 0

28 [l、捨て場の掘り…1"げ以外は、南東部の調査はほぼ終fしたの

9月2日、遺構検出のため北西部のジョレン掛けを行った。多-数の配イゴ遺構を検出した。 14

日、調査区のすぐ下にある根森田児童館の児童が見学に来跡した。 18日、 IvIA50グリッド付近

し中央部の調査を終えた。 21 日、 K035グリッドで第 II~IIT層に

した。 22日、遺跡北端にある沢への作業員及び土砂転落防止のために、以

因者側でネットを設置した。 24日、(有)NRC ラジコンヘリコプターによって、

構ーの写真実測及び遺跡の航空写真を兼ねた撮影が行われた。取り付け道路部分は西側壁面の土

層を撮影した後、安全確保のため適宜埋戻しを行い終了した。

10月2日、北西部の配石遺構を撤去して、下部検出の土坑を順次半裁~ を進めた。 23日、

遺物や機材等をセンターに送り、調査区内の清掃と並行

を撮影して、発掘調査を全て完了した。

を行った。 の写

この後、埋蔵文化財センターで遺物、図面等の整理作業を行い、

第5国工事計覇と

-14 -

作成した。



4章調査の記録

1節

I11林・水間・休耕!f!の牧草地であった。範囲確認調査の結果から、

よってかなり異なることが分かっていたので、第 3

に、調査区を 4区分した。各区域抵の土)idは次のとおりであるυ

区(東部の耳元り付け道路部分) (第 61XI.凶版 7 7 ) 

休耕1:剖の牧草地部分である。地山までの深さが約 1m40cm~ 1 m80cmて¥覆土の厚い区域で

ある。覆土の厚さの半分以上は表土と客二i二で、遺物包含層は最も厚い部分でも60cm程て、ある。

2層(黒褐色土)は、 1 b層の削一上と客土によって上部を欠失しており、南東側ではそれが

3層上部にまで及ぶ。南東端で、は地山にまで達し、包含層は完全に途切れる。 3層のi二十Iでj宣物

たよう

が集中するのは、図 1:1-' のポイント B~Dの間である。

から 4層 i二部にくいこんで出土した。

(Q)L区(南東部) (第 7図、図版7-2) 

水間及び農道の部分である。耕作土の下に耕地整理による 10~50cmの答土居が車く堆積する。

台地の南西側(尽森側)が薄く、北東側になるにつれて厚くなる。第7図のE-F断

面では、北東側(小又)111s.U)で、地山土に達する削土と盛土によって、遺物包含層である 2層

仁iニ!二器 93)は3

と3層が消滅している。

2層はLM35グリッド付近で約35cmと最も厚く、南東側及び、北西側でしだいに薄くなり、

東端で、は調査区内で、消滅している。 2層の上部を覆うはずの!日表土はなく、在接1-b層によ

って手夏わIIており、 もっと厚く、範囲も広かったと れる。この層の範囲が後

期~晩期jの l捨て場Jの範囲である。 2)留の下回のレベルは南側が高く、北になるにしたがっ

て低くなる。捨て場は、当初は北に傾斜するゆるやかな斜面に形成されていたことがわかる。

3 層は L 区全体を厚さ 20~40cmで覆う砂質土である。包含する遺物量は少ないが、 S 1 159竪

前期の土器が含まれる。 4 層は~長遺物層で、 5層の地山とは漸移する。

4層と 5層には径50cm以下の大円際が含まれており、特に 5層は下部になるにつれて大内燥

の包含頻度が増し、砂際層となる。

休耕田を牧草地としてい るカヘ 黒ボク されたため、

なく i也lLi していた。地山両 たが、 含まれていたは

i宣物のほとんどは失われ、 I-H+-量はきわめて少なかった。

に
リ
1
1
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l-a 1倍褐色土 (lOYHJ/3) シルト。耕作土。
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第4章調査の記録

(北問部) (第 7l~gj) 

LLJ林だった部分で、耕地慈理による削二人容土は免れているが、

地 111 までの深さはおよそ40~50cmで、ある。重複する遺構の密度が極めて高く、

しい。

なく、

の乱れが若

1層の表土をとり除くと配石遺1'1持群が現われ、 2層から地山にかけて多数の遺構が検出され

た。 2J雪は厚い所で、20~30側、

下の大円擦を多最に含んでいる。

擦が混じってしJミた。

10cm程となる G 地LlJは段JiJi空層の砂際層で窪30cm以

多くはこの層を掘り込んでおり、主里ゴ二にも

2節検出遺構と遺物

検出した遺構.の総数は1，380基である。その内訳は、竪穴住居跡 (S1) 48軒、土坑 (S

I (SQ) 169基、焼土遺構 (SN) 18基、二!二器埋設遺構 (SR) 3基、清状

(S D) 1条である。当初、柱穴状ピット (S KP) としていた遺構は、直径や深きてい土

坑 (SK) としたものとの明瞭な差がなく規模が連続すること、規模が大きく土坑としたもの

の中にその機能が柱穴と推定されるものがあることから、柱穴状ピットと土坑を区分せず、す

べてを土坑とした。

M区では、当初の予想、をはるかに上回るおびただしい数の遺構が、著しく

出された。個々の遺構の概要は一覧表で掲載する。 遺構凶は付図 1・2

れたい。一部の遺構については個別の図と検出状況、出土遺物を掲載する

図版 1~10) 。

ここで、は遺構群の分布状況と若干の遺構の概略を述べる。

し密集して検

を参照さ

8 ~17図、第 2

五反では晩期の遺物包含層(，捨て場J)はあったが、遺構は検出されなかった。

Ll玄では、娩期の遺物包含層 (γ捨て場J) の平面的な広がりの外側に中期の竪穴住居跡、二ヒ

坑が分布する。前期の竪穴住居跡と土器埋設遺構は晩期の「捨て場Jと完全に重複し、

の掘り下げを終了した後に 3層上部で確認された。

S 1 159 (第10図、図版1-2. 3)はLK . L L35グリッドで検出した。 3層と面では大礁が

1辺約1.6mの不正方一JIラに集中し、配石J宣構と思われたが、 l探群の周囲を精査したところ、

を取り阻むような1:;立が約2.4mの不整隅丸方形プランが検出された。i球群を取り除いて掘り F

げたところ、床面までの深さは約20cmで、あった。床面 l土地 111土に含まれる礁によって出 !~~Iがあ

る。はは、中央に径約30cm、深さ *~]10cm浅いピットがあり、ピ、ソト 土器片が立てら

れていた。中央ピットと壁のl-I-l間には 2 深さ約 2cmと3cmのj主Lミピ、ソトがあり、これら

-18 



第 2Brj 検IHilli:t.誌とi立物

3つのピット このピントのうちのーっと中央ピソ トの周霞!の床面

にはi探が置かれていた。組L+-. ること、 :UP:土には周囲からの自

ないことから、 S1 159竪穴住居跡は放棄されたのではなく、 埋め立てられたものと

縄文が地文された土器がえられる。 中央ピットと主主-1-:下部からは、

出土した。

S 1 159竪穴住居跡から北西に約 5m離れた同一面で、 SR158土器埋設遺構(第11図、図版

6 L1' 5・10) を検出した。 311主11本分の土器片と偏平な磁によって構築されている。土器の

入れられた土坑の断rttfMは台形を主し、上部径約60側、下部径約50cm、深さ約35cmである。二i二

坑底面に偏平な大i弓礁を 21IDil、中礁を 21問、深鉢の底部を置き、その上に深鉢のと半部を倒立

させて寵く。しかし倒立深鉢(270)の約1/3は当初から欠失していたようで、この部分には別の

土器の底部が入れられている。この底部と、管l]j[深鉢と土坑壁面の問に立てて入れられた土器

の大破片とが接合した(271)。土坑内の土壌はきわめてしまりがあり、遺構が掘り込まれている

3層よりも囲い。

中央区は、土坑が密集する。北西側には、長車rll方向が東一酉ないし南東一北西の楕円形土坑

群がある(図版 6-1~3) 。また、 ら明らかに中主穴と られる も多い

(図版5-2) 0 S K69、86、89、92は一辺が約3.2mのほぼ正方形プランの建物跡の柱穴と考

えられる。これを仮にA建物跡とする。

M[玄は、最も遺構の集中していた区域である(図版4 1、5-1 )。複式炉、地床炉、石囲炉

のある各竪穴住居跡、大小さまざまの土坑、配石遺構、焼土遺構、土器埋設遺構が重複していた。

中期後葉の複式炉が10基検出され、集落跡であったことが判明した。炉の周辺は踏み締めら

れて堅くなっている所があり(図版 2-1)、床面と考えられるが、後の時期の土坑などが多数

しS1555竪穴 F住居跡以外はプランが明らかではない。 S1555竪穴住居跡は、推定長径約

12mの椿円形の竪穴住居跡である(図版 1 5 )。壁の高さは約60CIU複式炉以外の壁際に

が巡る。埋設土器はないが、石組部と掘り込み部からなる複式炉がある。

を除去して 2層上面を精査した時点で、配石遺構と思われる石のまとまりが確認でき、

漸移層上面では配石遺構と多数の土坑のプランが検出された(図版 2 3 )。配石遺構には平石

を立てて並べたもの(国版3-2 . 3・7)、 ド部に土坑のあるもの(図版3-4・5・7、4 

-2 . 3)、礁を詰め込んだもの(図版3-4・6) る。ごと坑は円筒形の形態が多いが、

もある。配石遺構の下部に袋状土坑のあったSQ 以IK反3 5、

4 -3)の埋土の残存脂肪分析結果によれば、 SQ ある 5 

二!:_-_:rfLのうち

坑のある

1 mを超え、深さ 1m50cmを超える円筒形の土坑、また

(S Q520、538、S1三653、884)がほぼ、i正方形のフ。ランに配置されており(国

(一、51ペャジへ)
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第4章調査の記録

凸i

八
斤」、

，---' 

ご H=99.400 Jll 
D 

。

B
 

2m 

Si42A-B、C-D
1 IJ音褐色土 (lOYR3/引 しまりあり。締砂質シルト。 微細な炭化物粒少量。黄褐色粗砂。小石(lmrn以下)少

合む。

2 I培褐色土(lOYR3/4) しまりなしの粗砂、 ffJJJ!:土器と共に一括して埋まった土。
3褐色…L (10')アR4/引 しまりなし。 MH砂質シ}Lcr 0 )司7誌のJ:1J!.土。さは均等でないり
4 fl奇褐色土 (lOYR3/3) しまりありのまlllf沙質シルト n 黄褐色総11i/.b"少:託行炭化物粒 (2!llfll以T)少量含むこ下fffS

ほど褐色に近くなる。

5 7!Jミ色二1-..(lOR4/8) 櫨めて出くしまる。和砂。小石川nIUJ多rfLに含む。霜降状に、 i-1-.を含むが、表面i
の ll_]凹に 1~11!.~ :ttt損したもの。炉のJ主設土器の周辺がこの色。

6 I何赤褐色 (5YR5/6) しまりあり。総l砂質シルト。 混入物はAと同じ。加熱の及はない分、色が訪れミと忠わ

れるり

3国

20 



SI 

1 H 的 200m

5142炉 I-J 4 
1 11音褐色土 (lOYR3/4)

2 J:J(白色二仁 (5Y8/2)

3 r悶褐色土 (7.5YR5/6)

4明褐色二!二 (7.5YR5/6)

5赤褐色土 (lOR4/8)

6明赤褐色土 (5YR5/6)

A
斗
A

E

A
斗命

r
f
J
r

，t/
/
 

q
J
丹、
U

R

R

 

Y

Y

 

ハリ

nv

f
L
1
2ム
モ

i
i

L
F
(
(
 

G
土

土

1
色
色

E
褐

褐

q
L
立
目
立
臼

4
・
何
日
一
計

pa--ムつ山

3黒褐色土 (lO.YR3/1)

第 2自主 検出遺構と造物

G 

KH 仁川)m L 

しまりあり。細砂質シルト。微弱11な炭化物粒少量。賀褐色粗砂少量。小石(はlCIαrr叫I

少量含むO

しまりなし。粗砂質シルト。上部が加熱を受けたため、若干赤みがかかっている。

しまりあり。細砂質シルト。

しまりあり。キ[fI砂質シルト。小石 (2cm大)少量含む。

極めて聞く締まる。粗砂質シルト。小平I(2cm大)多量含む。 lOYR3刈精子昌色ゴ二を、

霜降り状に含む。

極めて開く締まる。粗砂質シルト。含有物は、 5と同じ。加熱鴻から速い分色が淡い
ものか。

しまりあり。細砂質シルト。微細な炭化物粒少量。小石 (lrnrn以下)少量含む。

しまりなし。粗砂質シルト。倒立土器と共に一括して埋められた土。土器内部の堆

積土は、底部損壊後に、害Jjれ口から流入した砂土。

しまりなし。シルト質細砂。土器片・チッフ。各数点ずつ含む。小石 (lcm以下)少量

含む。

5142 K-L 

1暗褐色土 (lOYR3/4) しまりあり。品III砂質シルト。微細な炭化物粒少量。黄褐色桂砂少量。小石粒 (lcm以
下)少量含む。

2明褐色土 (7.5YR5/8) しまりなし。粗砂質シルト。

S K 69 S K 86 S K 89 S K 92 

11 =99.000m 

IF-
一一Hニ 99.100m

市:フ下
¥ーこ--'

5K69 

1黒褐色J二(lOYR2/3) シルト、小際を多量に含む。しまりやゃあり。
2暗褐色土 (lOYR3/3) シルト、小i擦を少量含む。しまりあり。

3暗褐色土 (lOYR3/3) 砂質シルト、大際協じり、しまりあり。

5KB6 
1黒褐色土 (lOYR2/3) 砂質シルト、しまりやゃあり。大礁を少量含む。小礁を多量に含む0

2によい黄褐色土 (lOYR4/3) 籾砂、しまりなし。おお慨を多量に含む。

3 [1音褐色ニヒ (lOYR3/3) シルト混じり:阻砂、しまりやゃあり。小喋を少量含むo

5KB9 

1黒褐色土(lOYR2/2) シルト、しまりあり。小喋を多量に含む0

2 11音褐色土 (lOYR3/3) シルト、しまりあり。小礁を少量含む。

SK92 

1黒褐也ニヒ (lOYR2/3) シルト、しまりあり。小礁を多量に含む。

2 11音褐色土 (lOYR3/3) シルト、しまりあり。ノト燥を少量台む。

雪国
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第 4章調去の記録

A 

u/ I 

ムHニ I川 100m B 

____/ロロミポ口伊丘)下一υ/

6_ H =99.800m 

S 1159 Pl 

_c H =99.60 
Iコ
u 

Si159 lJl C-D 

1黒褐色土(lOYR2/3)

しまり強r 手!日砂質シノレト。炭化物

粒(3mm以下)少量。底部及び、右

側部に7cm大以下の小磯あり。

B 

SI159 A-B 
I黒褐色土(lOYR2/3) しまりあ 1)。紐砂混シルト。 品:褐色細砂少量。小操 (3cm以 1'.)微量。

灰白色相砂少量、炭化物粒微量含む。
m 

cJ? 

-22 -
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S 158 

ムHニ 99川 )m B 

第2i1'ii 捻出遺構と遺物

A
H
H
M
 

品

q
J恥
FLηv 

mu叫5
 Hニ的.1羽山

SQ52!J 

1黒褐色土 (10YR2/2) 地LlI'i'~ 大:位5%。
2黒掲(11，土 (10YR3/2) ボソボソ!て粘'Itl三

しまりなし。

3黒褐色二i二(10YR3/2)
4黒褐色土 (10YR2/2) ややキflj'l'生あり。

地LlJ小粒10%。

5 fl音褐色二!二(lOYR3/3)
.r" t..L .1.ーと /._1_ R-T..Jら子1/7. 1. '1ハ日/

。沌幻U.:J二i午、。 λ勺T匂 D_LIVi''Oo

S Q538 
A H 100m B 

5R158 A-B 
1暗褐色土 (10YR2/3) しまりあり。粗砂混シルト。黄褐色粗砂少量含む。

2褐色土(lOYR4/6) しまりあり。組砂混シルト。賞褐色粗砂少量含む。

3にぶい黄褐色土 (10YR4/3)強く締まる。
4褐色土 (10YR4/6) しまりあり。ノト石 (lmm大)少量含む0

5黄褐色土 (10YR5/8) しまりあり。孔隙多し。粗砂。

5Q538 

1黒褐色土 (lOYR3/2) しまりあり。 地IJI小~中粒10%。
2地山主体で暗褐色土 (10YR3/3) 30%。
3暗褐色土(lOYR3/3)

A 

S Q709 

A H =99.300111 

S K653 
H =99.200m B 

B 

B 

5Kii53 

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 fl音褐邑土 (10YR3/3)

地i11 ブロック(径10~30mm) 30%混入。
3黒褐色土 (lOYR2/3)

しまりなし。地山小~中粒20%。
4黒褐色土(lOYR2/3)

5 1暗褐色土 (10YR3/4)

地 111小~9こI粒5%。小j捺2~3%混入。
5Q709 A B 

1黒褐色土 (10YR2/3) しまりあり n 細砂質シノL ト。大概 (50clII大)~際(挙大以下)
まで様々の離を多量充填している。 。 m 

1国 5R158、5Q520@ 538争 70号、 SK653

(リ
1
Uつω



第 4主主 調査の記録

z記立続り d 侃"J 有:rn¥ ;:-I} '111，いI ζ; ill L L ': lJ1i ;立川;以 JUJ! U¥ !- ドJ 

51 1 1 Ll35 回‘L!県 者、+上競 1

ι}、'‘“3 

日K1 :: Lj:l7<iH 白42199，62;;1 J 間 三 E 

1/ LJ38 り21I持制 問、j 1"11 

1/ 

" LI:J8 0.27 98守8日611 N-o(f-W 

品 LI. LJ38. LI . LJ39 U.J4 日包 ι 川

1/ 7 U:l7 98.nl 

欠 8

5K 1 9 LI:ii 11.22 9K，対日日

'r 

5') I 11 LL3:J<l4、UC:J:J 0.36198，632 

1') Jτ 

1/ 13 L103.34‘LJ33 0.12 99，00:1 

SI¥: 14 LK38 0.23 98.8i7 

" 15 LI<:J8 0.34 98.642 ト1-80-E

" 16 LK38 O.1il 98，574 ト1-2fi-E

" 17 LJ39 0.28 99，224 I J : N H:J E 

h、， 18 

5Q 19 LJ40 0.43 98，660 IjiJ、rjr(l'J.l二C)

5K 20 LL36・37 回、j

5Q 21 LM.LL37 0.19 98.856 小(I'LI:D)、11免 ィ、 l : 

" 22 LK37 0.21 98，890 : 

SN 23 LH:J7・:J8 0.25 98，752 N-5iドW

SK 124 Ll37 0.20 98，912 N-55'-W 

1/ 25 LK40 0.74 98，2.19 l陀、J N…:l5'-W 

欠 26 

欠 27 

SK 28 LJ. Ll39 O.:lO 98，664 N-15-W 

欠 29

SK 39 LK38.39 0.33 98，609 ， 3 N-72-E 

SQ 31 LL41 0.16 98，725 盤、i肉、j、無 Jltl、司、 l、U1 : 12 

SN 32 LL41 0.21 98，796 1 

欠 33 6 

SK 34 LL4H2  0.28 98，746 N-50-W 

" 35 LL.LK41 0.19 98，745 箆 1

" 36 LL41 1.08 97.850 圧豆王回、f堂、J 不 l

" 37 LL37・38 0.41 98，534 jl'f N-16-W 

" 38 LL37.38 0.33 98，577 

" 39 LM41 1.16 97，741 

" 40 LM'12 。19 98，646 N-.jT-W 

" 41 LM37 0.19 98.720 N…24-E 

SI 42 LL41'.12、LM4H2・43、LN41・12 圧E王Q] 3扶2、十 1、司'1、U.1、{Il{l、分 l ， 38 

~王司4.l LO<i2 

::;1¥. 44 LL4L・43 O.L7 日目，511 f差、j、:11現 トj-2()，-W

11 45 LL42.43 0.26 98.566 N~2T~W 

Il 46 LL42 0.36 99.136 N-22'-W 

Il 47 LJ' LK41、LJ'L1心l 0.28 99，655 [jjfi(早稲1116対ill
11 48 Uvl.j] 0.28 99，191 後、"兎 N-c15-W 

11 49 LUO 0.62 98.680 rl人I]iJ

11 50 LL. Llvl42 0.33 99，200 1 J 

I! ! 51 LU2 0.31 99，096 N-73"~'N 

11 52 LS45 

11 53 LT46 :， 
11 54 LS47 0.05 98.927 

LS'16 0.12 98，845 

56 LK42 。17 98，918 1 rjl N-71--W 

11 J門I LK41.42 。16 98，865 j ~Îj ノr1 N 32'-W 

11 58 LS45 U2 

11 59 LS' L 1'45 

60 LT45 

2表
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第 2f丁目 続出泣F情とj立物

ヰ 1，) 、々mワ
mi ω ，'1: !: 1:と Ijji: 'IJ!; Il'j 1U!1 WI .L {) :1げ : SIJI'， fiili ド

61 LT4o 

日ワ LT'M!¥.j九

!I ιi L!(.I'i 

b!1 LR，I~ 

Ii j GG I LRι1;' i 0.11 

67 LRI.J 11.17 日目，HHl

日H U(q IB 19B.9:lG 

69 L!Wi 

1: 70 

Sl¥ 71 LL.I:! IU4 日り.14'> R 1 つ ぉ;

l_J'LK .. WτLJ'LKJ! ワマU ι戸に

1/ I.T.17 

1/ 74 MA4(H7 

/1 LS4:1 11.111 99，0111 

んノ、， 76 

日K 77 LQ4:i・H

/1 78 I.q，14 n.2n q只 g，lH

1/ 79 LQ4'1 0.14 98，879 
r 

/1 持o LQ4'[ O.I:i 98，920 Y、!!lf;
ん八， 81 

日K 82 U)44・45 0.12 99，OO() 亙歪目、J1f: 'f 1.[( 1 

1/ S:l LQ45 (J.:l() 9H，7HB J、!空
/1 B4 LQ45 ().:J7 98，791 

1/ 85 LQ46 0.40 98，741 

/1 86 L(l<!6 

/1 87 LQ46 

/1 88 LQ46 0.26 98，856 

1/ 日日 LQ47 1空
/1 90 LQ47 

/1 91 LQ47 

/1 92 LQ46 0.50 98，675 

/1 9:1 LI'47 0.40 98，84:3 

1/ 94 LI'46・LQ46 。16 99，036 
/1 95 LI'45 0.23 98，949 

1/ 96 LP45 0.17 98，966 回、Jiii，!摂 Il.l 2 

1/ 日7 LP45 O.:J3 98，809 盟、仇 J うr1 
/1 98 LT.MA45 (U7 98，558 

/1 99 l!'il 

100 L1'47 

/1 1()1 L日44・4;'、L1'4，['4;; () ()9 98，987 

/1 102 LR44 J 

i(り、.)、 L 宮A、斗~4

J¥.. Iり<1

" 105 
/1 106 

日K 107 LQ44 。10 99，022 
ク〈 108 

SK !IJ討 LQ.J， 
']:. 110 

5K 111 LQ43 0.08 98，950 

/1 112 LO，[5 。14 骨9，073
/1 113 LP'LQ46 0.:35 98，893 

/1 114 LP46 0.31 98，849 盤、 j U 1 I 2 

115 LP4')・46、LQ46 0.3日 98，758 

/1 116 LQ42 。]0 99，Oi5 
117 LQ44'45 0.10 9g，926 

1/ 118 LQ42'4:l 白18 98，907 

I! 1 11<) L(j.j2 。13 98.999 
~ LQll・ り ~4 告白，B99I 

2 

戸
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第 4 調査の記録

ミじムιZ勺zε 
持
日三 字詰i

|弁。 tと正 11与野fi

メiく 1"1 UH1'，1日、[.1'41‘

LQ4:! U.~3 日。町9:13

区図m豆主JJ 当" 日 1.J41 三 ト

LIU2'.l:i 。18
~，ν 一…

11 I L!u:: (!.iり 日 hえ

11 I 1~6 しQI:J [0.1.1 98，9:301 

L'14:1 !O.J日 9H.902 I 

11 LL)4:l II.!JH 刊日.9<17
一← ') 

1"9 LO・LP，J:j j 

1:30 LP43 0.26 9話り

l:l1 LU.L[九!:l 0.30 98守己18

1:12 LO，!:1 。lq 99.001 悶 i壬
→ 

11 133 L5，1.1 0.08 99，OIlI 

11 134 LR4'1 。17 98，9:16 
11 135 LQ44 0.24 98，851J I J 

11 136 LP4，1 0.2.1 98，888 J 、 1!l~

11 137 LO・LP44 1J.36 98，817 '1'、H免 ') 

11 138 I LO.14 0.23 98，949 

11 139 L04:1・!4 。12 日9，024
盟、 J 、}l\~ 2 11 140 L044 。lf 98，976 縦 1

11 141 LN44.45、L044・l'i 0.28 98，976 

11 142 LP44 0.16 99，010 

11 1.13 L545 

11 144 LQ'LR45 0.27 98，856 

11 I 145 LQ'LR.15 0.21 98，848 

11 146 LQ'LR45 0.24 98，95" 

11 147 U)'LR46 

" 1<18 LP'LQ45 0.81 98，358 

11 149 LQ44・.15 0.19 98，905 

11 150 LP45・46 0.56 98，548 

11 151 LP46 

11 152 MA46 

11 150 LP46'47 0.35 98，893 J 、 JJ.I~

11 154 L046.47 (U:l 98，787 

}ζ 155 

5K 156 L044 0.22 98，980 

157 L044 0.31 98，878 

SR i5o Livi.LLJti り 74 日目，日むIJ w'!_¥茂品ii、i白川、H;.e. 校 i ， :1 ト1-61ι

51 159 LK.LL35 困 j
欠 160 

)~ 、 161 

5K lG2 L03i 0.2" 99，292 

i ノ.，、!16~ 

SK 16せa L円引 0.1:::: 9臼， UL，日 ~九月ι 三::'1 ソi号"川、i、t町，;" IN←63 -E 

11 Illi:i LN41l 11.07 99.060 Iliij(i'Z腿 i、岱f1.!!時 N-15 W 

11 166 L040 0.48 98，716 回、 J、無 トJ-55-W 

欠 167 

事; 168 

159 

八ん， 170 

'" 
171 

5K 172 LN.LO:19 。]9 99，110 岡、条、 J 設 l 不I 5 N-cI9-W 

" 173 LM44・15 0.20 98，996 回収

11 I 174 L1v144・40 0.40 98，777 j、

11 17:i I.M44 99.01'; J.111E 1 1 つ

I! 176 L1VI45 。13 99.035 
1/ 117i L1v!45 。17 99，0.16 
1/ 178 LM.LN4-! 0.46 98，770 J 、.!!!，~ 3 

1/ 179 LN4.! IU3 98，9:J2 1、i

l品品 LN~ :1 9自i日 1 

ρ
h
u
 

内
/
九
〕



第 2部検出遺構と遺物

1立ちI ，'1:グリ I 二t本宮'mごν 1 需'i品! 11: 1: 1: (，，Iそ 11f1 凶作]t}Ji ii: 

ぉK lo1 LN44 (jω 甘

" 11パ2 り i加 !ニコプ 1.杉! u の

LN44 11i1111眠民IK

I! I Hq LN.lo O.::W 日呂 f長 不l
一←

18'; LN4:i 。17 'Jo.り14
11 1 166 Livl・Li，4:J 11.22 9o，H9.j 

" 11出? 、 。1，ji 99.0~~ 
111I 品H目9ii ILMPNiι4 i五

j l1~ 

11 1 1H'I 1 LN45 j，伍

11 1 1911 LN.LCJ，I'， 。 9D，f!:iti i1 ζ 
11 11日i LN.I!H砧 り11 ~I~) ， fli1:i 問、娘、冷
ノド 10') 

引く 19.1 LN.um 0.44 98，860 I J N~59 ~W 

11 1 194 LN，LC);19 o百o97，HOO j 、 J!l~ N~4T~W 

1/ I 195 LN.LO:19 0.52 9H，7811 N~40~W 

11 1196 LN.LO:19 IIAJ 98，6，15 

11 1 197 UVI4:H，1 O.6R 98，622 

11 1 1'18 1.1V14:hl，LLN4:1'4，1 0.52 98.788 i去、 j、j出 o 

11 1 199 しN4:1 0.24 り8，980

11 1200 LN4:1・44、L04:J 0.56 98守667 国 j 、 }!I.~ $，i， 1、役 l、校3 15 

SO 201 iVIF59'60、iVIGIiO

11 1202 JVIG60 

11 120.3 ME59'60 

11 1 204 MF58・59

欠 205 

SQ 206 JVIE59 

11 1 207 MD58'59、l'v1E58

11 1 208 l'v1D57' 58 

日i 209 l'v1G54・55'56.MH54・55・56 IjiJ、j、'I!!，F， 3 

SQ 210 MG57 

，)¥. 211 

'x .. 212 

SQ 2B MI55 

11 1 214 ME.MF55 

11 1 215 か'lE55

11 1 216 IVIE55・56

11 1 217 五'IF59'60

11 1 218 MF56 JHL 1 

11 1 219 MF56 

11 1 220 iVlF56 |後(!-WiNi!V)1、中(!IJj二E)，liij、j :j、3 12 

11 1 221 孔IF5品

11 I 222 iVIF55・56 区歪目、'1'(大本品川

1.向ニ'::J lVIB55'56、品、長lCJJ.，jG i主、ijIJ 〆{ミ ， 7 

" 1224 I TvIC五5 0.16 98一、.856 臣、I礼 1 4 

!! I 225 MC55・ 0.13 99，170 N~310~W 

11 1 226 l'vlC55 

" 227 Ms56 

" 22B MC56・57 (U6 98，691 早(赤{却な)、J 3 

" ~2日 乱IE:，b・

" 2'10 乱IF57・58 。16 98，698 
" 231 MD57・58
11 乱IC.MD57

" 233 MBS6 
234 品IA55 0.17 98，876 

235 MA55 f1.59 9H，:1;羽1

11 2:1(i おIC55・56

リ】dョゥt ME56 

" 23R ME5" 
" 2:19 ME'i.1 

2.10 孔ID5.1
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第 4軍調たの記録

口立しηソi 古 険 11'，ゲ 1) '"1 ド 日主1 i.w 土II以f!:j 汁1I1

SQ 2.11 rvlD~.1 

11 つー っιJ 

11 り臼:1 ワd l¥IlJ53.54 

九fじ~J.l ・

245 

" 246 1'v[C53 0.23 

" i¥'IC:)3 

/1 :::.jX ivllJC，;， 

"，19 !'v[Eo:l 

~5り

LT5，j 

ME52 

/1 253 MF5:! 

/1 254 か1E52

" 255 MC53 
/1 256 MB54・55 (U9 9~ ， 530 

/1 257 MB54 0.36 98，716 後、 j，!!'ft 卦 1

/1 258 MA'MB54 

/1 259 MA54 

/1 260 LT.MA54 

/1 261 MB54 0.23 98，879 回、民 j 、 -}!l~
/1 262 MD53 

/1 263 MC52、MD53

/1 264 乱lC52.53

/1 265 かlC52

/1 266 MC51・52

/1 267 MC51 

/1 268 MC50'51 

/1 269 乱[s・MC51

/1 270 かIB・MC51

" 271 MB'MC52 。19 98，677 liij、後 }，l)，:IJII 5 

/1 272 MB51 0.30 98，697 

/1 273 MB51 0.41 98，653 

/1 274 MB51・52 0.18 98，771 

/1 275 LT'MA51 

/1 276 MA50・51

/1 277 MA51 

11 ハLーi8 MA51 。17 98，721 
11 279 MA51 0.36 98，663 

/1 280 九'[A.MB54

/1 281 MB53・54

/1 282 か[A'MB53

11 1283 1 MB53 

-)>:)，1 MA・MB53 日12 98，847 

/1 285 MB53 

/1 286 MA53・54

/1 287 MA53 

/1 288 MA53 IHE 縦 l 4 

289 乱'IA5，1 U..1¥) 9o，oio 目、 j

" 290 MA53 
11 291 MA53 liij、j 1 ワ

/1 292 MA53 0.:19 98.580 I畳、 j 、主I，~ :l 

/1 293 LT'MA5:! OA3 98.686 I l!'A 卵1]1，1活l 'Z 

/1 294 LT.MA53 0.2e 98，86i 臣、 j、無 11 

11 295 LT5:J・54

296 L'1'53'54 0.34 98，723 

297 LSi13.54~ LT53. LTG<i り46 日目.i'U日 liil.国 J、液
1/ 29R L5・LT53 0.30 98 .887 I j"，~ 
1/ L553 0..13 98， il6 

1/ JOu L5S:l 
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第 2白ii 検出遺構と遺物

jtilじ ← i 
子

)t!:)ゲ 1ι 
】こ打1ど hほ而d針口夜 !~. 1 と!月;じ勾 '11)1; 

→ 

:l!Jl LL.LK.i4 0.21 日o，994

~10:~ I.I.~ I.K，;I 時4

;，fJ:j LA'.H4 宮f斗U 

1/ ヨ114 L品I.L子J.i4 0.41 9fi，HH 

3り5 Lト;ふi 0.29 日計.ts~] i 

11 ! :1(1(i ! LN44 I (J _~B 日行 7日りl!

11 :HJ7 Li'~ .).) Il.l引 99，Oi::l 

:1Iiゎ LN.)，! 作品2 日8.;'90 l.Ul.R1 

1/ :lll'J I汽1，1 11.4:; ~IX ， n:j {反 j +1 

:{IO LN.I.I tI日(i 9H，9り7

1/ :1l1 し()トi fJ，26 9H，H9fJ 

二 I 包占→4→4 れ、
ζ 

1/ ;1t:J 1.0ト! f1.1良 9草‘997

1/ ~n ，l L044 (1，2:1 9品目:1，)

1/ ;n" Ll'44 0，21 98，8;'0 

1/ (1，22 98，94前
咋

1/ :117 し04 (t.:l:l 98.89九 [1'11 

LO.!S 。10! 99.050 
1/ 1 :1l9 LO，)5 ()，42 98.800 

1/ I :120 L04"， 0，24 98，909 

1/ 1 :121 L04" (J.:)O 98，自00

1/ :m L045 0.，，0 9H，702 

1/ 1 :J2:1 LP4;， O.:ll 98，S:19 I liij Hd : 9 

1/ 1324 L045 0，16 99，016 

" I ~{2 ;j LO'LN.)5 O，1() 98.921 

11 :326 LN45 (t.:l1 98.9:J() 

11 :m LN44・45、L04，)・4S O.:l5 98，847 II~ 、} 十 1 ， 1 

11 :J28 LN.)5 0.:17 98，S:J8 1肉、)]I，F， U1 

11 1ワQ 0.30 98.906 

11 330 LN45 0，26 98.899 

IJ :m LN45 O.5:J 98.579 

IJ 3:J2 LN45 0.19 98.980 

IJ 133 Uv144.45、LN45 0..10 98.768 

IJ :J:J4 LN45 (U7 98，795 後、 J ， 4 

IJ 335 LN45 0.21 98，980 後、 }g~ ， 1 

IJ 336 LN46 0.39 98，801 

IJ :m LN46 0.44 98，738 

IJ 九38 LNιl品 0.29 98，880 

" 339 LN46・)7 。17 99，011 I l'f :ワ】

IJ 340 LN4fi 0.41 98，自06

11 :m Lu.)6 0.50 98，720 

11 :J.t2 LO')6 0.16 99，061 

，;.1，; I LU.lb 0.;;5 98，863 

IJ ;]44 Lり・LN-16 0.42 98，820 

11 :345 L047 0.48 98，725 j、!!臣、原

11 3.)6 LO.LN-ti (U7 98，810 

11 3.)7 LO.LN.)7 0.20 99，001 

11 348 L047 0.42 98，776 

/1 349 LO・L1'46 0.41 98，772 liiJ、凶、李 9 

/1 :lSO LO.16 0.30 98マ918

/1 351 L045・16 0.23 98，990 

/1 352 L045・4(i 0.20 99，OlJ 

/1 353 L045 0.36 98，871 

/1 35.1 LO.LP4:; 0.25 98，951 J，I5'て R 1 巴r，

LO.LP4:， 0.1:1 9D，101 

" 356 LO.18 O.Hi 日日，OiO

IJ 357 i LO・L['4 0.23 98，972 I 

358 LO'LP.18 O.I'i 99，06" 

九S9 LO.I日、L1"17・18 0.25 98，942 

if 1 360 L047ιl岳、 L['.17..!~ i II.Hi 99，り11討

2 ⑧ 
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第4章調謹の記録

Jμじ 叫叫'J tH ケ'}ノ iぷ んmふで
f!nj 

H'， 1'. 1 :1誌と ii11:"江川以 iL1J: サjl

SK ::G1 L047 0.23 98，9:，0 J 
IJJ'17 O. ~f-i ~lH ， :l:ß 

!1 I :1G:1 LU.Ll"17 0.:::7 日目，甘ι11

1/ 1 36.! 1 LP (L28 9S.95J Iii!，i長
r 

!I 1 365 LP46 0.35 98，856 

11 1 :~GG LP4G 0.:30 

1/ 1 :，67 LP46 o . 31J I 98，907 1 
'lIiR I.O'I.P'lfi 内 ~il 9H， ~)Î5 :1 

1I 1 :10:1 LP4fi 白 9ii，902 

!I J 37(J LP.!G i (U3 日目

" I 371 LP'!5・46 0.42 98，790 

f! 1 :n~ LP45 0.:;4 日ち.~l:i

11 d 。“ LP49 図、無

11 374 LP49 0.3.! 98，881 

11 375 LP'LQ48 0.41 98，840 

11 :m LP48 。74 98，473 iiij、そ
11 377 LP48 0.24 98，971 

11 i :.ii(j LP48 り，j1 :n主，首‘目

11 379 LP47・48 0.16 99，016 

11 380 LP48 0.26 98，96:J 

1/ 381 LP47 0.25 98，928 

1/ 382 LQ47・48、LP47 0.29 98，875 

11 383 RQ47 。18 99，016 jllE 
11 384 Lp.LQ48 0.28 98，946 娘、l!jそ

" 385 RQ47・48 後、1ft

11 386 RQ47 。19 98，954 
" 387 LP47 0，20 99，008 JiiJ、J、古里、

11 388 LP47 0.24 98，957 図、Y

11 389 LP.J7 0，25 98，05D 図、無

11 390 LP47 0.43 98，785 後、 j、1李

391 LP47 0.18 99.046 

11 392 LP47 0.25 98守921

11 393 LQ48 H免、然、 I~そ

11 394 LQ.LR48 寸、 1

11 395 LR48 :1!11: 

11 396 LC)48 医、 j、無

11 397 LQ48 。18 99，056 
11 398 LQ48 0.28 98，968 

11 399 LQ.LR49 O.l:l 99，124 後、 J、然、}jf

11 400 LQ49、LR48'，!9 図 J，I!¥¥ 

1/ 401 LR49 

" 402 LR49 0.23 99，018 

11 403 LQ'W49 I 0.33 I 98，934 凶、 J，I!'，¥，燈 : .1し一一」
11 404 LQ49'50・51 0.40 98，861 Hij、回、 J 、;~

1/ 405 LQ49 0.30 98，926 後、 j 、 1!1.~ lり11

11 406 LP' LQ49 0.16 99，061 

1/ 407 LQ49 0.47 99，085 iIij、後、 j 不1 :ワ】

1/ 408 LQ49'50 0.35 98，862 図、 j、j眠、原 司、 i

1/ 409 LQ49'50 0.39 98，854 Jiij、困、条、 j、担 :y 1 9 

11 410 LQ49 0.35 98，846 

I! 411 LQ49・50 0.29 98，931 図、知

I " 412 LQ50・51 0.33 98，858 

11 413 LQ50 0.36 98，828 国 j、無

I! H4 LR50 。!l98，755 国!
1/ 415 LR49 ¥UI 9H，890 国!、旅 : ，) 

I! )16 LR49 0.35 98，872 

I! 417 LQ51 0.51 98，700 l'.ti'tの平日!lJ、 j、無 3 

I! 418 LQ'LR51 0.53 98.663 U ，R 1 

I! 419 LR51 0.46 98，750 IIIJ、園、無 1!1、tをl 8 

，120 LR51 0.59 98，616 図、 J、無

2 (f) 
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第 2節検出遺構とi宝物

立L2fnZhJ ii旭I.r--'j W' 11:ゲ 11 V 
()翠(1151さ4)||112k討(l削m6除-l出4 

し出;とi依 7主M VJi 11，)' JりI1 ']1¥-

SE. i 1:':1 LR50・51
一g宮】sー》 u，日付 11.:::9 ι}与，SOo

L!i-l9‘日II，I.S"II・'，j り日l 9対，(.1れ 回!、 i県

!I ! .1~.1 LS日11・日! 9O，9GG 回、 I、!!i，!;.r宇 I R 1 
425 LS;;O・.19 。1<199.0:n 担11

.126 LS.19 (U6 98.89‘f 

" 1427 LR.18'，19 

11 1.1ιつ】民U U}17 l 図、1，)将

" 1 .129 L(~5 1l (Ul 日9.007 回、 J!l.~

" II:lO :¥!s17 O.J-1 98，756 回、無 F 1 I S 

" 1 4:Jl Mlヨ47.48、l¥IA48 。111ω 側
" 1432 訟[B47 0.111 98，957 

" 1 .133 l¥1D48・.19、i'vlCI8'.19 0.23 99，附 1図、 j、娘、 ユF1 :1 

'1 I 43，1 孔1B-l8 0.00 日

!I 1.1:15 MB47、]¥[CI8 0.2日 98，899 

!! I 436 ivlB.17 (Ue 日目。K:n

:llB.i，') 

11 I '!Jd l¥IC.jo 。 99.01ι 
" 1 <J:l9 MB:19、かICl9 11.1;; 

140 i'vlC18・19 0.16 99，り

" 1-l-l1 九IC.19 0.11 日9，0品()

" 1 .1.12 MC49 O.li 99，02.1 

143 MC49 0.19 99，OO() 

" 1.1.1'1 MCI9 O.:J7 98，80(1 

" 1 44;; MC49 (J.:l6 98，870 

" I .146 iVlB.19 0..15 98，750 liiJ、図 j 守:J

" 1447 iVICI9 II.J:1 99，090 

" i.J.ji) I¥IC50 刊の，ωi
" 1 -l-l9 MCI9・'ill 11.1'1 '1'1.020 

" 1 .1511 MClll・五11 11.15 99，0:10 1 'i 'I 'i '(/)'I"111 、川、 ~J

" 1，I'il 正Iじ，1日 り17 日日日り7

" 1 1¥IC49'')0 

J/ I 4S:l rvI臼:;11

トl五IB'i1l J 翌 L' 1 

九lB.JCj・[iO いJ.1 ，+， ()~ +: y .' 1 

" 1'i6 1 MI叩
1:11 九IBSIJ

" 1.158 l¥!}¥.lfj.50 
11 I ，!;)9 l¥lA50 

" 1 -l61! :lL'¥-l9'50 

'. [4iil l¥IA.19'5iJ 

11 I LT'MA~，() lJ.e9 日目，t5gg
11 1 ，Hj~ LT:iO 

I! 1 ，]6，1 LQ5l O，4;J 9;.3， 7:1~ L'1 

I! 1465 I LQ' LR:il (}.;ii 98，G.t(J j jÎj 、中()(，i~ H i、段、 j、 -1、l

IJ 1.1日日 LR::;l・ 0.03 98.633 jjii.ijl{人本10) 倍、;辛 -'F 1 I ~: 

I! .Hi7 LR九' II.，JII ~ì0 ， T，"(i ず

I! 1.1ι日 0.(1..1 見 1

11 4り9 LS'i2 り4{I 98，75G 

I! 14i(] LS'J3 0.46 9抗 出主化、

I! 1.171 LR.LSG:.: 11.:11】 !J出，~'í .j 土ト

47:2 日1・ 0.19 

I! I !UII 山圧ヨヨ，.1渋 校 l も‘

" 14i.j L己5:J 1I.lli LJ~J ， 114 J 

'! I 日 (J. ~7 ! 9t)， 91~ ! 
'! j.t76 i.円三i

LSoO':il、LT'iIl-'i1 0.61 川'i7fiI iぇ J
I! .j7R LT，，" IJ.:iO 1 9H.7バ1

1 n.:efJ ! :1;-; λ1'1"に本 ()i 誌

L一一一一一制一一
1). "'1 1 ~JH 四|
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第 4章調査の記録

泣記f号位 lfiり j{)， :1:クリソド }架(111さ) n11 L ~L ;+:-iと|行 'h，!I/s!， 対則I1 n¥ L (i 日 ;与11/'， jJIIi ドJ 

日K .181 LT52 

.1~2 

!日:-~ LT'ie ()九7 q日マ

.J8.( LT;;~ O. ~() 日目?品目日

4BiJ LT孔lA，，:;
リ民主

'1"、本 q)、

4討り 0.16 

，187 LT.MA5:J 0.27 98守847

LS.LT，，4 o . ')9 I 98. :;3.( i .1 
" I 489 LT52 (]. 18 I 98.88:1 

! " I ，190 LT'i:l 0，24! 9HlS21 

11 I -191 LS'LT'i:l 11.21 ~K ， H~II 

11 I .192 乱IA5.1'55 iU:l!98，P-121 

一11 I .19:--; 五lA'i'i iυil I ~憎むíl
" I 494 ;¥1;¥5;; 10」l!"山 i史]

" 九lB孔lじ弓5 11..11 19M， (i71 ?を、 iiiJ、 わU.I¥1 1ラ

~ 91') I ~Ví B::i!i り 7G q岳，29肩

ωIMB55 。12 98，885 

11 I 49H Mi¥55'5G、主m5G・ 0.11 98，リ

" 499 MC56 0.45 98，5:J8 回、仇J!!，f; f、i

" 500 MC55'56 0.77 98，:l:l8 

SQ 50l LS53 0.2，1 98，924 

" 502 LS5:l 。12 98，980 

11 503 LT50 

11 504 LT.MA50 

" 505 LT50 
11 506 乱IF'MG57

11 507 MGei6 

11 508 MF57 

" 509 iVIG乱lHei7
欠 510 

SQ 511 l¥IH5B !l.t:l 99.170 I !iij 1 1ι、 トJlIr ¥¥. 

" 512 i'v!(;ei6 
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IJ 1 854 ME52 1.08 97，842 
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11 880 lvlF52'53 0.37 98，617 

11 881 lvIF53 0.28 98，735 IlIJ 不 1

11 882 lvIF53 0.20 98，80S I J 

目~:J MF，，:J 0.38 98，600 凶条、 j、主 不l 11 

884 lvIF52・53 0.33 98，719 

11 885 lv!F52・53 0.50 98，505 図、 j、無 ; 7 

11 886 lvlF53 0.20 98，日:，0 圏、 j、無 ， 1 

11 887 lvIE'MF53 1.16 97，850 回、 j、無 : 'J 

888 lvlF52 (U9 98，638 1 J 

" 889 Mじlv1D55 0.20 98，826 I Ijij 1 

" 890 lvlC54・ 1J.32 98，668 I iiU 
1/ 日91 ME51 0.52 日目，533

1/ 892 品1E51 0.23 9品、自23

893 l¥1E51 。18 98.85:1 '1' 先月
1/ 89，1 l'vID52 0.30 98，660 

895 iYlD:i2 0.85 98. U99 

896 lVlDG1・ Il.14 日8.8り0
→ 

1/ 897 MD52 0.，11 98，518 

I! 898 MC52・53 I 日o，7Sり

899 iVlじ 0.99 98り3日

1/ 900 IlvlC52 I n. 39198山 {:1之 J!t~

車
出 ⑮ 
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第 2節 1全出遺構とj立物

問 I砕け lH -t~ 't 1:: !111宅内，;jt4 H.I !tJj! Ilj; + 

日卜; 日01 三ICil II.e4 り 2か

'1 902 仁 0.-15 

~ICSl 0.28 9~ ， 7RO 

11 ! 9(1.1 MC'il りお.764 間 j I! 1 

りり5 [vIs51'52 1J .~5 9出，795

~J!)り ìVlll51 ・ J~ (). ~リ リo，7:11

11 9IJ7 MB.MC，，1 0.20 98，825 

11 90S MB51 O.:J.! 98，748 

" I附 MB.Mじ51 0.40 98，595 

11 I 910 I IvlCil 0.37 98.681 1.1舵 U 1 

11 1 911 かIIうMC51 I IJ.:J9 98，685 

1.11. ... .HJ，"II れり つ“ハJ .H)，ウd生tJ¥J

/1 19n ヘ刊号51 [)ι18 98，580 ! 

11 1 914 MB51 O.:l7 98，676 

11 1 915 MB51 0.45 98，63:1 j、jjl，F，

11 1 916 MB51 O.2:J 98，8，j3 

11 1917 MB"I O.2，j 98，850 

11 1 qlH のつ1 Q公良nι

11 1 919 MB52・5:1 0.37 98.681 

11 1 920 L"l・MA52 0.28 98，754 

11 1 921 MA55 0.46 98，624 

11 1 922 MA5，j 0.41 98，680 

11 1 92:1 MA5，I 0.20 98，881 

11 1 924 孔!B.MC55 0.68 98，434 

11 1 925 孔1135fi 0.54 9白山550

11 I 926 M臼!)G・!)G 0.33 98，740 

11 I 927 lVIB55 0.18 98，833 

11 I 928 MC56・5UVID56'57 。14 98，870 
11 I 929 MB.MC56 0.36 98.69:1 I 1 

11 1 930 MC56 0.64 98.433 

1/ I 931 MC56 。16 98，817 仇図 j
1/ I 932 MC56 0.17 98，774 

1/ I 933 MC56 0.34 98，618 後、 1!1.~

1/ I 934 MB56 1.28 97，600 

l' I 935 MB56 0.48 98，592 j、無

1/ I 936 iVIB56 0.25 98，720 

1/ 1 937 MB56 0.:17 98，606 

11 938 MD51・52 0.16 98，825 |後(十線内YlJ

11 939 MD52 0.17 98，818 

11 940 MD52 0.43 98，560 

11 941 MD52 0.36 98，520 

11 942 MD52 0.44 98，532 

~)4.) IvID52 υ.4.5 羽白，~~り

日.j4 Mυ54 l!.42 日~， 6{)(J

I! 945 MD52 0.32 98，656 I J!'I 

11 946 MD52 0.42 98曹580 ， 2 

!I 947 MD52 0.43 98，512 I i主

!I 948 MD53・54 1.04 97，931 後、 j、主 f古]、 1~ll 5 

!I 949 MC53 0.43 98，590 '1'、段、 J : 2 

!I 950 MC53 0.30 98，733 

" 951 MC54 0.:，2 98，737 
11 9日2 MCS4 O.R9 9R，14R 

11 953 MC54 。31 98，727 
1/ 954 1vIC'MD54 り日目 日目，り66 J ィ;1

955 MD5，j u.24 98.829 : 1 

%品 1¥lDCi4 O.~5 98包782

" %7 MC.MD~4 0.42 9R，62R 

Y58 MD54 O.IH 9d，906 1土、.T f、i

I! 959 l¥'lD5.1 0.36 98，71S 

11 91iO MD"S IUii 9H，:15:1 

2 ⑬ 

-39 -



第 4章調ヲiその記録

1立十品
寸ろぷ 十全 tH IJ L I!円 すで2 ，'， とi魚沼何泌時刻| iH Ti 

5K 961 品IDG5

1/ ヲ 九rCMfJ'i'i 11今百o ~)S ， 617 

1/ 9ii;{ MD'jr， Il，.j凸 9主

96，1 lVID55'56 。18 98.907 filj.J 
1/ 965 i¥1lJ5f. (U5 98，719 

11 966 MD56 0， ，17 90，;172 

1/ 967 MD55 0.66 98，491 

968 MD55 0.18 98，895 I J 

!I 969 MD55 。19 98，876 i徒、 j、IHE U LR  1 ; (1 

970 MlJ5o 0.19 98，864 

1/ 971 l'vlD.l'vlE55 0，20 日8，8J4

ハ円i。ゐ r~1D _ ~~lEjG ".量Oり 。3句"作4τ'0っ

1/ 973 lVlE57 0.33 9B，655 rT..J，1!慢

11 974 l'vlE53 0.82 98，000 1&， J ，)!'.¥ : ~ 

11 975 ME53 0.94 98，078 

11 976 MF53 0.35 98，608 

11 977 MF54・55 0.46 98，53:3 iiIj(大;1<~ b. i:史民ド[官、I'JTcI)、'I'(PU二b)、後 鈷u 、 1、イミ2、U'1，1"1 、 65 

Q‘7Q 1¥.1B55 f1{;_1 98，427 

11 979 MB55 0.46 98，538 

11 980 MB54・55 。75 98，232 f走、 J 、 1!\~

11 981 MD54 0.34 98，646 '1'， J 、 }R~ ["[ 2 ; 7 

1/ 982 MF53 0.22 98，789 iiij、j tf:l 

11 983 lvIF53 0.23 98，825 j 、 J!~

11 984 lvIF53 0.23 98，806 I泊(早稲Jll6封o

11 985 MF53 0.15 98，898 

11 986 iv!E53'54 0.19 98，776 jjij、後 ‘ L 白

11 987 lvIE53 0.25 98，715 liiJ、後

11 988 乱IE'lvIF55 0.27 98，800 I iiij 

11 qRq ME56 fl 5fl 98‘日日5 前 コド l 

‘11 990 MF56 0.03 98，714 

11 991 MF56 0.40 98，564 I J 

11 992 lVIB50'51 0.22 98，737 前、j圭 U3、校 l 8 

11 993 ME56'57 0.33 98，744 /l日、4:ミ 1 

11 994 ME56 0.19 98，840 iIij、!!里 : 2 

11 995 lVlE56 0.27 98，700 前、|後(-1股内lillJ U 1 : 1 

11 996 MB50・51 0.38 98，668 

11 997 MB51 0.49 98，540 f長、 J，1!理 不l

" 998 MB51 0.25 98，776 

11 999 MB51 0.43 98，623 

11 1000 MB52 0.28 98，771 

11 1001 MB51・52、MC51・52 0.28 98，810 

/1 1002 MB51、lvIB.MC52 0.51 98，55:3 

11 10O:J MBJ~ U.ZZ 98，820 

/1 1004 MA52 0.33 98，710 

/1 1005 MA52 0.25 98，624 

" 1006 MA51・52，MB51・52 0.25 98，751 

/1 1007 MB52 0.31 98，754 

11 1008 lvIB52 0.58 98，432 

/1 1009 MB52 0.37 日目，726

/1 1010 MB52・53 1.01 98，0:17 

/1 1011 tvlB.MC53 。79 98，286 
/1 1012 iv!B53 0.27 98，778 

/1 1013 IVIB53 0.26 98，720 

101<1 乱IB53 0.57 98，468 il目、後、 J

11 1015 1¥1B5:1 0.27 98，773 

101(j IVIB53 O.2B 9B， i83 

/1 1017 MB53 0.44 98，593 

/1 1018 IVIB53・54 0.32 98，705 

11 1019 IVIB54 0.:18 9H，6.J.1 

102日 ivlB.ivlC53 0.23 98， ，，33 

2表 ⑬
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第 2節検出遺構とi玄物

τim五 〆r 
!推定ね}hペ11さ!yJi 金lj!Jf

SK lO:!l MLS:1 O.():! 日K，:Hl::-1

1022 品lCS:¥ 0. ib 

lO:'::} 0.94 9d，09:1 i去、然

111::-11 ;vIC"， 1_0-1 9H，050 

目‘』 10251 MB5:1 9g， g:~() 

!! 111Wi MB54 0_27198_812 

11 i 10~7 MC5:l 。19 日行，早川}
11 1 11128 MC5:J 0_22 98，8:J2 Ijij、j 3 

1029 孔lC5九九1 0_28 98，771 

11 IIIJ:JII Mじ5:1日i n :ifi 98，567 

1/ IIIJ:ll MCS:l 0_22 98，84日

11J:l2 MB'MCi4 (Ui:l 98，437 3 

11 1111:1:1 江IlB・MC5，j IL43 9B，610 

11 1 1034 MC5，j 11. 90 98，210 tiiJ、I去、 j ネ従 I

11 1 10:15 l'vIB'l'vIC5，1 (1.65 98，41<1 d仇i

11 I ]O:J6 l'vIB54 (1.57 98，5:!2 

f1 10{)338 7 
MB54 0.40 98，695 f走、 J、)RF， 2 

l'vIA'MB5'1 0.25 98，S:J:J 後、 j ， 4 

11 1 1039 l'vIA.l'vIB54 (1.40 98，707 Ijij、j

11 1 1040 l'vIB5，j 0_52 98，594 Ijij、J、1m:. 3 

11 I 1041 l'vIB54 0_58 98，498 i走、}!!r， イ;1 3 

11 ]042 l'vIB54・55 (U:J 9H，760 

11 ]043 MB55 (1.65 98，270 

11 11044 対日 (J.:JO 98，754 

11 W45 IVIBS，I・;J;) りHI 9H，251 {主、 J 2 

11 1046 1¥113".1・SG，孔lC;4・:1;J I!.:JO 9向。748

11 1047 1¥1C55・54 (L45 98，607 後、 j、)!l.r， 2 

11 ]048 1¥1C54 0_32 98，741 

11 1049 孔ID54 (U3 98，750 

11 1050 l'vID54 (L24 98，835 

11 1051 1¥1D5.1 0.18 98，906 

11 1052 1¥1D54 0_30 98，787 I !毘

11 1053 I¥1D54 0.24 98，826 

1/ 1054 IVIC'I¥1D53 0_29 98，721 j、7!{F; : 2 後百L坑

1/ 1055 I¥1C53'54、IVID53・5.1 0_48 98，588 

1/ 1056 IVIC'MD5:J 0_13 98，886 

11 1057 1¥1C53 (L20 98，819 

! 10 に!~/Iτa 、}S:j ‘4り， ，主守A ~ qg q:1[) 1 

11 1059 l'vID55 0_45 98，636 

1/ 1060 I¥1C55 1n~ 

11 1061 IVIC' IVlD55 0.41 99，076 I )!'.¥ 

11 1062 IVIC55 0_33 98， G89 

1/ ]063 IVIC55'56 (U2 99， JJ4 I !!!¥ 

1064 IVIC55 () ~~:1 リH，1)IJfi 4思

1/ 1065 IVIC55 。78 98，238 
1/ 1066 IVIC56 0_26 98，830 j、無 : 3 

1/ !067 IVIC-IVlD56 0.27 98，814 

1/ 10G8 IVID56 0_49 98，605 

1/ !069 IVID55'56 (l_24 98，847 Ijij(i究員'.1、{告)、 J、j陣

11 1070 IVID56 。37 98，729 
" 1071 l'vID55 0_28 98，795 

11 1072 IVID55 0_26 98，825 

11 1073 ME55 (L26 98，830 

" 107-1 おfD~~ 11.:111 ~m ， IM;) 

11 [(1'15 MC5:l 0.19 98，857 

llJ76 i¥1D5-1 lU:l 日目，11:38

[077 I'v1D54 0_32 98，716 

iり MD5:1.54 lL 19 9H，H15 

1079 IvID5:J lL41 日1'-6]6

IfIBII :¥IECi:l 1¥ qn 98，0:17 iìîj(大こ~ a) 】

2 ⑬ 

-41 -



第 4害調蚕の記録

ii-iiじL抗rケz 'J 11:ク') ， [' i一山三、 i1:仁上'.ì~'_と i推定係以時間 ILf1 

1081 かlE日3 1l!J、 j院 1 

1082 IvIE53 り:JG 皆目

11 10呂九 MES2 白 27 98.708 

11)品4 0.:::;:'; 日0，696
一

10当5 MLi56 り30

11 10R時 MD56 rU5 日自，82

1087 MC56 10.29 98，728 

Ii 1088 i'v1C56 0.27 9ち，i56

11 1り~y l'vlC・1v1Li56 O.2，j 98，821 I Hii 
]()【10 MC56 0.31 9品 ι

11 i lOSI MU5i り 17 日行官'1377

11 HJ9:! 1¥1υ57 0.26 98，672 1 

109:1 1¥1B51・52、MC.MD57 0.25 98，739 

11 1094 MD57 0.25 98，684 f去(条痕)

11 1095 ME57 0.30 98，619 1手(条丈)、1:t: : G 

11 1096 MF57 0.24 98，740 

11 1097 MF57 0.32 98，600 I ijij 1 

11 1098 MF57 0.38 日8，564

11 1099 MF57・58 0.36 98，558 

11 1100 1¥1F58 0.35 9R，570 

11 1101 MF58 (J.:l4 98，505 I J [11[1 

11 1102 MF58 0.33 98，525 

11 1103 MF57・58 0.36 98，506 

11 ]104 MF58 。13 98，648 
11 ]105 MF57 1.0S 97，740 

1106 MF58 0.24[98，523 

11 110i おIF58 1.10 97，698 

11 1108 ME55・56、MF55'56 0.36 98，734 

11 1109 MF56 0.34 98，675 

11 1110 lvIE'MF56 0.13 98，851 

11 1111 lvIE56 0.20 98，779 

" 1112 ME56 0.34 98，767 

11 11l:l ME56 0.09 98，966 

" 1114 lvIE56 0.26 98，741 

11 1115 ME56 0.22 98，817 I J 
11 1116 ME56 0.32 98，735 

" 1117 ME56 O.IR 98，819 

11 ! 1118 ! MD55.56 10.121 98.8R7 ! 

" 1119 乱1D56 0.30 98，733 

11 1120 MD56 0.22 98，722 

" 1121 lvIE55 0.32 98，71J 

11 1122 lvIE'MF55 0.17 98，925 

11 1123 lvIF55 0.70 98，299 

11 1124 MF'MG55 0.47 98，532 

11 1125 MF54'55 0.36 98，600 

11 ll26 lvIF54'55 0，35 98，636 

" 1127 MF55 。14 98，86:l 
" 1128 MF54 0.30 98，816 

" 1129 MF54 0.26 98，822 

11 1130 MG54.55 0.41 98，756 

1/ 1131 MF.MG55 0，15 98，895 

11 1132 MF.MG55 0.30 98，759 

'1 1133 MF‘MG54 りうんうU 98，656 

1134 MF54 0.19 98，639 I J 
1/ 1135 MF'MG54 0.53 98，520 

1l:J6 長1ド 0.52 98，606 

11 1137 ME'MF54 0.15 98，761 

11:lH MF54 0.16 98，792 

!/ 1139 MF5.j 0.20 日目，761

1ωI MF n.2， I J 

第 2 ⑬ 

内
/
ム
]

A
斗ゐ



第 2fすi積出遺構とi宝物

jぷtitrんJ ー s・; J全 11'，アリ J γ I川 11: 1. 1.;;品川Hi災対以吋 mij :1¥ f! ;; 

日K IHI ゐI1''j'1 (J.~'j 日d.i::3 

IH~ ME・九 1F~:l (j三1) Hれ.計三7

!/ 114:J :VIr'i:J 。1-' 9B，H49 
11，1，1 ME・MI、 ()，I') :);-;，;-;:';0 

IH'i 釦'JF5:l O.l~ 191)日(J()

1/ IIH6 iVlF'i:J 1 () ~4 I似川
1/ 111.J7 MF5:: ()， 12 i YB，gg(j 

1/ 1 iHH MF'i:J 。17 9H，HJfj 
" III，E) MF'i:J (J.:l() リH，fifi()

JI'，() iv1F52 り Hぉ，.>討2

11')1 ~'](;'i :j 

II ，)~ MF.MC;'i~ ().2，1 l)H.52!i 

1/ IIIS:l 品lF:i2.fj:l，ivH;fi2';J:1 ().7:1 日H.I;_j(j

1/ 111，，4 fvlE.J'v]C;'j2 (J.:l9 '18，217 

" Ill:i;i 1vllJ:i:l."，1 ().'i4 '18，461 

1/ 111，，(i MU，，:l O.9S '18，()68 

1/ 1 11')7 fvlf)，，:l (J.:l'l 9H，6:1H 

1/ 1 115H fvlE'i:l'"，J ().21 9H，7;-)5 

1/ 1 11，，9 MlJ日:l.ME'i2 (J. ~:l 日8，71"I 15; : 2 

1/ 1 116() lVJJJ・ME')2、lVllJ百九 ().2，j 98.75日

1/ Illf】l lVlES2 O. 2~ '18，77" 

1/ 1 1162 lVl[)，，2 O.IH '1H，809 

1/ 1116:， lVIF52 0.25 '18，700 

1/ II](j4 M日2 ().19 9H，745 

1/ Illfi:i 恥IE:i2 0.24 9K，71:1 

!/ 111日6 か1E52 (J.:j() 9H，72H 

1/ 11167 lVIE!i2 O.O;{ 98，741 

1/ 1 1168 lVlE.lVIF51 。17 9H，84" 
1/ 1 116'1 lVIC52 0.41 98，610 

1/ 11170 lVIC52 0.5:， 9H，420 I iiii 
1/ 1 1171 lVI C5~ 0.22 98，7S0 

1/ 111n lVIC52 O.:J2 98，678 

1/ 1 1173 MC52.5:l、lVID52'5:l 0.28 98，726 

1/ 1 1174 lVIC5:1 0.60 98，4:15 

1/ 1 1175 MC52'5:1 O.I.J 98，938 

1/ 1 ]]76 lVID5:1 0.24 98，738 11'1.1支

1/ 1 1177 lVID5:J 0.21 98，706 

1 1178 九f¥1邑nf;'-t ! (l. Hl ! 98.8、Jワ2i-<ー !rjl‘J 、 ! Hfl s 

1/ I ]]79 lVlD5:1 0.21 98，760 

1/ I 1180 lVID5，j 0.2:1 日H，795

1/ 1 1181 lVlE55 0.3H 98，606 

1/ 1 11H2 lVID55 0.32 98，745 

1/ 1 1183 lVlE52'5:J 0.23 98.758 

11 1 1184 lVIE55 0.24 98，765 

1/ 1185 lVIF56 0.3品 98，617 

11 1186 lVlF55.56 (U2 98，810 

11 1187 乱1G55 0.21 98，800 

1/ 1188 MG56 0.27 98，622 

11 1189 lVIC52 0.65 98.250 

11 1190 lVIG56 0.32 98，545 

11 1191 lVlG56 0.19 98，711 

" 1192 MH55 0.33 98，690 

11 1193 品1H56 {J.:l5 日tl，7'21

1194 MH日7 O. ~日 l]持， G~ (1 

11 1195 孔1H56 O.3il 98，665 

11日伝 λIHSG 0.:':1 98，715 

1197 IIIIhv1I5s 。16 98， i09 
119R MH5ii il. 1~ 9Hι7，)，1 

I! 119~ MI-ト長ll')G iI. eli ~S ，{j 9;; 

l~OO 1¥'IH56・ 0.19 98.708 

2表検出遺構一覧表⑮
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第 4章調査の記録

j日Lじ内J zE z i¥i 会ケj 十者 :1'， 7' '} i!ぺ山川Il田1) とlii!定 hui{足時 jザ!J lH f_i 'tlin イ

とうK 1201 長lH57 1 (I，:i'i 9k，64I.J 

12W IvIIIS7 Il.4fi リH.411

!I 12f):J 1vII5G・ 0，:16 日計，，j{;'J

!I 1204 ユlH5E 98，f_j}9 
→ 

11 l:m5 1¥1G56 0.21 98.741 

1206 MG57 O.5，j 97 ，~，lIì 

1207 MC;，7 0.72 98，24i 

1/ 120ち ivlG57 0.26 日目，66'1

1/ 1209 五lG07 0.36 98，4日5

1210 孔IGe，7 11 付与 日

l~ 11 1¥'IG07 。35 日目 G.IG 
L"_ 1212 ivlF57 0.26 98，6:J5 

1/ 1213 lvlF57 1J.:l6 98.')20 

1/ 1214 ?νlF07 0.33 98，501 

1/ 1215 1¥1F57 0.26 98守567

1/ 1216 1¥1F57 0.18 98，65'J 

1/ 1217 1¥1F孔lG5日 0.29 98，556 

1/ 1218 1¥1G.MH58 0.17 98，680 

1/ 1219 1¥1G58 0.31 98，530 

1/ 1220 1¥1G08 0.23 98，539 

" 1221 1¥1G58 1I.:n 98，515 
1/ JllIF58 0.41 98，344 

1/ 12Z:l MF58 。19 98，564 
11 1 1224 MF58 () .4:~ 98，3:14 

1/ 1 1225 1vlG58 り5.J 98，236 

“ 1226 MFo8 。15 98，574 
1/ I 1227 MF58 0.14 98，617 

1/ 1228 MF58 0.23 98，545 

1/ I 1229 MF58 0.18 98，589 

1/ 11230 MF58・59 。16 98，676 
11 1231 lvIE58 0.32 98，500 

11 1232 ME58 0.20 98，558 

1/ 1233 ME58 0.37 98守405

1/ 1 1234 ME5H 0.:13 98，430 

11 I 12:15 1¥1E.MF59 O.3'J 98，394 

1/ I 1236 ME59 0.34 98，，157 

11 I 1237 1¥1E59 0.29 98曾480

11つ】38!I¥は'IE59一 10.25! QR，SOS ! 

1/ 1 1239 ME59 0.2日 98，438 

1/ J 1240 ME.ivlF59 0.35 98，336 

11 11241 MF58 0.62 98，528 

11 I 1242 lVIF58 0.51 98，254 

11 I 1243 MF58・59 0.23 98，500 

1/ I 124，1 孔lF59 ! 0.28 98.490 

11 I 1245 MG58 0.46 98，314 

11 1 1246 lVIG58'59 oトl98守301

11 I 1247 lVIF58・59、MG58 0.38 98，322 

1/ I 1248 MF58 0.37 98，365 

11 I 1249 MF59 0.39 98，284 

1/ I 1250 MF58.59 0.43 98，294 

" 1 1251 iVIF59 0.39 98，307 

" 1 1252 MF59 0.25 98，474 

I! I 1~53 lvll市日 0.26 98，445 

" I 1254 1¥'IF59 1I.2.J 98，426 

1/ 1 1255 孔I1F59 り 9~ ， 389 

11 I 1256 MF5Y 0，29 98，，160 

11 I 125i 1v1F58・59 0.25 98，545 

I1 I 12:1K MF59 り21 日当

'/ 1 i'vlFG9 U.23 自8 ， 3~6

!I I 1260 1¥1F59 0.21 りH，o91

第 2表検出遺構…覧表⑧

-44 -



第2節救出遺構と遺物

)j立1Jhり1 主:ロrfl，_5 需j品 j!丸山七以降 W!l ::t'J!十

SK 1::01 五IFS9 刊行，41111

12fl::: MF'i引 o. ~{-: 

1'2片1 Mド 9詰，，10日

lZ(j，j 1 MG5日 O.:::~ 9o，451 

F11 1265 :\1 (j 5~j 11，24 9ti，4iT:1 

1266 ~\iIG5~) n.:1;) 98，:，09 

11 1267 MG59 (L:ld 98，281 

1268 MH58 0.50 98.335 

" 12fi9 MH:iH 0.24 9且l日75

1~70 品IHG~í 11，19 90，6l:;; 

iVlII59 0.29 9o，490 

11 11272 乱ilG・MH:iCj n :H qg Jlf1 

!I 127:1， MH59 (1.:¥2 98，41'， 

11 1274 MG'MH59 。19 98，547 
11 1275 MG59 0.27 98，495 

" 1276 MG59 0.37 98，3'14 

11 12i7 MG.MH59 。12 98，608 
" 1278 1¥1H59 (j，l:1 98ι094 

11 1279 MG'MH59 。14 98，574 
11 1280 1¥1G59 0.12 98，586 

11 1281 MG'MH59 0.30 98，336 

11 1282 MH59 。10 98，589 
" 1283 MH59 0.27 98，:，95 

11 1284 MH59 0.26 98，441 

" 1285 MG59・50 0.25 98，385 

" 1286 MG60 。15 98，464 
" 1287 MH50 0.91 98，320 

" 1288 lVlH60 0.29 98，341 

" 1289 MG60 0.12 98，496 

" 1290 MG60 0.14 98，519 

11 1291 MH60 0.2，1 98，370 

" 1292 lVII58 0.35 98，'157 

'1 1293 1¥1158 0.40 98.392 

1/ 1294 M158'59 0.30 98，362 

1295 1¥1158・59 0.:¥1 9日，309

" 1296 lVII58 0.41 官8，161

1/ 1297 lVII5自 り17 98，389 

i 1(:9o B すLもVIEi8エ i u.:iS i日8，372I 

" 1299 1¥11-158・59 0.53 98，137 

1/ I 1300 1¥1H58 0.23 98，319 

1/ I 1301 1¥1H58 0.42 98，305 

11 1302 MI-158 0.31 98，445 

11 ! 13ハυqυ 1¥ しlHに~Q ハり ふt企9 :H)，ulJ  

1304 IVlIIj()'J~ ハU 内4向3 98，350 

" 1305 MI-159 0.17 98，477 

1/ 1306 MH59 0.25 98，555 

1/ l:l07 lVIH59 0.41 98，236 

1/ l:l08 MG59 0.46 98，271 

1309 恥IG59 0.49 98，196 

11 1310 MG59 0.46 98，189 

1311 lVIG59 0.28 98 t ~~35 

1/ 1312 MH59・60 凸21 98，428 

欠 1313 

SK 131.) iVlG5日 0.23 98，389 

1315 l¥lG59 0，30 98， 3:2~ 

" 1311i lVIH.iVlI:ifl 0.53 98，lH 

" 1317 tvIG5V・6り、iV1H59・60 0.38 98，:，00 

1318 乱U59 9R，.IO白!
1:119 長11日9 O.4G 

l' J:l20 おIEi9 0.2，1 日己り

2 ~護 (22) 
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第 4章調査の記銭

1百 ー2ヰ!!'い'J 一U一 iH 〆 1)
{弘主 [日mげ主1ー，Cい，1 

，'H L と!後 J/~ !L1j J羽i :11 イi jl;;j 

一←

Sl¥ 1::21 :VfJSCJ 。ιj:-)
ユIl~!j 0.3-1 

l' I 1:12:1 fl.1l59 O.>¥i 日母千

" 11幻 1Il¥.Il5り 0.50 9H ， ~H.l 

11 1 1:1~G 恥Wi9 0.26 98，37，1 

I! 1 1:326 iVIl'j9 fl_:{! 9R，27.t 

11 1 1327 MI59 0.40 98，359 

11 1 1328 fvII59 1)..15 98，170 

" 1 1:129 MI:iCj.(jO 11.:10 日d.402

" 1J:J:j() MIGり O. ~i9 c)告 118

11 1 J:l:!l MI611 。リdリd 9o，360 
11 ! 1132 。 Q白日向ι

1¥'1C;57 D.1J8 98，754 

1/ l:J34 MG.fvIH57 。11 98，748 
11 1335 fvIH57 0.28 98，590 

11 1336 MF.MG57 0.19 98，704 

1/ l:m ME57 り22 98，725 

11 13:18 ME5日 O.2:l 9品、825

11 1339 lvlE56 0.3:3 98，70() 

1/ 1340 lvlE56 1J.25 98，705 

11 1341 か'lE56 0.46 98，596 

11 1342 lvlE56 0.49 98，515 

11 1343 ME.lvlF56 。1:3 98，781 
11 1344 lvlE56 0.24 98，740 

11 J:l4o tvIEo6 0.18 日8，854

11 1346 ME5日 0.15 98，8117 

11 1347 iVIE56 。15 98，900 
" 1348 ME55'56 0.36 98，690 

11 1349 ME57 。10 98，916 
11 1350 ME57 。12 98，851 
11 1351 lVIC56 。19 98，7ll 
11 1352 lVIC56 0.22 98.725 

11 1353 MC56 0.24 98，669 

11 1354 lVIB56 0.26 98，648 

11 1355 MB56 11.09 98，797 

11 1356 !vlB57 0.21 9~ ， 701 

11 1357 MB57 U.19 98守695

" i 1358 11v1B57 υL~ 3日o，7:j5i 

" 1359 1vlB57 0.26 98，676 

11 1360 ivIC57 0.24 98，662 

11 1361 ivIC57 。18 98，6，18 
11 1362 1¥l1C57 0.24 98，618 

13G3 rvIC.RID57 Vハムqせ4 98，688 

1/ 136，1 ivlC'ivlD5i 。18 98，o3 白35
11 1365 lVIC'!vlD57 。18 98，677 
11 1366 かIC57 0.23 98，632 

11 1367 MC57 0.10 98，780 

" 1368 lv!C57・58 0.36 98，360 

1/ 1369 lv!C5i・58 0.27 98，530 

11 1370 ?ν'1C57・58 0.15 98，727 

1/ 1371 か'1C57 0.20 98，688 

1/ 1372 MC57 。II 98，732 
， " 1373 加[C57 0.24 98.599 

1/ 1374 1v1C57 0.27 98，571 

11 1375 MC57''iR 1l.21 98，6.16 

13i6 l'v!C57 日II 98.657 

" 1377 rvrC57 0.2，1 98，日48

" l:J7~ iv!C56 白 9日。日21
よ

1379 MC56 0.21 日目，813

" 1:380 Mじ56 o .~日 日8.768

第 2表検出遺構一覧表⑮
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第2i'((j 輸出i立構とi立物

持 干!i'.ケ，)ト l'京illlガj J院凡(市悼1ず汀
If'. 1 1 '1司 .1;，， 1;1;11!j !'iil 

SK l:1til MiJ57 1).0.1 日~.554

lJ行2 ivlll'i7 1り りH，日XI

'1 1 13討 長11);;7 O，:!{l!同{山

11 11:{"'1 孔lDoi 。Hi 98日].1
1385 MD57 0.38 9B.47o 

11 11:Wi MIJ'i7'oH 0.19 98.6:17 

11 1 J:l87 MD57・ 0.24 98，6::9 

11 1 l:J88 M1J57・5H 11日7 日Ht5~n

11 I 1:{H9 :VID57 0.1日 !J8， 6~)O 

11 I 1:1911 Mυ 11.0日 日目，74!o

11 1 lJ日i MDJO O.:::S 日目，S:.H}

" 1 1392 MD58 (J.()9 98，7111 

" 11:19:1 MD57 0.1:， 98，750 

11 I 1394 MD.孔IE57 。1:1 98，733 
" I 1395 MD57・58 () .~)2 98，e135 

11 I 1:396 MD08 0.19 98，62:1 

" 1 I:J97 IVID58 o.:n 98，561 

" 1 1398 MD58 。17 98，日40
11 1 1399 乱ID58 0.31 98，484 

" 1 1400 孔1D58 0.1，1 98，693 

" 1 1401 lVID58 0.1，1 98，665 

11 I 1402 1¥1D58 。16 98，616 
11 1 1403 IVID58 0.21 98守615

11 1404 lVID58 。15 日8，670
11 1405 恥JE57'58 0.37 日出.481

" I 1406 IVIE58 0，27 98.510 

" 11407 IVIE58 0，29 98，489 

11 140S IVIE58 0.22 98， !iGO 

" 1 1409 ME58 11，05 日8，404

11 1410 1¥1D58 。19 98，569 
11 1411 1¥1E59 0.22 98，，150 

11 1412 lVIE59 0，16 98，早14

" 1413 lVIE59 0.16 98，364 

" 1414 ME59 0.25 98，299 

" 1415 IVIE59 0.18 98，480 

" 1416 lvIE59 0.22 98，510 

1417 lVIE5日 0.09 98，550 

! 141旦! 1¥1E53'54 ・0.311 98.6ミロυ01

11 1419 lvlF54 0.21 98，527 

" j.j20 ME54 0.18 98，582 

" 1421 ME54 0.25 98，559 

" 1422 lVIE54 0.31 98，491 

" 142:1 ME54 0.32 98，464 

1<12，1 IVIF53 0.17 98.849 

" 1425 MC53 0.40 97，545 伏、 J、月 1 P 1 

" 1426 J¥IlB57 0.35 97，736 I J : 1 P 2 

" 1427 IVID57 0.21 98.660 抗図、i主(条痕).i!v， : 8 P :l 

" 1428 lvlC57 0.28 98，671 lliij ‘う P 4 

" H29 加1C'IVlD57 0.33 97，769 I jjij P 5 

" 1430 IVIE55 0.29 97，813 後、)jI，~ P 6 

" 1431 lVIE55 11.44 97，605 後、] P 7 

'A. 1432 P H 

SK 143:1 lVlE55 ().~3 日7，(i，1l ]jij、古里 P 9 

" 143.1 l'vlE56 前、条1m ドl、U2 5 PI0 

" 1435 加IE55 I花、'11、i走、 J 不 l : 3 Pll 

fに 1.I:J6 PJ:: 

SK H:l7 IVlD55'5G -tUE 1 Pl:J 

143H MD56 前、無 Pl4 

1.!:19 MD5i 
前liij、、 i後lヘ{主(条波)

6 P15 

t.l40 PHi 

第 2諜検出遺構一覧表⑮
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第4章調査の記録

記持'Hサu;. 宮勺』 iH }' q 1円ζ竹1で i雑誌以時 11111
日K 1-1-11 MDC，日 IJ!J 

11 Il-!-I:; 江lD5日 !iil‘廷

144:1 Mド日5日同 fjlj 

H，14 MF"5・56

五日;1，11'56 iN 

11 1 1.146 MFS!i 11ij、'1"た 1司fきl

11 11447 ivIF55 '1' (lJLI二d)

11 1 1448 MG5" ，1UE f、l

" i ト19 前U:1こ bJ じl

!I I ]4:;i) 1.~1) 97.o31 JJリ f、2

1451 MG55 。15 9o，oO(j liii、jを j
1452 MF57 

" 14，，:'， MG出 。IJ、後、 J守主t
11 1454 MG56 JJJJ F1 

11 1455 MG56 

11 1456 MG56 J 

" 1457 MG56 JIII、後、 J じi

11 1458 MG56 iIIL'I>(たオミl朴)、1王(1-11望[1，[[[1 ワ

11 1459 MH56 tド、 j

11 1460 MH56 fjii、'1'、j

11 1461 MH56 iIIj，'1' 

11 1462 MH57 

11 1463 MG56 fjii、j

11 1464 MG56 fjILl去、 j 司:2 

11 1465 MG56 fiii、後

11 1466 MG55 iIii.'I'、{史、無

11 1467 ivIG57 lj'-( 只 )~~nt線丈、条1{{文人 iìîl 、中(大本 8 al.('lwJ'I'lIIJ、後 不3、U2、t!i.2 
11 1468 I'vlG57 1Jリ

11 1<169 MG57 lilJ 

" 1470 I¥1F57 0.38 98，500 I ljIj U 1 

11 1471 I¥1F57 0.13 98，666 阜、H免 弓、l、U3、以l

11 1472 MF57 0.13 98，680 I IIii 凶 1

11 1473 MH57・58 0.28 98，550 I iIii Ul 

11 1474 MH58 1.21 97，704 I iIIj 

11 1475 MF58 0.29 98，550 jjij、i去

11 1476 1¥11'58 0.22 98，599 IIII，:;!¥F， 

11 14ii MC'MD58 り19 9~ ， 6~5 ljl(条'11'i;文) 銀上箆.U 2 

i 1.17a i LVIES9 aυ30 i日b，565I前、無 守、 l、fi(]、ウ，t1 

/1 1479 I¥1G60 0.27 98，34，1 Ijij、後、l!lF，

1/ 1480 MI57 0.72 98，062 i .J 

11 1481 MF53 。18 98，391 IIIij 
11 1482 I¥1F53 0.22 98，554 I iIIj 1 

1ム，1R'~ υ Rゐ ~n才民υ勺υ u.2之d JI.J， dtJりにけ よk主父、J 、3“ ζ 

1484 Mrs:; 0.;'1 98，285 tFJ、i去、 i、告

11 1485 MF52 0.56 98，420 II江、 J

平、前、中、後、 D5E-早期、前期、中期、後期、晩期
凡|
J 縄文のみの土器片 y 撚糸文のみの土器片 無 無文の土器片
阜、一表面が摩滅して文様の不明な土器片

円下d一円筒下層d式 円上b、 c、 d 円向上層b、 c、 d式
例|銑一石銑槍一石拾錐一石錐箆一箆状石器 トラートランシェ様石器

ピヱスーピエス・エスキーユ縦縦i明石匙横一模型石匙不不定71ラ石器
U-1J'世/J、剥~Jft痕のある恭Ij片磨斧一!謹製石斧 l時一際器磨-E珪石田 -1白石

第 2表 ⑮ 
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I!lr 

1'17 

1'1ハ

PjCI 

I'20 

ド

PZ2 

P23 

.j ヮ
P2.1 

1'2(; 

3 P27 

i官、 "0

! C} 
1'29 

P30 

: P31 

P32 

: P3つうd 

1与1 1ふ‘'U

P:l5 

P:16 

P37 

: 3 P38 

[>39 

;日 P4 

I P41 

S‘ 5 P42 

12，-J P43 

2 P44 

: P45 

: P46 
:11 P47 
;日 P48 

3 P49 

3 1'50 

P51 

24 P52 

" P53 
6 1 P54 
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P57 
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第 2節検出遺構と遺物

保持前--

30 

。l"~
S 1582 

34 
S 1581 • ."，-，一~fl山ぃ，3 S 1583 

\_~I μ 』 S165剖
35 
S 1583 

37 
S 1587 

05cm  

第14国遺構内出土土器(3)

版 5 3)、l辺約 4m60cmの大型の建物跡と られる。これを仮にB建物跡とする。同様に

S Q258、SK761、1010、1023もほぼ同じ規模(1辺約 4m80cm)の大型建物跡 (C建物跡)

であろう(図版5-3)。さらに、 SK661、854、868、975も1;ill約:Jm~Ucmの』二万11";;7 フンと

なり(図版5-3)建物跡と考えられる (D建物跡)。このように多数の土坑の中で正方形ある

いは長方形の建物跡の柱穴となるものもある。

S R619土器埋設遺構は、1¥IIF 52グリッドのSK653土坑の上部を精査中に検出した(図版6

-6)。推定直径約20cm、深き約30cmの小ピット内に有孔土器が倒立して埋置されていた遺構で

ある。 SK653士坑との新!日は不明である。 SK653士坑を掘り下げ地山土の壁を検出中、壁 t

部の一部が地山土ではなく黒褐色土であったので、掘り足りない部分と考えてさらに掘り進め

(→54ページへ)
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第4章調査の記鈷

77 
S Q22e) 

S Q228 S 022お
75 
S Q2ZR 

79 ov 

S 0620 
S D620 

、1晶:，，':，品司 H 咽F

S 0620 
78 ムト11 

S D620 

84 
S 0620 

()~ 

S D620 

86 
S 0620 

S 0620 

たところ、土器底部の一部が現れた。土器の輪郭を表し、小ピットの中に倒立していることが

分かった。この時点で既に SK653土坑はほとんと守完掘状態て;， S R619のピットとの切り合い

関係を確かめることはできなかったのである。土器(図版10-273)は、大きく外反する無文の

口縁部をもち、最大径が胴下半部にある楕円球形の器形で、比較的大きい平底である。頚部に

は、斜縄文を施文した後に刻み白を施した隆帯を貼りめぐらす。胴部の文様は横位に連続する

鍵形の区画文で、区間内に LR縄文を充填する。縄文は同一原体によって回転方向を変えて施

文する。部分的に羽状になるところもある。底部から約 8I1lIl1上の部位に焼成前に穿った直径7

Il1Il1の円孔がある。
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第17毘遺構内出土土器(6)
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第 3訪j ，i童構外出土造物

第 3節遺構外出土遺物

遺構内出土土器は全体の約10%で、遺構外土器が90%と圧倒的に多い。遺構外からは大コン

テナで土器約310箱、石器約85箱の遺物が出土した。その約70%がL区に集中し、中央区はほと

んどない。 K区が約10%、M[支が約20%の割合である。これらの 3fRj或は包含層の状況が大き

く異なる。特に L区と K区はi晩期の r捨て場J としてそれぞれまとまりのある包含層なので、

土器・十‘製品の記載は各区域毎に行う (第21~34図、図版1l ~30) 。

土器の分類にあたっては、遺構内・外を含めた全体を時期毎に次の 1~VI群に大別した。

I群:早期以前、 II群:前期、 III群:中期、 IV群:後期、 V群:晩期、

VI群:後期または晩期

さらに I~III群は器種が深鉢のみのため、文様、胎土、焼成等により、それぞれ類別した。

IV. V群は器種が多様なので、まず器種毎に分け、同一器種内の器形の特徴と文様等により細

分した。各類の中にはすでに型式名の与えられているものもあるので、判明した分は I~III群

は表中に、 IV.V群は第4表に記載した。文・表中 IJ付きの名称は、型式として設定されて

はいないが当該土器群を指して通例として呼称されている名称である。

石器類については器種毎に分類した。各器種内での詳細な分類を行う時間的余裕がなかった

ので、出土地点の区域分けをせず、全体を通して代表的な器種の実測図を掲載し、グリッド単

位の器種毎の出土分布図と表を作成した。

1.土器・土製品(第18~34圏、第 3 ~ 5表、図版11~30) 

第lS':'_--20図に各群毎の出土分布を示した。早期以前ではL区、 lvI区ともに少量の条痕文土器

が出土している。図示したように 1類(瓜形文土器)、 2類(貝殻沈線文土器)、 3類(条痕文土

器)はそれぞれ地点を違えており分布域は重ならない。

前期では、 M区にまとまりのある 1強(押し引き沈糠文土器)は前葉の「早稲田 6類」類{玖

土器である。 3類(指頭圧痕隆帯のある土器)は茂屋下岱式土器群の土器で、遺構のある L区

でまとまって出土し、 M区と K区にも散在する。 M区では米代川流域ではほとんど例のない大

木2式土器が出土している。 5類(網目状撚糸文土器)、 6類(横位木目状撚糸文土器)は大木

2 a式、 8類 (S字状連鎖撚糸文土器)は大木2b式である。 2類(綾絡文を施文する土器)

や 9類(撚糸文を施文する土器)もこれらの土器とを共伴して大木2式に含まれるものがある

可能性がある。しかし、 3類にも綾絡文、撚糸文は使用されるので破片資料では同定が困難で、

ある。

中期では竪穴住居跡が検出されたL区に 2類の円筒上層b式土器、 3類の円筒上層c式土器

が集中し、 6類の大木9 7類の中の平III式土器、 8類の大木10式並行の土器は該期の

戸、U
に
J



第 4章‘調査の記持

あるM区に る。しかし、

士した S1563早大首長穿の)吉Li立は、 4類が

われる。

でも 4

居住地点の移動にfl'-う うかが

後期の土器の主な分布範囲はL区西側とM区である。「十腰内III群」、「十JJ嬰内IV群」と1寄付き

-1--器の γート腰内V群Jは分布域がほほ重なる。 L灰西側のLN39、L039グリッド付近では

IJ要内IV群」が約10偲体まとまって出土した(図版6 7In 

晩期の遺物はL区と K区て、、多量に出土した。特にL区では東西約30m、南北約30mの範囲か

ら大コンテナで約220箱の土器が出土した(図版 7-1~6)。後期の土器が多いM区では、晩

期の土器は少量が散在するにすぎず、後期の土器のほとんどないK区で多量に出土したことは、

生活域がかなり明瞭に変化したことを示している。また、どの区域にも、入組帯状文を体部ヒ

半及び下半に描き装飾突起のある後期終末期の台付大型深鉢がなく、 i晩期初頭~晩期前葉の大

洞B式土器、大澗BC式土器も多くない。これは、調査区内では後期末~晩期初頭頃に人間活

動が途絶えたことを暗示している。

L区で出土した大型中空土偶(図版30-461)は頭部から胴部下半までの現存長が26.5cm、全

長は40cm以上と推定される。上腕部は長径約13cm、短径約12cmの筒形で、ある。上腕部における

復元幅は約39cmで、晩期の遮光器土偶では国内最大級である。全面に赤色塗彩されている。

2. 石器類(第35~45図)

各器種ともに多様な形態を含む。石搬には基部にアスフアルトが付着しているものがある (S

1 ~ 7・9)0 S 5には、表裏ともに中央の稜線に合わせて基部から先端に近いところまで付着

している。挟み込む若柄の痕跡である。縦型石匙、横型石匙ともにくび¥札部分にアスフアルト

が付着しているものがある。 S36には両側縁の刃部と思われる部位に付着しており注目される。

S 38はくぴれのある基部をもっ尖頭器の折れた尖端部側に再加工を施し、 i~ijn設を刃部として利

用した石器である。 S44~50は各穂の異形石器であるの SH ・ /16は形態が石匙に似る o SHは

下部に刃部があって石匙の一種とも考えられるが、 S46は両側とも刃部がない。 S61は大型の

磨製石斧で、長さ23.4cm、!幅8.0cm、厚さ3.2cmで、ある。 S63は青竜刀形石器の一部で、

擦痕がある。刃部の稜は鋭く丁寧に作出している。岩版は 2点出土した。 S73、S74ともに

裏両国に渦巻文を描く。 S74は表面とf期間にアスフアルトが付着する。

-56 
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。ω

If(， 1 7.~1重 形 1l~ if~ (1) ~i\' jj'~ f!i i立構内tJ:土二t:*ifi立flW外LI< i立f，1外¥113(
B 径の小さい;II)，立またはあげ肢で、阿部は 1 296 
I;j(Jf;{こjli"いが1i士大筏はJJ向上1J!Sにあり、こ
の1¥11伎に惚と注[J部がつく。 TI立立気11;"の 2 
jil!.い仁l主主部があるll1fJf;o 3 

一一C i壬の小さい平I!i:またはあげ底で、 IJ河下半1iI11土 1 
二 大きく|喝さながら内湾気味に立ち上がり 制

上mlてゴ品大筏となる。この古111立に抱と注IJIIII
がつく， IIfoJmIと仁i紋古11の悶に内傾するf白いlliH 2 lli9 
古lがある器形。 rl綾部11土不191。

IV D 1 i壬の小さいあげJg;で、!川音創立主主形にj1i:い 1 無文。 297 

i長
が11主大 f壬は !J~ロijJ二在日にある。刷、二 2 f問の
!J!i5ド:iIIのあるが，11泌がIJ同'1'矢部につく:0 T(~: 

J¥l1 
[] 線的に外反する 11級官11がある銭形。
E f壬のノj、さいあげ底で、機にtlllしつした l 無文。 298 
球!f;の!日付Hこ@立気味の口紋吉11がある昔話
形。

F 1 Jj員;lUì:n ::l二器。 JJWf~1土部はほぼIf主主主的 lこ 1 1 JJ岡下宇部l土1]111)tBした細いi経線を縦方向にjj!Ii文し、その下段lこ申111かいキザミを入れたミミズ{工n状 一 」。
/J日いて立ちJニカfる。 子主[J音11はJJf<il中ヲと古/1よ 2本一一組にしてめぐらし、 8j伺のf訟を Hli付ける。底辺rmは!l\~文ô (11見上学部、ロ紋tfI日立不
りiごもtに付く。

1 依iリ噌 lili絞する 31jijn:(l) I~@jx '2抗日さ m を光換する刷出仰い が LR償不終/:11白l有干し Uif 
'f-I怠て'，1服部l土縦長の椅円J，lur;を=:Eする。 ヴw ウa パ-

Uj:主音/11土タトf:[し大きく /JfJ<。

香炉!1f3f 又{:分かれる陥リ司王状の天1ド1JIIのある I 部吊lf以り向三外Jfモ・4はるkの不 而に 3 本の横位ìt線を払\cm音11の(+/向仮には 2~ミの沈線をめぐらすι (天井 ~l(ì 
器!f;o (1阿古日は不明。) I明。)

li千 {.if隠 mil長 r.ff }[;¥の特徴 1手1 縄文民〔体と 1111転方向 遺構内上京 1(1玄 LIζ ~H( 
A 1υままたはIX!:f予の4、さい平Jg;じ、 1I阿部iが 1 LR横f立。

1n4 内ii苦しながら立ち上がる音寺形。
2 LR検佼。

ln5 

3 
LL RR f1黄品i{i立立ζ c -、コ1I3け0け1けりけー~日1、1t11} い011 日2 4 

。 10:l 

1 6 3;1(0)5リ1IIl 

日11B 成径の大きい平Jg;で、 JJ阿部は直線的また
トト LR検位。

は外湾気味に立ち上がる務形。 LRI黄位。 91 lJ6、117、m
V 
C ゆるやかな)LMままたは径の大きい、11.底l十 118 

で、 IJI司ド半音11は 1t~i湾しながら立ち上がり、 LR償位。 119 
11免 上半部が外反する線形。 11縁部内|函にも22形文を施ゴとする。
o 底fmに4筒所の突起音/1によるi肉l部をもっ

院いlしlι口無]緑緑文界与都祝都日こ二1三ま止矢文や短弧線文を組み合わせた文操を沈緯で施1史する。
316 J¥l1 ~fi:形。 1 段のまlJ 日文措をめく"らす。 !I阿部にはニ叉文、入組沈線文， JJR~皇文等を組み合わせた文様を摘し 120 

268 
E 1 fH;l、j服部がゆるやかに内湾気味に立ち上 1 日の入る突起がっし無文。 w 
がり、!或i而には*'1.い惨状の!肉lをもっ務形。
A 11IIlifllの11阿部が内湾して立ち上がり、 u紋 1 I IJ岳部の 11務所に大突起がつく。 IJ紋吉11こは五抱きニ叉文を施主CするoJJ阿部は無文。 121 

F仁Lミ3 部は外反する務形。
B 11IIlifllの服部は水平にjli:い角度で広-1;(1)、 1 I 1コ紋況に変形さ|主的;1λ文、台古11のj二部に羊tfff;伏文を焔文する。他J土!!\~文O 2，17 

{ミi fl綾部が直玄する7.if形。

C 1I1l郊のIJI"J吉/1が内湾しながら立ち上がる1ll十

12i 旦ムで口口畳i唇入唇h盟-都組郎.::~~文にの1はを且1 畳儲箇B旦所亜突i〈寸起u上に挫込出合2t主連部例盟主続に二主透文豆し主j 、Lカo主冊，器BしEJ内突、した面起を副突であが起ご却迫けは5 給録対がるつす文も一くの組る手口装腕もE緑飾文あな剖をるすっこ嶋てるはつニすcヌく文m。を唱2崎は個文主1す任苛るJ文百TをE部施王ま縄文亘文子すをるE施肩E文耳古す都守る。lτ立E沈E様7 LL RR1もi有有{{立立。。
:318 

出l 形。
1~:!-125 

3l¥l 
去半 A 九!ままたは ß~の小さい平成てヘ m結/11土内 LR横{立。 320、:121

j湾し、口縁音防ず大きく外反する器if'~口
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B 11]/母部は内汚して立らJ:がり、
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σコ
σコ

lif llii種 ~iiJ日 器 1杉の特徴
B 

C 平成で、)胸部がやや内湾気味に立ち
リ、 j二宮11てがij;u(JiHi1l1して口主主部が外
る1fifJf31】

D I :'jZ底で、成 m~から日綾部まで直線白1
!叉する器Hf~。

長

室主 E 平成て， J!'l:音I1からn紋15I1までゆるキ
V r"lÎ汚して五:ち J:カ rる昔filf~o

11抱

Wl 

A 丸底または径の小さい平底で、役大
JJI可部工l'リとから F4三にあるJ:j(形のJJ向日「
l!q~Jîする長いほi古11 カ fっき、日 ~:~k音11が
する昔ii/f;，

，ーFコェm:

L_  

実員 文様等の特徴 縄文原{本と回転方向 遺構内tat K[支 ILI疋 I¥m: 
5 口唇音11には頭部に主lJ自の入る突起がつく。口綾部には入組部に刺突のある入組'貯状文を焔文する。 LR綴位。 46 

1 口唇昔日に主lJgを絡し、 B突起がつく。口綾部の上下に利突亨1.1をめぐらし、その問に地文の縄文の上 LR横位。!こi綾部と胸部l土処 !問
12 
h一川!1]h唇ら苦人一11組に連は弧文を摘し胴都には縄文を施文する。 !反体。

ト一一一頂部に上から刺突を焔した 3弧一対のノj、j皮状突起がつく。口縁部の上下に短沈線列をは LR横位。 396 
さむ2本 1級の沈線をめぐらし、その聞に向き合う連続二重逮弧文を施文する。腕部には縄文を施

「τi一H文:Jす唇部る-ο には :31照一品11の小波状突起がつく。口縁部にはニ重丸を横に:i!IUよその問に一重または一重 LR1制点。 397 
の弧線を自己する沈記長文をtlii(，日縁部の下端に亥lJ回文'fffをめぐらす。胸部には縄文を地文する。

4 I [J綾部にl土、[1容部に接続するFr向きのこ重連弧文を捕し E阿部には縄文を施文する Q LRI質{立。 398 

5 口唇部にiimかい主IJEJ を砲し、一音11に B 突起がつく。 [J綾部Ij 上下を沈線でC~煩し、内部は無文骨?と LR斜f:iLo条が縦走。 399 
する。古刷こ音11には縄文を施文する。
1 I [J唇 刃!日を絡す。口綾部に 3本の沈線をめぐらし、)服部には縄文を施文する。 LR績位。 400、401

2 会頂H二縄文を地文する。 LR1則立がごi=.f本。 RL横位。 4 (1~-判5

3 無文。 406 

4 全面に HË~fJr苅のケズりを地-4-" 407 

1 I IJ辱iHlに2個ー紅iの突起と 3側一組の突起を交互に配;援する。口縁部の上f創立 2段のがIJEj文'ffiで紋 LR1黄{立。 58 408 

i百取一口を吾縁剖施且る主引文耳部二幻主口階す仁こ緑主文はiるま段J細LをI1S旦持は地か型剖部rい文E掛iす主脅按る目?畳。で挽を汁、主施D旦縁そるすの下部ぐ中向のら口す下雄にき波“拙の部線こは二区上12主両連本下狙の内を文沈沈を府線線を描でで自ははし〈。たささ二んλ人組7だだRの短駐孤又沈屯文組線線列列を!::柿口をを〈 川縁部のF端も貼始j2 唇部にはさまれた部分の LR検イ立。 409 
めぐらす。 JJ阿部には縄文

3 
ら 2段めぐらす。胴音11には RLI知立。 410 

縄1:1文Ig:音を11I1ニ!li:;Z:する。
4 1 l:1%'1'illll: I付聞かい刻1'1を泌すu 仁l主主音11には 3本の沈綴をめぐらす。胴部には縄文を施文する。 LR横位。 411 

5 I [:1 tg宇部の 1i箇戸ilrに211司一組のち突起がつく。!，時文。 m、113

6 会!市に版文をIj自-，とするロ
LL(RR条被1黄縦{{立立走'k)RL械tf立 RL斜{j)

nl-420 

7 I [:]綾部;二二重連弧文を拙CI胴上半部には縄文を施文する。腕下半部は無文。 421 
ヤ一一一一一一一

8 仁l辱部;二 1団対のB突起がつく。口縁部には刻日文'm:にはさまれた変形人組'計伏文を地文する。 RLl1lii:v:o l:l7 

I 号号表白i をf，ìf]:k~した JJ阿部全面に姿形文、剣斐文等を施文する。 4'7" 

反

ほ「一2 I [:l唇都心')<1 i省所に 2倒一対の8突起がつく。日韓部内側に l本の沈線をめぐらす。捺表面を研磨し
た!!\~文:の llir-l郊の下立;fiHこ 2 段の ~IJ 日文千w をめぐらし、 4箇所に縦のB突起をll，sf寸ける。 JJ阿部には雲形
文を}jt¥i3Z:寸|る口

3 昔îf~長官ü を liìf隠した無文の顕音11の F端に 2 本の険線をめぐらし、 4 筒所を縦の 8 突起でil[給する。納 4~.1-4~7 
音11は主!li文。!lI帖11に2条の沈線をめぐらすものもある。
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1Tp ll~滋 ;器Jf;i 器 Jf3 の特徴 士員 文総寄与:の特徴 縄文民H本と印紙方向 遺構内 KI主 L[)< MI正B 1 '1'底で、 JI立大径がJJ符音11"1'央からJ二i三にあ 1 1 i!¥F，文。
4~8 

る五RJf'iの』阿部に、 11ヨ傾する短い顕泌がつ
き、 1lIl:f丈の1]紋音11をもっ器形。
C I)L底にj!i:ぃ平底で、最大径が!服部!こ'1とに l 口傍1111のl箆riJrに3fI日 -Ml(7)B突起がつく。口縁奇11と周吉11にはそれぞれ1段の刻回文符をめぐらすむ LR横{lLo 4~9 
ある議II:s三ぃ胴音11に、内傾する長い3安部が 胸部には縄文を方面文する。
っき、外傾する[J縁部をもっ銭形。
D 平底で、最大径が胴音11上半にある球形の l 口縁部は縄文'出\類部l土~!t~Jt1背とし、 l服部にはロ綾部と問 I:~，'ll文を地文する。会音11位の境界には沈 LR横{立。 t30-.432 I 
腕部に、 i勾傾する短い頴部がつき、 [J絞 線をめぐらす。
部が外反する球形。
E 丸底または径の小さい平底で、最大径が 1 口唇iElの1筒所に 2-31回一対のB突起がつく。口辱音11の内側に 1本のi:U車をめぐらす。口綾部は LRれを位、 RLhW1.虫ロ t:l3、434
!洞音11'1'9とから下半にある球形の11向fflSに、 無文で、周音11に縦位の B 突~~を H占付ける。 1阿部には縄文を施文する。
外反する日絞吉11がつく器形。

2 1月1111全体にI:I:JIJ棒状 呉の端部による 111/判フuυlをt奮すo1JI"1J'f日に ~"è::lJ也ムι RL検佼斜{立。 1:¥5 
するロ

3 れ現111H土却は。}洞音11'こは縄文を施文する。 LR長官位。 262 ，1:15 

4 無文ω 274 日6、w

F I 3f Jまで、役大mがl服部 '1'9とから F~I"にあ 1 口級者11の F~j" は i!\F，文干i? とし JJ阿部には日綾部の上半とi司じ縄文を焔文する 縄文部 RL斜位(条縦走)"LRi黄i立。 138、439
るやや縦長の主張形の11阿部に、外反する日 子w:-=~=tn~GI):rj~.;*' J: iiLifJRじl三l"In

~む2巧L 級1SI1がつく銭形。

「τ !)Jl.l~文。 441l、，1，11
V 

11免
G 平成で、放火径が11阿部上半にある縦長の 1 日紋îfllの上司王は縄文倍、下~!'は無文{ìr とし、 JJ阿部には iコ綾部の上半と同じ縄文を施文する。縄文部 RL検位。 LRl黄佼。 142-.1，14 
総IIJ}:)t形のJJ阿部に、外反する口綾部がつ と全確立:部の境界l土沈線て例区間lする。

J~I く;得形。

ワM 口紋古11は!!"f，文。 1阿部には縄文ーを施文する。 LR!黄位。 LR約位(条縦走L 445-J.li 
LR縦{iL。

HI3f底で、細長い胸部lニ、外反する口総音11 1 日紋f.mのj二半J土縄文帯、下半ーは無文佑:とし、目阿部には口綾部の上半と同じ縄文を施丈する G LR核心/_o 148-150 
がつく昔話形。

「τ明王了 451 

II"JZ!まで、 11阿部はやや縦長の}:)tJf3で、区立 111]紋自1:の上半は縄文帯、下士1'.'土無文;干wとし、!服部には口縁iillの上半と同じ縄文を施文する。縄文部 LR横{立。 452 
気味の短い口紋古11が付〈昔話形。 と j!\~ゴ%:郊の境界は it*iilで区闘する。

2 明王
275 453-.155 

A 丸fまで、丸味を'iTiびた屑音iから仁lills.古11が 1 鎖音11に入組三又文、渦巻文書?を地文する。底}認には注口部の下音11に渦巻:伏の文織を砲す。 92 126、156
内傾し、外反する仁!縁tflSがつかない銭形。

2 日!華街1:に羊1~f! ;lk文を焔文する。底而には注口音11の下"日に狐紋文を焔す。i.:E 127 

3 エE聞の口容古11に5倒一組のB突起がつく。口頭部に1':1¥お:伏文を施文するoFFJ音11の3随所と、注口昔11 ヲ3
仁] の閥りをlf!(り問む変形のJlii¥:紺!の頂点にB突起をつける。 1氏百liは注目音11の下告11に沈線文を施す。

日 丸底て IljJ{J在な綾をもっ胸部から内1~n寸

1 1文連E阪続をの寸liaiJ口るど雲唇す部形る:。に立:注Bを地突口起文音I1のをし組、周み創り合部を取わにせはり間たB突突む起起姿が形のつiのll!統|径く。線にの口よ唇頂る吉装点11に飾とはiを七紺泌日iかす吉11。いの刻1上阿下部自かにを施Bらす底突υ面起頭がに部つかにけくは1寄付lご LR横{立。
128-l:Il 

る1買部が外湾気味に立ち上がり、 l1[;lkの ては雲形 457、 ~5S
鋭い口紋音11がつく器形。 文 間.1:下

σコ
』、3

群V 土器分類表⑧第 3表
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1~下 雨i属鮮の推定 'tJlI (，号 宇!T[ 昔話 If3 文 毛主 佐守官才 (!) 持 持E 遺構p;jH\ゴ:j: r，~ K [メ: L IKi 1¥[ 1三N-V i\I.{:手で ll:f Jf~'止不繁形。表裏Ií可 fi百に予つ〈ねの指頭:tIJl庄痕を顕著に残す。燃成は良好。 WJ JIlI 

2 胴fmが内汚して立ち上がるnLlのつく鉢。口縁音111立平iまでい、胸部にはLR:fiIH立[illl伝の縄文を地文するの l:l8 鉢

VI 
句つJ 

わずかに11l均して立ち上がる探形である。器簡を縦に分割!して、集合沈線による縦方向の入組流水文、縄文、無文の三種cn異 102 、i:.tロ4こ
鉢 なる文機事を焔~とする。縄文はRL綴{立問転て"あるわ

底古11に焼成時íjの穿孔が多数ある小~~~の土器。 :;!LI去のものと、低い台のつくものがý，る。 26 J:l9 219、:!:20
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第4章調査の記録
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第 4章調査の記持

RP 

持母
L 
2 J討
R 1"17 

112 
L 1'436 

3層

L M35 
2層
R P76 

ヰ製品(3) し

つω
門

i

FhD

ハわ

3

4

 

N
層

P

L
2
R
 

LM35 
2庖
R 1"125 

※ゴチソク番号は

!写真もfI?J.絞っ



LM36 
2情
R P85-ト90

。。
川旬、リP
関
唱

し

O lOcm 

121 
L L:i4 

I百
R 1"1 

※コチ/ク番号{土写3えも出~j支 υ

122 
L P38 

2隠

R P13 

- 73 -

第3節 j丘構外出てi二造物

A
せ

に
d

ハ
り

つd
'

i

M
岡山一一

Y
Y

I
い

q
w

口
u

118 
L 037 
2層
R P25 

~ 

し



第4章 調査の記鉢

蚤
'R P72 

lOcm 
L iv!36 

21苦

n
口

qυ

V
1
3
1
 

2

P

P

 

4
1
L
R
 iυcm 

、
/ 

/グ

128 
LM35 

2層
H P88 

告コチソク寄号{土

三，:~r も iM ，'えlOcm 

遺構外出土土器@土製品(5) LiK⑧ 

4
生
内

i



ほコ
t、ー

畑 j

c
剖
一
一
切
吋
べ
刊
は
い
ひ
い
一

-P院
か
民
♂

l
T
h
泌

口
評
判
三
司
せ
定
判
叩

一
出
向
山
町

~ー句、

、ーー"

，-; 
でド

Cl..; 

C己

国[廻
〈日〈河

て.0 :D 
引っ (Yつ 、

F ・1ヲ;7
('V'") .てて
マ輔酋・ トー司， .-唱



第4率調査の記

層
層

。ムつ〕

「
J

ρ

b

つ
リ
リ
リ

り

り
ーし
I
L

136 
L M35 
2情
iミP27

3ぬL-47》
、ばて:P "ζミさ=ニ二壬乙ろえて，:;:..0_

、.、故JJ.-.ふし三J移:ン

→ 
/ 

j 

i!--

戸「リーー一

パ

リ

つ
J

一

T
山

口
t-

L

R

 

L L::Ji:i ※コ「イーソク託子号も110¥，1まJ
11百

日
u
J
R

n
Y
3
 

q
o
O
羽
田
H

1
1
4
7
L
a
i
 ミ之子二/

L 
21P;i 

- 76 -

L ivl36 

llii 
11 P 14 

05cm  

L N:)9 
3 Iさ

巴)

つ九
}

h

心

イ
士
一
什
〉
問
問
1

1
・ょ

L
ソ】



ー

μ
afL〕

(配管穣亨

ぃ……ハ
1
1
H

阪:JS

良Il
lJ7N '1 

I ， ， tS1 

-

凶2

SEトj寸

2S1 

詮，2:

OJ7N寸
必12;
9rlぺ寸

~)I 2: 

9E N '1 
Ol T 
m:o '1 

山門

H
I
Hけ
M
川

いけハハ山川

~)JT 
8E() 

Lt1 。
r
y
l
v
p
 

γVV-1-

円

vv ト.1{ト)(7，
sn ~I Pt:¥1¥) 'J 

γ
1
L
 

L
ド
れ
M
J

甘
Uq-St1 

が11
')，; " 

{汁'1 2t1 
Vt1 

与%f，辛:'-1¥11十4主l十草[ r¥翌日指



ん川川一一刊
9

刀一ハ一川肘
起'iT 
SSヨI付

量i
SS~ l̂J 

SLI 

- 8L 

II¥J 思6l議

U
U

間

引

。

ム
同ハハ
M
川

~l! 1 
R口τll.八1“、

S91 

011 
I'S (J 1ぺ

f 

げ川
ij

一パパ川一
M

註l
ssヨ附
2LT 

u
z
w
T
i
 

ら

:ω
川

μ
長i1 
1吋

iJln 
日':;:cj !，~ 

091 

信!i'， 
9':; ~>{ vへj

山

9S(lれj

r 
パハパハ附

昼!i'， 
9S~ 附

~í'， 
SS~ 附

担(;::

6S1 

g!fi'， 

TSd l̂J 

OL1 

U 
t'1!1 

SS~ l̂l 

991 

F 

口主審



，_.:s: ..._.とこ:ト ζ 土、‘
ミ忍ヱヒ幻 沼j，="co 

と2 吋 ~.~i' 仁川 仲ムコ一一一一寸T
""""'-一~~ーーム』

一{也

c

r日
」

C
H

H

週

定お吋i∞
寸

え~~~
三ζH主ミミコ
IT3克己(D
ul ト4
U汀

王二二二二二主
ー、3
亡.0

部

ω
町一叫

」
岡
部
一
一
引
手
~
一
一
川
一
一
己
陶
芯
同

'"宅?ト4

丞自由亡。

g∞込こミ
主二ゴ

認I ~ ~-一一~~
五--------一、~サ

Cコ

日
の
口
】

トト
離
宮口

豆:



円7;'
、)..!_"¥

に1

Pヘ
モ〉
♂ιJ 

.，.，.=， -"lltヱ
ピザ
判々

で1日

記長

夫

ぷトベフ∞日。
小J ~ ....... 

仁二コとやL

;y  

亡工〉
じ、

σコm
oco 

f(i2 
'-_1 

色台、‘・d

ι‘ 
t、.円υ

1抑，仰嶋

夜1

、も

， 

ひ 1:'J 

u勺 二工
lにつ

L..:..~ 

.--
a詰三

~;: 
一期

I~l 

Cこ〉
びCJ



ぶミミ2](:)
約'1]754 

11奇

直主3
つ]
M
D
 

I
s
-
-勾
」

/
ゐ
会
に
印
μ
F
B

K
勾
&

R
川内

H

2

i

LJ~QC:=フ fi:

旧
日
v
m
r

つ1
J

つ
J

5

つ
山
円
一
層
一

F
i
t
-

i

・

6

A
口
つ
お

1
i
 

日
月

U

第f1ij )立構外出 j'_i立物

一-十

mm

f
 

215 
[¥，1 G52 

218 
!vl G53 

0 5cm  

に
D

寸

3
ム

F
b

つ
山
日
刊
的
H

つ山

。 5cm 

f¥;1 



~'\i al)習穏'=F

n
N
U
 

門
/
U

;?¥ 

;;JU 

E戸Tf
』(/(〕 O
82 Z .'---..__/ 

lf~プたてでど十三:
}可-

..r---... ご一~'".~ィ7j
( ¥ i (<']γ/  
I ) i)  > ./ 

'-..~ー/ y，::¥._一一-----ノ

に/¥J

ilillEE謹

。
i
 
v
ウ
む

丘
ウ
U

E
円

b

AUJ 



《‘f、rフ
. ， ¥ GG心

1 11 

unc， 
~ 

Z
M川

乱闘一

4
4
円
、
」
ρ旬

内
ハ
ハ
ハ
川
ハ
附

長11
9S3l̂J 

長16
J7S31べ

円ら

U 
f，;il (， 

J7SJ附

防車てj二rn村説家出 E袋

S8 -

⑨}g凶骨l)管轄芋 III対韓要因同議

侵11 .一
円… n • • 
G~ .j 1''! 1"'-"-1 _.. L..-1 ~.. _.  

t:172 I 1 
い一

Ill-m 長1z 
9S31ハ1

6t:2 

思1z 
9S 1 1ぺ

@z 

1SJ l̂J 



第 調査の記録

番号 j 出土地点

りIJ KO?~ ?Wi 

91 I K035 31認

92 }CN::1，l :1J~ヨ

93 Ku::l541否

104 Lm5 L扇町九7

105 I L1'37 21(;1 

106 LN35 2TO RP46 

107 ! L1¥135 2層 RP92

108 Ll'vI34 2Ai RP34 

109 L1¥135 21fc7 RP125 

110 LM35 2!iil RP76 

111 LM3621弱RP34

112 LN36 31百

113|LM342層 RP46

114 L038 2層 RP23

115 L037 2騎

116 L1¥1362層 RP90，RP85

117 L1¥1352層 RP104

118 L037 21百RP25

119 L037 2層

120 LP38 2層

121 LL34 2)日RP1

123 LM352層 RP72

124 L1¥1362層

125 LN35 2層 RP93

126 L037 RP:i2 

1:!7 LP;3H RP15 

128 L1¥1352層 RP88

129 L1¥1352層 RP56

130 L1¥1362府 RP65

L1¥136 131 
LN36 2層 RP41

132 LN362層 RP52

133 L035、 L036 層

135 L1¥1;)62層 1{P14

205 MG56 2Jfy 

212 IvIF55・5621'~i 

!口径 (crn)

26.4 

17 .2 

8.4 

11.3-11.8 

18.2 

lI.:!-HUl 

14.9-15.3 

18.0 ! 

18.6 

17.7-18.4 

19.8 

20.4 

13.6 

19.5 

31.6 

33.6 

37.8 

21.0-21.2 

16.8 

23.4 

11.7 

21. 8 

20.6 

19.6 

25.6 

17.0 

9.3-9.4 

20.5-20.8 

8.3-8.5 

18.0-18.2 

:::6.B-29.7 

「d 

Jiま f主化m)

9.0 

H .0 

，1.8 

3.:3 

3.6 

4.4-4.6 

3.7 

3.4 

5.4 

6.4-6.7 

10.2-10.5 

12.8-13.1 

19.2 

13.3-13.6 

9.4-9.6 

3.7-3.9 

7.2-7.4 

(台) 7.6 

(台) 4.4-4.6 
8.7 

(Ei) 4.6 
9.0 

(台

5.5 

B.3 

84 -

最大祭 (cm) 器言i(cm) 雲宇 器f!Ii! 晶凶子}ち， 分類

26.4 (1)1 3.2-4.4 V 1m BI2 

18.4 (!lr;j) (6.4-6.9) v I iゴ11 A 1 

19.5 (il)) 7Mli  v 

1H.2 (11) ::¥.7-4.1 V 1111 A 11 

18.0 (11) 

15.8 (11) 5.5-7.0 V 1111 3 

18.0 (11) 4.9-6.5 v Hll A d つ

19.2 (11下) 7.0 V IIfl A 3 

18.7 (IITJ 5.3-5.8 V 111l A 3 

20.4 (11下) 7.2-7.4 V 11江 A I 4 

20.7 (Ir-y) 6.1-6.6 V lIIl A 4 

13.6 (11 J 3.7-4.2 V 1HL B I 1 

19.5 (11) 5.5-5.8 V ll!l B I 1 

31.6 (11) 8.2-9.5 V 1IfL B I 1 

33.6 (11) (7.5) V ll!l B I 1 

37.8 (IJ) 9.1-9.5 V 111l BI2 

21.2 (n) 4.0-4.3 V !日l BI2 

16.8 (IJ) 5.9-6.1 V 1IfL C I 1 

23.4 (仁1) 5.0-6.2 V llIl CI2 

12.8 (口下) 4.9-5.0 V ll!l D I 2 

21. 8 (口) (7.8) V 台付J[]l A I 1 

20.6 (口) 10.0-10.7 V 台十J1IfL C 2 

19.6 (1二1) 7.7-8.8 V 台付ll!l CI 

25.6 (1二1) 10.3-11.4 V 台付肌 CI2 

11. 7 (腕) I (5.9-6.0) v iヨi口 A 1 

19.9 (胴) I 10.51 v パゴ日 A つμ 

27.6 (屑) 12.0 V ;全日 B 

11.5 (屑) (6.0) V 臼ミlゴ B 1 

14.5 (府) 7.8-8.0 v Uol二1I B I 1 

32.0 (将) 16.7-17.2 V 日リ i B I 1 

12.1 (肩) 9.9-10.3 V 日i口 C I 1 

(4.2) V s.Tl D 1 

(9.6) V 

29. I (川 115M7lw ;梁ド A I 1 

2:::.:3 (JJlfiJ) (18.7) N il~. J] rlつ



第3部 j古車FJ外11¥Iこj宝物

制! 出土地点 主手 器宇1[1 器!移 分~i

1戸:i1n日土 日号 III 

2，+5 ::;142 ソ i'IJj 25.8-27.2 (i~之珂"'斗 1 

24G i 5142 :11:支払 .j1比例し+_?，~ 1 81. n-3J 

247 只14::l 幻 i .r 1jl 設ト(，:~

248 5I544 炉 J}!1: ~jt二 !:.~i;: ミ主主

2:191 山 1 it~S\:}J- i l¥_ 19. ど0.1 2(U (jJjuJ) m! 千二 9 

250 ::;1551 I支式カ'B 没l結}

251 I SI:162 10.7-11.1 5.1-5.2 11.1 (LI) 9.3-10.3 !v æ~，t: C 

252 51562 8.5 2.2-2.6 8.5 (11) 2.8-3.2 W 1111 A 7 

253 5I563 RP1 16.3 7.7-7.9 16.3 (11) 17.1-20.4 m j京鉢

254 51565 波式炉埋設土';'if (35.5) 1Il i?t'!:鉢 9 

255 51570 13.6 (肩) (9.2) !v 正ヒIJ

256 51571 炉型I!設!こ?t:'f 22.1-23.7 (12.0) [[[ i~~ j:i: 9 

257 S1572 11.4 5.7-6.0 13.4 (IJ同) 11.5-12.3 !v ì~~ {jt1内 IE 3 

258 SI572 (31.4) W ii~針ζ E I 2 

259 SI587 RPl 10.5 (15.3) III 治三fイλ 9 

260 S1582 28.6 28.6 (11) (21.2) III r!t~!ñ，本 9 

261 SI567 限式炉J:!J!.設土17if (22.1) III J守主主本 9 

262 SK33 埋土 l二r'f15 3.0 9.2 (胴) (6.7) V ~m 一 E 

263 SK499 Jl!!.::l二 37.2-38.0 38.5 (屑) (31.0-31.3) W 法，~ß:.j;. E 2 

264 SQ220 li'(ii認Tifi 5.8 2.6 10.0 9.7-10.4 W 1]，，11 A 3 

265 SQ294 J:!1!_::1二 14.4 5.3 14.4 (1二1) 9.7-10.4 W 針i E 1 

266 SQ297 3.5 7.2 (IJ同) (5.8) lV ill4、 A I 1 

267 I SQ527 6.2-6. (7.3) I !v 主づ士コz口"一L B I 1 

268 SQ548 12.4 (4f~?i JiJrに~i:L\古11 あり) 12.4 ([1) :1.3 V 1111 D I 3 

271 SRl:18 RP3， RP6 33.2-34‘。 15.0-16.0 34.0 (口) 33.9-34.8 II ~?{~鉢 9 

272 SR619 llJ!.設土器 7.6 5.6-:1.8 8.5 (/J1i1J) 14.3-14.6 !v 11干しjj-~ l 

273 SD620 17.1-17.5 17.8-8.2 (1JIr.J) (8.1) rrr 1架鉢 5 

274 K036 3庖 7 10.5 (IJI司) 8.8 v τ 忠1ご EI4 

5表土器計測褒②
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第4市調査の記;b{，

子雲寺 出 -t j昔話 !~i. lu径 (cmi j怠径 (cm) i滋大径 (cm) I~iljjl 分

276 KN35 21記

277 7.6 (11) 2.4~2.6 W Jl[l A i 1 

~7H 9.0 (11) N I iIiI.八 i

279 L037 2)~ 4.4 (11) 1ト 2.RI N nn 

280 I LN39 2~計 RPS L4~4.6 S.7 (lJ[uJ) つJ.dつつd 口J W A I 

281 LN39 2J["j RP6 I 6_5 (JJH) A 11 

282 I LN36 2}(ri RP 11 36.6 36.6 (11) (l 6.2~23. 7) IV 悩マ1 C 1 1 

283 I LN36 2府 RPll 25.2 5.1-日 25.2 (11) 17.1 -20.8 I N I 深鉢

284 LN39 2層 R1"3!i 24.8-2!i.4 2!i.4 (11) (7.7-9.6) W ロλ CI 

285 LN39 2層 4.4-4.5 (9.3) W r5t~鉢 CI2 

286 LN39 2J百RP31，R1"35 23.0-23.8 6.0 23.8 (11) 18.8-20.1 W li~鉢 CI3 

287 LN39 2)llI R1"31 18.6 6.0 18.6 (11) 17.4-18.5 W r5t~!Îc1， CI4 

288 し039 2Wi RP6 19.6 5.6 19.6 (11) 14.9-16.6 W 1?t~鉢 D 1 

289 LN39 2府 H.P4 24.8-26.5 8.4-8.5 26.8 (JJJ.;J) 23.6-24.2 lV 治t:isヰよ E 1 1 

290 LN40 RP3 37.8 41. 4 (1JIIi]) 37.1 W j栄鉢 E 2 

291 LN37 2層 4.7 4.5-4.8 6.3 (刷) 6.8-7.1 W -一乱U(一 A 3 

292 L039 2~1 2.2~2.3 1.1-1.2 5.0 (JJliij) 6.4-6.5 W 一一~n~ C 1 1 

293 LN39 l-gll"i， LP38 2}fu 8.3-8.5 (5.2) W !H( D 1 1 

294 L039 2Jfi1 RP3 2.9 4.0 10.4 (lJI司) 9.9-10.8 N noll A 1 1 

295 LP37 2層 4.6 2.6 8.3 (lJIitl) 8.3-9.0 W 日ミu A 1 2 

296 LN39 2J弱 5.7 l.2-l.3 9.0 (JJI司) 9.1-9.8 W 臼:11 B 1 1 

297 L037 2層 6.5 l.5 1l. 5 (府) (12.5) W i::i: IJ D 1 1 

298 L038 3層 l.9 14.5 (JJI司) (10.2) W iej二[1 E 1 1 

299 L039 2-b層 5.9 (5.1) I IV 2てい F 1 1 

300 LM36 2fiヰ EP89 18.8 5.0 11Ul (11) 6.1 V Jl[L A 3 

303 LM36 2Jrr! RP35 17.6 3.4 18.0 (11ド) 5.6-6.3 V IlIl A 1/1 

304 LM36 2mi RP61 25.0 7.2 25.2 (1]1マ) 8.0-8.3 V 111l A 4 

305 LN35 尉 EP41 16.7-16.9 6.4 16.9 (1]) 4.3-'1.7 V! 1111 I A 15 

306 上1V1352J習 RP86 2l. 8 ([J下) 7.7-8.0 v/ 111l /Ar~1 

5表土器計測表(玄)

-86 -



第 3 節遺構外出土i立~:írJ

j等号 ul J: 地点 IH壬(仁mJ /i記?壬{仁1Jl) 位大径 (cm) ~ l~ (cm) 訴!怒滋|都!j!お.
::iO白 LP37 33~3.5l 14.6 (11) 3.8--4.5 V JllL 

309 LlVI35 尉 R1'19 17.8 J内 5 17.8 (11) ー司 門i v lllL 

:110 LM35 21M RP:17 22“ リ守 】?】 弓， 7.0 22.5 ([1) ヴ1.ご5~9. ムり V JI旦

:111 LN36 21¥1 23.0 6.5 23.0 (11) I 6 .4 ~8.1 

312 L038 21r1 RP17 ~l. 6 l~ .5 

Ll'vI36 21¥'1 RP19 勺ふつd つム ι l 23.2 (I!) 7.2~7.6IVI Jl立ち]

314 LN:n 2)f'i RP10 25.6 13.4 25.6 i L1) )J.7 ~5.6 V 1111 B I 1 

315 I 21(1 RP4 22.6 14.6~14.8 22.6 (11) :3.5-4.0 V I JlIl iう 2 

316 LN35 21計R1'24 15.5 9.8-10.0 15.5 (11) 4.9 V llll D l 

::ll7 L037 21i1 19.3-19.6 19.6 (11) 8.2-8.9 V 合1.J"IHI B 1 

318 LN34 2n'j R1'25 20.2-20.6 
(台)6.7 20.6 (IJ) (6.3) V 台{司令llIl C 1 

319 L038 2)(1 RP37 17.2 
(，今)3.6-3.9 19.6 (11) 7.9-8.5 V 台付JJIl C 2 

9.5 

320 LM36 21i1 RP89 9.2 ;!Lll'l: 9.2 (11) 4.0-4.1 V 喜本 A I 1 

321 LP:i7 2il'i 16.8 5.5-5.9 16.8 (11) 8.8-9.7 V t本 A 1 

322 LN36 21N RP2 7.4 4.2 7.4 (IJ) 6.1-6.8 V S事 A 2 

323 LP38 RpLll 10.9-11.1 4.5 11.1 (IJ) 7.6-8.2 V 鉢 A 3 

324 LN36 21M E1'27 11.6 2.6-2.8 11.6 (11) 6.7-7.0 V 主宇 A I 4 

325 LM36 2f0 EP61 9.4 1.1-1.2 9.6 (潤) 4.8-5.2 V 鉢 IA 5 

326 L039 2府 EP6 17.3 6.8 17.3 (仁1) 11.2-12.2 V 鉢 A 6 

327 LN35 21日EP19 11.0-11.4 3.2-3.4 11.4 (IJ) 7.0-7.4 V 吉本 A 

328 LL34 2庖 EP10 12.6 丸底 12.6 ([1) 6.7-7.5 V f本 A 7 

329 LM35 2層 EP78 10.7-11.0 6.8 12.4 (周) 6.0-6.7 V 鉢 A I 7 

330 LM33 21吾氏P1 32.8 (胴) (24.9) V 鉢 A I 8 

L038 2層1<.1'14

1…~ 
8‘8-8.9 18.8 (口) 13.1-13.5 V 鉢 B 

332 L038 21長iRP33 10.7 3.7-3.8 10.7 (L1) 8.0-8.7 V 吉本 B 

第 5表土器計測表⑧
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第 4章調査の記諒

J等号 出土泌 }ll.1~ !J径 (cm)I 成径 (cm) 最大経 (cm) 総長代血) ~tf: {.j l~ 分主i

LlJ37 21者1(1-'37 10.5-10.8 4.5-4.6 12.1 (将) 高時-9.0

j41 L037 21滋 11.7-11沿 G .8---G. Y 11.8 ([1) 9.0-9.::¥ v 宇 C 2 

:i4L L上九5 2層伏ド14 11‘。 出‘Vi 11.5 i討) I 11.1-1181 ~ I C I 2 

343 LN:~4 21(ii RP11 15.4 ! <LO~-4.1 ]日 n(}fヨ) 1O，::l-]n，9 

3，14 L037 RP33 12.8-13.6 Jハ.【J 13.8 (Jj::j) 6.5-6.9 4 

345 LN36 21語 11 j， l-1i :3 1白-:3.9 11.3 (l!j 

346 LP38 21語 11.8-12.4 1:).2 UF]) 10.4-10.9 V 長七 ぇ;

347 I LN34 21@ RP24 5.2-5.41 12.3 IJicJ) S.7-7.n V 主 Clfi 

348 LP37 21習 15.n :U-3.9 I 15.0 (仁1) 7.5-7.7 V ~1， CI7 

349 LN35 2Rfi RP54 8.4-8.8 5.1-5.2 8.8 (肩) 4.0-5.6 V i'1' CI8 

350 L037 2層 18.7-19.1 7.0-7.4 19.3 (国) 14.5-15.4 V 鉢 C I 9 

351 L037 2層 9.7-9.8 6.7-6.8 10. 2 (li~j) 5.2-6.5 V 鉢 C I 9 

352 LM35 2層 RP9 11.2-11.7 6.4-6.5 11.8 (府) .3-7.5 V 針L C 9 

353 LP37 3)IN 11.8-12.2 7.1-7.6 12.4 (尉) 6.1-6.6 V 長十i C 9 

354 L037 2)冒 13.4-13.7 4.4-4.5 13.9 (肩) 6.5-7.0 V S本 C 9 

355 LP38 2層 15.0-15.4 8.3-8.7 15.7 (肩) 10.9-11.3 V IJド C 9 

356 L038 2)冒 8.0 3.7 8.1 (科) 6.2-6.5 V 主本 C 10 

357 L038 21習RP5 10.0-11.0 4.8-5.0 11.1 (屑) 5.9-6.6 V 針L C 10 

358 L037 21冒RP37 13.6 5.2 13.8 (肩) 5.4-6.6 V 鉢二 C 10 

359 LP38 2層 12.7-13.3 6.0 13.3 (IJ) 7.7-8.5 V 会主 C 10 

360 LM35 2層 RP87 14.2 8.6-8.7 14.4 (屑) 10.3-10.4 V を本 C 10 

361 L038 21IN RP45 13.6-13.8 6.4 13.9 (肩) 10.2-11.2 V 金1， C 10 

362 LP38 2層 17.0-18.5 6.6-7.0 18.6 (府) 11.5-12.0 V C 10 

363 L035 2層 10.6-10.7 5.7-6.2 10.8 (肩) 5.2-5.7 10 

364 LN34 2)選RP17 10.7-10.9 2.8-3.1 11.0 (屑) 4.9-5.2 V 長t， D I 1 

365 L038 31冒 12.6-13.1 13.2 (屑)

I 366 I L]¥[::17 2層氏自 13.2 I 15.5 一13.6(j一poi、1 10.3-10.7 i V i 五i1・

367 LP38 21習RP15 13.2 5.2-5.3 14.2 (腐) 13.6-13.9 V 鉢 E 1 

368 L037 RP31 8.9-9.3 3.9 9.6 (肩) 6.2-7.1 V 会1， E 2 

369 LM36 2層 12.2 (台)4.0 12.2 (仁1) 8.3-8.9 V 台付f本 A 11 

370 LN35 2層 RP8 14.4 (台)6.1 
14A (Ll) 8.8-9.9 V 合十H本 A 2 6.2 

371 L037 2層 13.8 13.8 (Ll) (7.8-8.2) V 台{サ針i A 。η 

F
同
J
U

88 -



前'3昂j J立構外出 j--jfithj 

委号 i rH þ.主 JI;~~ 1-1径 (crn) I li是認 (crn) 最大技 (crn) i器!伝i締 i
J q 庁tQ L L037 同 1~ 自

(了、14ih6j44740 7 1:1.7 五!J 9.9-10.2 i V I fi!.jι1L B l 

LM34 2 '¥4 RPl:; if'hii本

374 i L031-i 21討RP44 ii;j一二七

375 19.3-19.o V I fi1.j鉢

:mi L!VI34 21(，1 Rl<1H 12.1 
(了i) 12.1 (11) 10.6-11.8 V 子?付-@1; C 1 2 

377 21i1 RP46 斗(j 10.2 (れ} iO.3 V I fi付鉢 CI3 

378 LM35 2](1 RP53 15.6 
(iLiI 

16.8 (Jij) 15.6-15.8 V 台 1 .J- ~f C 1 4 

3791 Uv口521村氏P8 15.8 15.8 (11) (14 .(J-14 .31 V 1 rモii十鉢 CI5 

380 L038 21討RP24 18.6 19.0 (財) (14.2) V 台付鉢 D 1 1 

381 LM35 2N1 RP123 10.6 11.1 (ftii 8.9-9.2 V fI小J'鉢 D 2 

382 LM35 2肘 RP1 12.2-12.6 日(fi) 4.9 13.8 (科) 11.8-12.3 V 台イサ鉢 D 2 ;i-6.4 

383 LN36 21N RP56 (台)3.8 8.5 (財) (5.9) V 合付鉢 D 2 5.9 

384 LN35 21討RP39 12.4-12.9 (台)5.3-5.4 
13.2 (伺) 13.1-13.7 V 子;付吉本 。3 7.2-7.3 

385 L036 2J1'1 RP47 10.7-11.0 (台)4.1-4.3 11.0 ([ 1) 11.3-12.1 V 合付吉本 E 1 5.7 

386 L036 2陪iRP9 13.8 
(台)

14.2 (肩) 8.1-8.4 V 台十!鉢 F 1 1 

387 LL35 21同RP14 15.6 (合)4.6 16.0 (伺) 11.0-11.4 V 台付金j;. FI2 8‘2 

388 LP37 31脅 6.7 
(台)2.0-2.1 6.7 (1]) 6.3 V 台付鉢 FI3 4.2 

389 LP38 21百RP8 (台)7.7 21.8 (屑) (21. 6) V 台付鉢 G 1 1 10.5-10.9 

390 L038 21fy RP49 14.1-14.4 5.6-6.0 14.4 (口) 13.2-13.9 V 深鉢 A 1 1 

391 LP38 21習RP5 11.3-11.6 5.6 12.6 (屑) 12.9-13.5 V 深鉢 B 1 1 

392 LN36 2層 RP43 11.8-13.5 5.8-6.3 13_ 5 (lJ問) 16.4-17.7 V 深鉢 B 2 

393 LN34 21留 RP25 14.4 7.0-7.2 15.4 (胴) 16.1-16.6 V 深鉢 BI3 

394 LN35 2層 RP69 30.2 30.2 (1]) (18.8-19.0) V 深鉢 BI4 

395 LP38 2層 RP21，RP35 23.0-24.1 12.8 (屑) (21.0-21.7) V 深鉢 C 1 1 RP43.RP44 

396 L035 2層 RP9.RP10 30.4 30.4 (r:I) (16.8-17.4) V 深鉢 CI2 

398 LM34 I<P:1 1日4 16.4 (口) (10.1-10.4) 、J i業鉢 C 1 11 

399 LM34 21百RP13 22.4 23.0 (肩) (14.4-14.5) V 深鉢 CI5 

400 L038 2層 RP50 8.3-9.0 3.6-3.7 9.0 (口) 8.7-9.5 V i深主主 D 1 1 

立
.
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第 4言者 調査の記銘

番号i 出土地点 |時(側| !長径 (cm) 最大径 (cmi 漆高 (cmii 1洋|接持

.iu，l I LIvI3.1 2府 RP33 22.0 6-7.9 22.0 25.1 V 

405 LN36 再RP35 6.8-7.0 (:¥0.5) v i染鉢 DI2 

406 L037 21ifi RP1 12.5-13.5 5.7.-5.9 1:3.5 (11) 1 1. 3-~ 11.8 v 

407 UvI3S 2)再RP7S ?ユ-7.8 24.2 (lJ/"J) 28.8-29.7 V 1来事本 D / 4 

4りH LP::l7 21り 29.8 29.8 ! 11) (11.2-12.0) v 深鉢 E I 1 

409 LN36 '2li1 RP19 16.1-16.7 17 (JJ/f~ ) .8-18.8 v 点主主本 ! ε ソ】

410 L035 2層 RP2 10.0-10.2 6.6 12.0 OJ/iiJ) 14.6-15.2 v 深鉢 E 
341 1 

411 Ll¥!135 21音RPS 11.2-13.0 5.6-5.8 1:U!)/ju/l 15.()-Ei.H V 戸長会~ E 

412 LL37 21ill RP4 14.0 .0-7.1 14.7 (}JIi心 19.1-20.0 v 深主l' E I 5 

413 LN35 21百RP14 25.0-25.5 26. 8 (IJI~J) (32.7-33.2) V r4~鉢 E 

414 LP38 2層 RP6 8.り-8.5 4.0-4.1 9.4 (胴) 9.3-9.7 V 1~~鉢 E 

415 LN36 21臼RP34 11.2 4.8-4.9 13.2 (lJIiij) 18.1-18.3 V 深鉢 E 

416 LP38 RP28 13.4-13.7 6.0-6.1 14.1 (IJ阿) 15.2-15.7 V j来鉢 E 6 

417 LiV日52層 RP133 14.3-15.0 7.0-7.2 15.0 (1JIfiJ) 16.2-16.8 V 深長j~ E 6 

418 L037 21母RP19 16.1-16.4 7.0-7.1 17.2 (!J同) 17.1-18.3 V i~~鉢 E 6 

419 LN37 2層 RP2 23.0 6.8-6.9 23.6 (lJiff]) 23.8-24.1 V i~ミ鋭、 E 6 

420 LN35 2層 RP92 21.2-23.3 8.4 23.8 (胴) 25.1-26.7 V 深鉢 EI6 

421 LP37 21言 4.9 2.4 5.1 (lJI6]) 4.1-4.2 V i架鉢 E 7 

422 L037 21習 3.8-3.9 5.5 (IJIn]) (3.4) V 写士 A I 1 

423 L038 31国 5.5-5.8 (lO.5-HL3) V 宜:5lI A I 2 

424 L038 3層 1.6 8.2 (JJ同) (7.7) V 2τ~v. A 3 

425 L038 2層 RP13 2.5-2.6 9.7 (胴) (8.7) V 1士主;}: A I 3 

426 L037 RP36 4.0 2.9 9.9 (iJ同) 10.8 V 口ー叫立ロJ 合 A I 3 

5表土器計測表⑦
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第3節遺構外出!こL遺物

j番号 Hl J: 地点 IJ径 (cm) 1Jf.後 (cm) 最大径 (cm) ~i白j (cm) i洋 (.if綬 器J[;分類

4:-l6 L037 21¥1 8.2 10.4 (11M) 自 0-8.1 v τ'ifP: EI4 

437 LP37 肘 8.2 5.8 ]].9 (111，]) 11.2-11.7 v ~ii E I 4 

43tl LM36 21N RP23 4.2-4.3 9.4 (!JI'ij) (10.3) V '工コE金ロZマZ F I 1 

439 LN35 2R1 RP25 6.3 13.2 (日付) (12.6) v 宮士E F I 1 

440 LL33 21百IU'l:Z 7.5-7.8 円iJn~円i.Jー 12.2 (Jjl，]i 13.2-B自 V 一!iτ~: FI2 

441 LN34 21討 4.5-4.8 9.8 9.7 v 2τi去Eゴ FI2 

442 LP38 21¥1 RP10，RPl1 12.0-12.4 8.6-8.7 20.4 (IJI';]) 26.7-27.4 V !ill G 11 

443 L035 2肘 RP1 10.6 18.7 (111，]) (23.5) V r旦己r G I 1 

444 LM34 21N RP24 7.0-7.1 14.0 (!JliiJ) (18.8) V rコ必"'ず二ア G I 

445 LP38 RP13 7.5-8.5 6.9-7.0 12.2 (日|司) 15.7-15.9 V Eτw. G 2 

446 LP38 2)¥'1 7.8-8.9 6.2-6.6 14.7 (!JI司) 7.1-7.8 V 2τI"P- G 2 

447 i LM35 21行 RP84 4.6-5.0 3.5-3.6 i 5.7 ¥i)i，j) O.O-:J.U τv 
l … 

G Z 

448 LP37 21M 7.1-7.:i 3.9 7.3 (IJ) 17.6-17.8 v 主τ1主~ 日 1

449 L038 2肘 RP35 6.0-6.4 5.tl-6.0 8.3 (!J同) 8.7-9.3 V 宜士E H I 1 

450 LM35 21M RP137 5.6-5.7 6.9 (JJlfiJ) (8.2) V 宜廿~ナ H I 1 

451 L037 RP34 9.8-9.9 6.4-6.6 11. 7 (!J同) 18.7-19.4 V ?τ~ 守4 H I 2 

452 LP38 21討 6.5 4.2-4.3 8.7 (JJluJ) 8.8 V 宜士E 1 I 1 

453 L037 21討 6.3-6.8 5.6 7.9 (JJI，]) 9.1-9.7 V 宜E 1 1 2 

454 L037 2府 5.9 5.0-5.2 8.4 (銅) 9.2-9.3 V 宮士E 1 I 2 

455 LM35 2)¥* 7.8-7.9 6.2 10.7 (lJI，1) 11.5-]1.9 V 宜士E 1 I 2 

456 L035 2層 RP13 8.1 17.0 (JJ同) 9.2-9.3 V 注口 A l 

457 LN36 21認RP24 8.6-8.8 14.8 (屑) (7.8) V 註:'.1::1 B 1 1 

458 LN36 2/討RP21 3.4-3.6 16.2 (屑) (6.5) V 注仁! B 1 1 

459 M160 2層 31. 0 31.0 (口) (26.3) III 深鉢 6 

460 MH5621百RP1 8.8 (21. 3) N i約半 BI2 

462 MF57 3府 3.9-4.1 10.1 (腕) (7.1) N 2τ~ A 11 

463 MF56 21習 7.2 8.0 (IJI司) (4.6-4.9) W 百包 A I 2 

464 MF56 1層 4.8-4.9 12.4 (lJI司) (8.7) W 一h古i土， B I 1 

465 ME54 21W 4.1 1.3 7.3 (胴) 8.9-9.4 W 5士Jli: C I 2 

466 MF57 11夜 (6.0) W qづzゴ E I 1 

第 5 表土器計~!!Ij表⑧
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第 3節遺構外出土遺物
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第3節遺構外出土造物
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第 4章調査の記録
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第 4章調査の記録

剥)十 グリヮド 個数 グリ川トー 1t司数

グリッド 11，'il数 L039 296 MF55 79 
KM32 217 L P:-l6 :101 MF56 258 

KM33 64 L P37 1，177 MF57 90 

KM34 18 L P38 547 lVIF58 61 

KN33 128 L P39 19 lVI F59 89 

KN34 177 L P41 つ白 I¥1F60 9 
KN35 214 LQ37 87 I¥1G52 14 

K035 294 LQ43 つω lVIG5:i 75 

K036 136 L S50 5 MG54 46 

K037 47 L S51 2 lVIG55 74 

K P36 32 L S52 17 I¥1G56 92 

K P37 159 L T49 16 MG57 63 

KP38 20 L T50 39 I¥1G58 27 

LG43 10 L T51 41 I¥1G59 9 

LH43 9 L T52 15 MG60 2:1 

L 143 15 L T53 9 lVIH54 d つ

L J 34 -ム3 I¥1A51 24 lVIH55 8 

L J 35 15 I¥1A52 26 MH56 17 
I L ~ 37 I 2，1 IIlVIA53 ! 22 JVIH57 2 
L j 38 i 3 i i ivl A 54 i 20 i6 11?v111581 e11 

L J 39 45 MA55 33 MH59 16 
L J 40 MB50 lVIH60 37 

L J 4:1 1 孔，1B:=i1 27 MH61 11:1 

LK35 15 I¥1B52 16 lVI 1 54 5 

LK36 3 I¥1B5:-l 10 M 1 55 5 

LI三37 IVIB54 5 10 

LK38 25 前 B55 53 1¥1 1 57 13 
LK40 I¥1B56 44 1¥1 1 58 7 
L L32 10 I¥1B57 14 1¥1 1 59 12 
L L33 107 I¥1C50 4 M 1 60 8 

L L34 134 I¥1C51 43 M 1 61 28 

L L35 166 I¥1C52 10 制 162 22 

L L36 91 I¥1C53 33 1¥1] 61 10 
L L37 39 I¥1C54 44 þ.l~1I起正[剥 J\-

L L39 MC55 35 グリヴド 1~占!数

L L41 lVIC56 46 K036 
L L42 I¥1C57 39 LH35 

L L43 I¥1C58 8 L L35 
LI¥133 61 MD51 58 LN35 

LI¥134 603 I¥1D52 28 LN36 

LI¥135 910 I¥1D53 33 LN37 

LM36 564 I¥1D54 29 

己iけ分グ刊主割リ4ッ主傑:i2 一ド

1 

LI¥137 55 I¥1D55 38 
LI¥138 41 I¥1D56 33 
LI¥139 24 孔1D57 45 
LI¥140 88 I¥1D58 61 KI¥133 
Ll¥官/141 1¥1D59 1ムつ】 K}J33 

LlVI43 62 I¥1E50 19 KN34 

LM44 I¥1E51 14 KN35 

LN34 236 ME52 34 K035 

LN35 920 ME53 39 K036 

LN36 957 I¥1E54 54 KP36 

LN37 :3:37 ME55 78 KP37 
LN38 16 ME56 L J 35 
LN39 336 ME57 ]01 L J 39 
LN40 100 ME58 82 L L33 

L03'1 i3 ME59 64 L L3，j 

L035 209 MF51 11 

L036 974 MFS2 70 L L:3抗

L037 
蹴 llMm 85 

LlVI34 
L038 803 孔/IF54 112 LM35 

第 6表 そのf琶の石器出土分布表② 2層以下

-116-



世
ω
問
司

協
議
、
ナ
E
h庁
出
雲

石 苦1 l現j
在E

石 若是 I縫 石 器 1にIrI

正[ ピ 主従 秒T 乃二 {放 J~ 石 員等 :JT f~告 I政 擦 蔭 [111 ;石 石 石 京iJ 正ヨ 手1- 円 争IJ m 平[ 1こ入1 うf 千二I rlJ] 河やノ川じミ、、

日7 コ二 Pi 次
打

孝司 舟E瓜生

1m ス 元三 :伏 干し f1111 
:tle ~~ ~ 高It )1ラ 生日 製

ffili 
痕

二仁
状 じη

痕
コ二 11; 守L σ〉 中止 石 じっ 石 答日 干し

L σ3 

ス ;JT ;{ミ
あ

七五
石 石 あ 石 石 石 あ

:'f 干1 !JÞ~ 製! 宅ヲD 剥る
製 るる

剥 石 会リ
;tthdt -

幼主 ~it 苦手 百口i子 ニL Eロe;レ 7ロe;レ 号主 )4- 器 錘 斧 斧 器 器 石 石 石 石 16監 1m 9iU 十李 草壁 |仮 iに1igI 11二" 核 対日 {官長 [i~~ 

lili: j 内 11 81 16 1 31 18 122 66 4 I 151 23 l ムr、 2011，755 '1312，115 8 2，123 

K 2 1 l 11 L3 8 7 2 3 131 323 141 389 5 394 

1;( 1129 201 n i 111 49 541 605 396 3 7 3 11 13 3 191 11 I 11 22 l l 41393 12.534 61 537 14.904 122 1 2115，029 

中央指11 11 21 15 11 11 23 131 1:35 59 l 2 1 9 9 5 2 1 3912.298 11 96 2.734 60 2.794 
.Ud 
間 M 1;( 1 27 81 15 40 2 51 91 231 483 248 6 I l 421 32 1 5 8 リつ l 7016，480 71 259 7.850 54 217，9H 

1 1ti9 :301 10，1 58 31 17 164 911U36 711 4 15 4 11 15 3 771 54 21 11 35 4 l 1 1 41 515 21，635 141 906 25.884 241 l 
ト一一一一

b'，¥' K l 3 6】? 1 1 2 71 40 36 2 1 I 171 11 6 7611.506 11 53 1.767 40 l.807 

1;( 1105 201 100 12 211 50 511 567 228 4 8 11 12 11 83 75 I 51 42 1 1 31 235 1l，249 91 423 13，307 90 I 13，:198 
)将
r:IJ '.た ms l l I 11 .lO 3 1 2 21 149 81 179 179 

タト .k~L 

rvI ド~I 11 31 2 11 57 131 2:31 71 21 1 2 1 501 30 1 2 つ“ 2013，100 7313，710 21 
トー一

~ìj-I 118 291 106 '13 21 23 110 721 848 338 61 1 12 21 14 11 151 118 2 51 50 E“ Y 1 l 31 333 16.004 101 557 18.948 151 i 19.101 
ト一一一

判210287 101 51 40 274 163 2，{唱41.049 101 1 27 61 15 15 3 11 228 172 41 16 85 6 2 2 71 848 37，639 2411，463 4<1.332 392 2 4145.236 
一一一ー-Lー一一 ー

IliJ 1 2 つ~ 3 3 21 38 22 7 3 141 607 261 734 10 11 745 

AZこ:、 三j-I300 119 61 46 295 165 2，i:44 1.137 101 1 31 61 15 16 3 11 250 198 41 17 87 6 2 2 l 71 882 40.001 2411，532 47.681 ，no 2 5148.104 
」一

ト 4

ト4

-J 

器種別・地点別石器類出土数一覧表第 7表



第 5章残存脂肪分析

桂の沢遺跡の配石遺構に残存する脂肪の分析

(伸ズコーシャ総合科学研究所 中野寛子、明瀬雅子

長田正宏

帯広畜産大学生物資源化学科 中野主主男

動植物を構成し義いる主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂

肪=油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、、庄力、水分などの物理

的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっ

ても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で、遺存するのは、地

下水位の高い低地遺跡三理炭遺跡ミ貝塚をrご<~_[られた場所にすぎないと考えられてき竺 5

最近ィ ドイ、ソ新石器時代後期にノ〈ター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約2

千年前のトウモロコシ種子、約5千年前のハーゼルナッツ稜子に残存する脂肪の脂肪酸は安定

した状態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態

で千年・万年といっ長い年月を経過しでも変化しないで遺在することが判明した。

脂質は有機j容媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによ

って誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なク

ラス(種)が脂肪酸であり、その種類、合最ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素

の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもっ不飽和型がある。動物は炭素数の

多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに回

有の脂肪酸を持っている。 λテロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性の

ものはシトステ口ール、微生物はエルゴステロールというように動植物に間有の特徴がある。

従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれと

を比較することによって、自に見える形では遺存しない原始古代の動植物を判定することが可

古色である。

このような出土遺構 s 遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法J という。こ

の「残存脂肪分析法」を用いて桂の沢遺跡から出土した配石遺構ーの性格を解明しようとした。

上土壌試料

秋田県北秋田郡森吉町に所在する桂の沢遺跡から出土したSQ547配石 を分析し
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l.土壌試料

た。桂の沢遺跡からは縄文時代前期と後期のものと推定されている遺物が出土している。配石

遺構内外の土壌試料採取地点を第58図①に治す。試料NO.lは遺構内西寄りの下部、 No.2は遺構

内北西寄りの下部、 NO.3は遺構内北東寄りの F部、 No.4は遺構のはほ中央底面直下の地山から、

各々土壌試料を採取した。

残存脂肪の抽2 " 

クロロホルムーメタノール (2: 1)混液を加え、超音波浴土壌試料643~977 gに3

槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理放をj慮過後、残j査に再度クロロホルムーメタノ

この操作をさらに 2回繰り返して残存脂肪をール混液を加え、再び'30分間超音波処理をする。

クロロ抽出した。得られた全抽出溶媒に 1%塩化ノ〈リウムを全抽出溶媒の 4分の l容量加え、

ホルム層と水層に分配し、下)留のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を第 8表①に示す。抽出率はO.0008~0. 0195%、平均0.0098%であった。

この値は全国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率O.OOl O~O .0100% 

の範囲内のものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されて

このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグし，t..こ。

リセロール(トリグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化

水素も存在していた。

残存脂肪の脂肪酸組成3 " 

メタノー分離した残存脂肪に 5%メタノール性地酸を加え、 125
0

C封管中で2時間分解し、

エチルエル分解によって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサン

15) を展開催媒とするケイ酸薄

で分析した。

またはヘキサンーエーテル (851 ) ーテルー酢酸 (80: 30 

層クロマトグラフィーで精製後、ガ、スクロマトグラフィ

このう残存脂肪の脂肪酸組成を第58図②に示す。残存脂肪から10種類の脂肪酸を検出した。

(010-')¥ ""7 
¥0l0.ムj、/ちバノ1--'ミチン駿 (C16:0)、ステアリン酸(C 18:0)、才レイン酸(C18:1)、1)ノ

ラキジン酸 (C20:町、エイコサモノエン酸 (C20:1)、べへン酸 (C22:0)、エルシン酸 (C22:1)、

した。よりグノセリン酸(C24:0)の9種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー

各試料中での脂肪酸組成パターンを見てみると、遺構内の試料NO.1~No. 3が同一パターンを

このうち炭素数18までの中級脂ンを示した。示し、遺構外の試料No.4はそれらとは別のパタ

みると、遺構内の試料治 1~No. 3で1土主要な脂肪酸は/りレミチン

ステアリン酸の}I堕に多く分、布していた。 遺構外の

Q
札

1
2
2み

3
1
i
 

肪酸の分布割合について
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第 5章残存脂肪分析

試料No.4も主要な脂肪酸はパルミチン酸で約40%分布し、次いでステアリン酸、オレイン酸の

)11買に多く分布していた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年

月の関にオレイン酸、リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸が生成

するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。ステア 1)ン

酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。また、オレイン酸の分布割合も高いも

のとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、茎、種子に

多く分布するが、動物脂肪の方が分布割合は高い。リノール酸は主として植物種子・葉に多く

分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素

数20以上のアラキジン酸、べへン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計含

有量が遺構内試料No.1 ~No. 3 で約39~47%、遺構外試料No. 4で約20%であった。通常の遺跡出

土土壌中でのアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセ 1)ン酸の高級脂肪酸3つの含有量は約 4~10% 

であるから、すべての試料中で高級脂肪酸は多く含まれていた。特に、遺構内の試料中での高

級脂肪酸含有量は非常に多いといえる。中でも試料No.1とNo.2ではリグノセリン酸が約22

~24% と、非常に多く含まれていた。リグノセリン酸は高等動物組識の中でも神経組織、特に

脳に特徴的に多く含まれる脂肪酸である。また、オレイン酸含量が若干多くはあるが、今回の

ような遺構内試料が示す谷状の脂肪酸組成パターンは試料中に高等動物の脂肪が残存している

場合の典型的なものである。

以上のことから、桂の沢遺跡の遺構内外では脂肪酸組成パターンに明瞭な差異があり、特に、

遺構内試料中では高級脂肪酸含量が非常に多いことから、遺構内に動物遺体が存在していたと

推定される。遺構外試料中でも高級脂肪酸は通常の腐植土中よりもかなり多く含まれており、

この位置にも動物遺体が分布していた可能性がある。

仁残存脂肪のスチ開ール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1) を展開溶媒とするケイ

酸薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸化1)を空雲気流下で反応さ

せてアセテート誘導体にしてからカ、、スクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なス

テロール組成を第581~1③に示す。残存脂肪から 15~211主類のステロールを検出した。このうち

コレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、スチグマステロール、シトステロール

など 7種類のステロールをか、スクロマトグラフィ一一質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは遺構内試料.No.1 ~No. 3で約

10~12%、遺構外試料No.4で約15%分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロ
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4.残存脂肪のステロール組成

ールは 4~8%分布している。従って、すべての試料中でコレステロールは通常の植物腐植土

中で見られるよりも多く含まれていたといえる。

植物由来のシトステロールはすべての試料中で、約12~28%.分布していた。通常の遺跡出土土

壌中にはシトステロールは30~40%、もしくはそれ以上分布している。従って、試料中のシト

ステロール含量は少ないといえる。特に、遺構外試料No.4で約12%と少なかった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料

中でカンペステロールが検出されず、スチグマステロールが約 4~5%分布していた。通常の

遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは 1~10%分布している。従って、

試料中に含まれている植物性ステロールは、通常の遺跡出土土壌中でよりも少なめといえる。

微生物!出来のヱルプステロールはすべての試料中に約2~3%分布していた。これは土壌徴

生物の存在による結果と思われる。

11甫乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、いずれの試料からも検

出されなかうた。通常コプロスタノー/しが10%以上含まれていると、試料中に残存している脂

肪の動物種や性別、また遺体の配置状況などが特定できる場合があるが、今回はコプロスタノ

ールが検出されなかったため、それらの判定はできなかった。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土墳

で0.6以上、土器・石器・右製品で0.8~23.5をとる。試料中のコレステロールとシトステロー

ルの分布比を第8表②に示す。表からわかるように、分布比は遺構内試料No.1 ~No. 3 で0.35~0.

58、遺構外試料開o.4で1.25を示した。試料No.2は分布比は0.6以下ではあるが0.6に近く、試料

No. 4と共に動物遺体が存在した可能性がある。

以上のことから、試料中に含まれているコレステロー らはすべての試料に、コレステ

ロールとシトステロールの分布比からは配石遺構内には動物性脂肪が残存していることを示唆

していた。

上指肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重函帰分析により各試料聞の相関係数を求め、この

相関係数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料開の類似度を調べた。問時に自己石遺1蒋が

ることを想定して、出土土墳を と判定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児

埋葬用窪棺と判定した静岡県原川遺跡、向じ秋出県内の虫内 I遺跡、ヒトの体脂肪、出土土壌

と判定した宮城県摺萩遺跡:、人間の骨油試料など、各種遺跡試料や現生試料に残存す

る目別方面全の類似、j支ともよt較した。

各試料開の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にし した代表的な樹状構造図を第58図
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第 5章・残存脂肪分析

④に示す。図からわかるように、桂の沢遺跡の遺構内試料No.1 ~No. 3は相関行列距離0.05以内

で互いに大変よく類似していた。これらの試料は虫内 I遺跡の試料の A部と共に相関行列距離

0.1以内でA群を形成した。虫内 I遺跡の他の試料は単独で、B群を形成し、 A、B群は相関行列

距離で0.15以内の所にあった。桂の沢遺跡の遺構外試料No.4は原川遺跡、寺田遺跡の試料と共

に相関行列距離0.1以内でC群を形成し、これらA、B、C群は相関行列距離0.2以内の所にあ

り、互いに類似していた。他の対照試料は D 、 E群を形成し、 A~C群とは相関行列距離でO.

2以上離れており、類似しているとはいえなかった。

以上のことから、桂の沢遺跡の遺構内外の試料はヒト遺体を直接埋葬したと推定した遺跡試

料に類似していることがわかった。

L 脂肪酸組成による覆特異性椙関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から

炭素数日のステアリン酸、オレイン駿、リノール駿まで)と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジ

ン酸以上)との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との兆をY軸にとり種特異性相関を求

めた。この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、

臓器等に由来する脂肪、第 1象限から第 2象眼の原点から離れた位置にヒト胎盤、第 2象限の

原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨1EEIに由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限

から第3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象根

から第 4象限に移る原点から離れた位置に海産動物が分布する。

土壌試料の残脊脂肪から求めた相関図を図58図⑤に示す。図からわかるように、遺構内試料

NO.l ~No. 3は第 1象限内の広い範囲に分布し、 A群を形成した。 遺構外試料No.4は同じ第 1象

限内のY軸に近い位置に分布し、 C群を形成した。これら両群の分布位置は試料中に高等動物

に由来する脂肪が残存していることを示唆している。

上総括

桂の沢遺跡から出土した配石遺構の性格を判定するために、遺構内外の試料中の桟存脂肪分

析を行った。残存する脂肪般分析の結果、試料中にはパルミチン酸が主要な脂肪酸として分布

しており、高級脂肪酸含量は遺構内試料中で特に多く、すべての試料中に動物遺体が存在して

いた可能性があった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、クラスター分析では桂の沢遺跡の試料はヒト

体を直接埋葬したことに関わる試料と類似、していた。また、税特異性相関からもすべての試料

に高等動物由来の脂肪が残存していることがわかった。
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7.総括

残存するステロール分析の結果、すべての試料中で、動物性コレステロール含量が一般腐植

土中でよりも多く、試料No.2とNo.4ではコレステロールとシトステロールの分布比も0.6以上

で、高等動物遺体の存在を示唆するものであった。ステロール分析に関しては、遺構の中央底

面直下の試料No.4の方が動物遺体の存在を示す高い値をとっていた。

以上の成績から、桂の沢遺跡から出土した配石遺構はヒト遺体を直接埋葬した土墳墓である

可能性が高〈、特に、試料No.1とNo.2採敢地点付近にヒト遺体の頭部が存在していた可能性が

ある。遺構外の中央底面直下の試料中にも高等動物の脂肪が残存していることから、遺構底面

の確認面の下にまで分布していた。より正確なヒトの判定には脂肪酸分析とステロール分析の

他に動物種特有の抗原抗体反応を用いた免疫試験が必要で、ある。
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第 G章まとめ

仁遺物について

①器面全面に爪形文を施文する土器

第 I群 1類の爪形文土器は、文様は盛岡市大館遺跡群や青森県鴨平遺跡で出土した草創期の

爪形文土器に似る。しかし、胎土・焼成の感じは早期貝殻沈線文土器に酷似する。草創期の土

器はやや砂質で薄く、焼成が良好で硬質感があり、色調は褐色を呈する。本遺跡の爪形文土器

はきめの細かい粘土を用い、微砂を少量含むが、ザラザラした感じはしない。色調は明黄褐色

~寅澄色で、器表面は強く水洗するとしだいに溶けて白濁する。県内では草創期の爪形文土器

は飛鳥平遺跡、岩瀬遺跡の 2例が知られているが、いずれとも類似しない。一方、早期の貝殻

文土器の中には、白浜式やムシ 1)1式にみられる刺突文の中に、工具の他、爪や指頭、押圧によ

るものも散見きれる。白浜式の中には胴部下半まで生体の爪による刺突が施されるものが青森

県館平遺跡、千歳遺跡(13)等で出土しており、それらとの類似点も認められる。このようなこ

とから、本類は、現段階では草創期爪形文土器とするのは跨跨せざるをえない。白浜式期から

ムシ 1)1式の頃の貝殻文土器に伴う土器の可能性もあると考えられる。類例の増加を待ちた

し'0

②前期前葉の大木式土器

第II群 5類、 6類は大木2a式、 8類は大木2b式に特徴的な文様の施文された土器で、米

代)11流域では類例のないものである。茂屋下岱遺跡の報告書では大木2a式らしき土器片が出

土した旨の記載がある。写真で見ると不整撚糸文の施文された土器のようであるが詳細は不明

である。茂屋下岱遺跡と同様に、桂の沢遺跡では、問じ区域で北東北でも編年の不明確な撚糸

文土器や縄文土器も出土しており、円筒下麿式以前の貴重な資料群といえる。尚、本遺跡に次

いで、平成5年度の発掘調査で鹿角市天戸森遺跡から大木 2a式の深鉢が出土し、胴部下端か

ら口縁部まで復元された。今後の発掘調査や過去の出土資料の再整理等によって、米代)11流域

でも前期大木式土器の出土例が増えることが予想=されるむ

③茂屋下岱式の共伴資料

S R158土器埋設遺構で1土、茂屋下岱式土器群の、器形、文様、大きさの異なる 2種類の土器

が共伴した。茂屋下岱式、深郷田式、円筒下層 a式、 b式の各時期では、良妊な一括資料がな

く土器型式研究の障害となっているが、本例は、器形や大きさのセット関係も考慮に入れて該

期の土器型式を把える必要性を換起する資料として貴重で、ある。

④円筒上層 c式の共伴資料

「「
Uつ山



第 6主主 まとめ

円筒上層 c式でも S142竪穴住居跡で、形態と文様の異なる 2種の土器が共伴した。③と同

様に円筒土器の確実な共伴資料として重要である。

⑤後期後葉の土器群

LN39、L039グリッド付近で出土した「十腰内lV群J類似土器は、器形と文様が異なる土

器が近接してまとまって出土した。これまで、南東北の商の浜式に並行する土器は、北東北で

は青森県と岩手県で、は遺構を伴って豊富に出土していたが、秋田県では少なかった。これらよ

りやや古い時期の共伴資料は中小坂遺跡から出土している。桂の沢遺跡出土土器はそれに後続

し、寝付き土器に先行する土器群として、秋田県では貴重な土器群である。

⑥晩期中葉を主体とする多量の土器

県北の米代]!i流域では、これまで晩期前葉の土器が大量に出土する遺跡や、遺構が集中する

遺跡は数筒所知られていたが、晩期中葉の資料がこれほどまとまって出土した例は少ない。 L

区、 K区とも「捨て場」と考えられる包含層中からの出土である。出土土器の主体は大洞C1 

式である c 次いで大洞C2式の前半部分、さらに大洞BC式の)1頃で、大調B式の後半から、大

混C2式の前半のI幅で収まる土器群である。時間的余裕がなく、本報告書では出土状況を詳細

に検討し同時廃棄の可能性の高い遺物群を抽出することはできなかった。残された課題のひと

つである。

⑦最大級の遮光器土偶

図版30-461の大型中空土偶は、文様、形態から、大澗C1式期の土偶と考えられる。近年、

主に金子昭彦氏による遮光器土偶の研究や、土偶研究会による集成資料の作成、シンポジウム

の開催など研究の進展が著しい分野であるだけに、今後の研究の進展に寄与するものと思われ

る。

上遺構群の変遷について

遺構群の変遷は次のように推測される 0

0早期以前

明らかに早期以前と判断できる遺構は抽出できなかったが、 M区の多数の土坑の中に早期以

前の土坑が含まれている可能性はある。

。前期

初頭~前葉の遺構は、 M区では早期以前と同様で抽出できなかった。しかし、 M区には土器

が広く分布し、量も比較的多いので、多数の遺構の中にこの時期のものが含まれている可能性

は早期以前よりも高い。 L区には竪穴住居跡と土器埋設遺構が構築され、茂屋下岱式期の小集

ハh
uつ山
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第 6章まとめ

落があったことが明らかになった。米代川流域では初めてである。この竪穴住居跡の埋没状況

は、あたかも自己石遺構のように多数の大礁を竪穴に入れた人為堆積である。竪穴住居の廃絶に

{半って何らかの祭泥が行われたのであろう。

桂の沢遺跡は、北東北の土器である「早稲田 6類J、茂屋下岱式、南東北の土器である大木2

式土器が持ち込まれており、南北の情報が交差する場所であったともいえる。

。中期

L区、中央区に中葉の円筒上層b式期、円筒上層c式期の小集落が営まれる。その後M区に

地点を移して円筒上層d式期の小集落が営まれる。後葉の大木9式期、中の岱III式期にはM区

で複式炉をもっ竪穴住居跡が合計10軒営まれる。中にはS1555竪穴住居跡のような大型のもの

や、 S1 551A. B竪穴住居跡のように炉の重複があって、同一地点での建て替えが行われたも

のもある。阿仁川流域における拠点的集落の一つだったのであろう。

。後期

中期末に集落が廃絶するようで、中期末から後期前葉の遺物はきわめて少ない。そして、土

坑の多くが中期後葉の竪穴住居跡を切っていること、遺構群の分布と「十腰内III. IV . V群J

の分布が重なること、 M区には晩期の土器はほとんど分布しないことから、 M区の遺構の多く

が中葉から後葉に帰属すると推測される。また、 L区西部には小規模な「捨て場Jが形成され

た。 M区遺構群と L区「捨て場」の中間にある中央区の多数の土坑群も、柱穴となる土坑が多

いこと、北西側ではM区土坑群と連続して分布することから、この時期の土坑が多数含まれて

いると思われる。したがって、舌状台地の先端から台地中央部にかけての約100mの範囲に、同

時期または多少前後して、竪穴住居跡、土坑、配右遺構、焼土遺構、大型建物跡、墓坑が繰り

返し構築され、居住、祭問、葬送の機能を合わせ持つ米代川流域の該期における中心的な集落

が展開していたことになる。

。晩期

後期末から晩期初頭には調査区の全域でほとんど遺物がなく、前後の時期と大きく異なる。

調査区の範囲内では一時人間活動が途絶えたことを暗示している。そして、大洞B式期の後半

頃から大洞BC式期にK区と L区に「捨て場Jが形成され始め、大澗C1式期に最も

器、石器類が廃棄される。しかし遺物があるのは大洞C2式期の前半までで、大洞C2式の後

半段階の遺物はほとんどなく、工字文系の土器は皆無である。桂の沢遺跡は、晩期の中頃で完

全に廃絶してしまうのである。

(1)盛岡市教育委員会 f大館遺跡群(大新町遺跡) 昭和56年度発掘調査概報一.JJ 1982 (昭和57年j

盛岡市教育委員会 f大官官遺跡群(大新町遺跡・大館町遺跡)一昭和60年度発招調査概報 .JJ 1986 (昭和

61年)

月，
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盛岡市教育委員会 r大館遺跡群(大新町遺跡) 昭和61年度発掘調査概報一.Jj1987 (昭和62年)
盛岡市教育委員会 F大館遺跡群(大新町遺跡・大館町遺跡)一昭和62年度発掘調査概報 .Jj 1989 (昭和
63年)

盛岡市教育委員会 『大館遺跡群(大新町遺跡)一平成元年度発掘調査概報….!l 1990 (平成 2年)
(2)青森県教育委員会 f鴨平(2)遺跡発掘調査報告書一東北縦貫自動車道 d八戸線関係埋蔵文化財調査報告書

IV一』 青森県埋蔵文化財調査報告書第73集 1983 (昭和58年)
(3)秋田県教育委員会 「飛鳥平遺跡Ji'東北縦貫自動車道発掘調査報告書IILn 秋田県文北財調査報告書第89集
1982 (昭和57年)

(4)平成 5年度発掘調査。

(5)青森県教育委員会 『表館(1 )遺跡発掘調査報告書m.発茶沢(1 )遺跡発掘調査報告書N.Jj 青森県埋蔵
文化財調査報告書第120集 1989 (平成元年)

青森県教育委員会 f売場遺跡発掘調査報告書(第 1次~第 4次調査)・大タルミ遺跡発掘調査報告書…一般
国道45号八戸北バイパス建設に係る;盟蔵文化財発掘調杏報背書一』 青森県坪蔵文佑跡調査報告書第93集
1983 (昭和58年)

(6)杉山武 「白浜式・小舟渡平式土器にかかわる館平遺跡出土の早期貝殻文土についてJi'奥南』 創刊号 1980 

(昭和55年)

杉山武 「白浜式・小舟波平式土器にかかわる館千遺跡tH土の早期貝殻丈土器については )J!!輿南』第 2
号 1982 (昭和57年)

杉山武 「青森県浪[叫町細野遺跡出土の早期貝殻丈土器・石器J i'奥南J 第3号 1984 (昭和59年)
(7)青森県教育委員会 f千歳遺跡 (13)発掘調査報告書一むつ小)11)京地域の開発に伴う新市街地A住区造成予
定地内理蔵文化財発掘調査一』 青森県埋蔵文1r;財調査報告書二第27集 1976 (昭和51年)
(8)秋田県立大館鳳鳴高等学校社会部考古学班 『茂屋下岱式土器群.Jj1971 (昭和46年)

(9)青森県教育委員会 r金木町明神町遺跡 国営小田川農業水利事業関係文化財発掘調査報告書』 青森県埋
蔵文化財調査報告書第58集 1980 (昭和55年)

青森県教育委員会 『馬場瀬(1) (2)遺跡発掘調査報告書 東北縦貫自動車道八戸線関係II昭和56年度一』
青森県埋蔵文化財調査報告書第70集 1982 (昭和57年)

八戸市教育委員会 『丹後谷地遺跡発掘調査報告書』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第15集 1986 (昭和61
年)

大鰐町教育委員会 人ヒ牡丹森遺跡遺跡発掘調査報告書』 大鰐町文化財調査報告書第 1集 1986 (昭和61
年)

八戸市教育委員会 『八戸市内遺跡発掘調査報告書2風張(1)遺跡』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第40
集 1991 (平成 3年)

(財) 岩手県埋蔵文化財ーセンター 『君成田IV遺跡発捕調査報告書 東北縦貫自動車道関連発掘調査』 岩
手県埋文センタ一文化財調査報告書第62集 1983 (昭和58年)

(財) 岩手県埋蔵文化財センタ_ i'国道 4号)11口バイパス関連遺跡発J眉調査 )11日II遺跡発揮1調査報告
書』 岩手県埋文センタ一文化財調査報告書第84集 1985 (昭和60年)

(財) 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 『東北縦貫自動車道建設関連遺跡発掘調査 九戸郡軽米

町馬場野II遺跡発掘調査報告書』 岩手 県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第99集 1986 (昭和61年)
(財) 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ_ i'大日向II遺跡発掘調査報告書東北縦貫白動車道建
設関連遺跡発掘調査』 岩手県丈化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第100集 1986 (昭和61年)
(10)高橋忠彦 「秋田県の縄文時代後期の土器Ji'秋田県理蔵文化財センター研究紀要』 第4号 秋田県埋蔵文
化財センタ- 1989 (平成元年)

(11)秋田県教育委員会 V中小坂遺跡発掘調査報告書一高速交通関連道路整備事業に係る埋蔵文化財ー発発掘調査

秋田県文{七財調査報告書第177集 1988 (昭和63年)
(2)全子昭彦 「ν為わゆる遮光器土協の編年について(1) J IT岩手考占学』 弟之号

1990 (平成 2年)

金子昭彦 「しユわゆる遮光器土偶の編年については !J !f北奥古代文化」 第2]号
1991 (平成3年)

令子昭彦 irノj、1f，Jj，遮光器土偶の構造 IT縄文時1tJi 4 1993 (平成 5年)
金子昭彦 rr小型:JA光器土偶の編干f-J U"よねしろ考古」第 8号 1993 (平成 5年)
(1部Ii:::r.偶とその情報J研究会 『土偶シンポジウム 2秋田大会東北・北海道の:十j高1 (土偶の出現から遮光器
土偶の成立前まで)、 q可シンポジウム発表要旨.Jj 1994 (平成6年)
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後の沢遺跡のtr..地状況と鯛査区(上が南東)

".バ

"6) 

... 6 

45142竪穴住居節(北酋から) 5 51555竪穴住居跡{北西から)
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2

3 M区配石i量機群(上が商高)

4 M区配石造事構騨SQ524・532・533・52i>{東世ら) 5 M区配石遺書陣鮮SQS14・S38(南から)



6 5Q716配右i量権断面土居(南から) 7 SQ702配石遺構断面土居(扇から)

図
版

3



2 5Q538配石遺織と下部の土筑(湾西から) 3 5Q547配石遺様と下部の土坑(南東から)
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図
版

6

4 SR158土器匁鍛遺構精査状況{北から) 5 SRl58土総寝設遺縁側面の状況{高から)
噌匝 恥向、"~，.l、 甲--司.

‘ ←ずー
望号.

ーョ

' 
6 SR619土犠狸設遺構精査状況(北東から) 7 LN39グリッドIV務土器出土状況(南方、ら}



5 LM34グリッド付近造物出土状況(策から) 6 LM36グリッド付近遺物出土状況{北から)

7 K区土腐B-C(溺束力、ら) 8発燭調査風景{右はブライアン・トム氏)
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